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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真伝勇伝・革命編



　堕おちた黒い勇者の伝説４











　第一章　ローランドに潜ひそむ者







　もちろんすべてがうまくいくとは、最初から思っていなかった。


　子供のころはそりゃ、なにもかもを手に出来るんじゃないか？　などという甘い夢ゆめを描えがいたこともあるが、しかし、もうそんなガキじゃない。


　だから初めから、すべてがうまくいくだなんて思っていなかった。


「…………」


　しかし、どういうわけかすべてがうまく運んでいく。


　それは彼が計画していた通りに。


　それは彼が敷しいたレールの上を辿たどるかのように。


　長い間、彼が思い描いていた通りの道みち筋すじをなぞっていくかのように、なにもかもが進んでいく。


　そしてそれを少し、もの足たりないとそう、


「…………」


　ラッヘル・ミラー大たい尉いは思った。


　厳きびしい顔つきに、切れそうなほどに鋭するどい瞳ひとみ。その、彼の瞳にはいつも、規き律りつと秩ちつ序じよが宿やどっている。


　ローランドの軍服をきっちりと着こなし、ぴんっと真まっ直すぐに伸のばされた背せ筋すじ。


　彼の周まわりにあるものは常つねに綺き麗れいに整理されている。


　執しつ務む室の書しよ棚だな。


　机つくえ。


　周りに配置された人間。


　彼がこれから進むべき、道。


　その、すべてがもう、まるで初めからそうなると決まっていたかのように、彼の生みだす思考通り、秩序通り、規律通りに進んでいく。


　そしていま、このローランド帝国は、彼が思い描いていた筋すじ書がきに沿そって革かく命めいされようとしていた。


　そのあまりの完かん璧ぺきさと速さに、誰だれもついてくることができない。いや、いまだこの国に変へん革かくが起きようとしていることに、気づいてすらいない者のほうが、多いのではないだろうか？


　だが、それをミラーは特別なことだとは思わない。


　そうなるように計画して、ここまで進んできたのだから。


　誰も気づかないほどにゆっくりと、だが着実に、この国が変化していくよう、彼はもう十年以上も前から計画していたのだから。


　そしてその計画通りに、物語は進んでいく。


　必要なことを、必要なだけ。


　必要なことを、必要なだけ。


　合い言葉は、それだけ。


　たったそれだけのことを、毎年、毎月、毎日、毎時、毎分、毎秒、彼は休むことなく、淡たん々たんと続けていく。


　するといつの間にか、彼の周りには誰もいなくなっていた。彼がしていることについてこられる者は、誰もいなくなっていた。


　そしてどういうわけか彼は天才と呼よばれ、なにもかもが彼の思い描いた通りに進むようになっていた。


　ミラーはそれに、渋しぶい顔にさらに苦笑を浮うかべて言う。


「……本当の天才は……他にいるのにな」


　それから小さなため息をつく。


　椅い子すの背もたれに背中を預あずけ、部屋に申しわけ程度についている小さな窓まどのほうへと目を向ける。すると窓には敵てきの侵しん入にゆうを防ぐための鉄の格こう子しがはめられている。その格子の隙すき間まから、彼は窓の外を眺ながめる。


　外は、暗い。日が落ちてから、すでにだいぶたっていた。今日の仕事はもう終わりだ。


　それに、


「…………」


　彼は机の引き出しから、一冊さつの分ぶ厚あついノートを取り出す。その、二六四ページ目を開き、今日、自分がやるべきだった仕事を確認する。


　だが、そのページに書かれていたはずの、彼が数年前に立案した行動計画は、すでに半月前に達成されている。だからもう、今日彼がやるべきことは残っていなかった。


　本当になにもかもが順調に進んでしまって、当初考えていたよりも遥はるかに早く、この革命は終わってしまうかもしれない。


「……想定していたよりも、優ゆう秀しゆうな部下が多かったしな」


　と、ミラーは小さく呟つぶやき、ノートを閉じる。彼は基本、人を信用しない主義だ。他者に期待したところで返ってくるものは少ない。だからこそ、その人間が行うであろう最悪の行動を想定して、計画を立案する。


　だが、彼が想定していたよりもこの国には、優秀な人間がたくさん埋うもれていた。この国の王族や貴き族ぞくたちの専せん横おうにうんざりしていた人材たちが、一いつ斉せいに彼の下もとへと集まってきてしまった。


　クラウ・クロムやルーク・スタッカートといった、自分とは違ちがう本物の天才や、彼がやっていることに気づくことができた者たちが。


　そして彼らの存在のおかげで、彼が立案した計画は一気にその進行速度を増ましていく。まるでこのまま一度も躓つまずくことなく終わりまで進んでしまうのではないかと、そう錯さつ覚かくしてしまいそうになるほど、なにもかもが澱よどみなく進んでいる。


　そしてそれにミラーは、もの足りなさを感じていた。


「…………」


　と、そんなことを考えてから、


「……いやこれは、危き惧ぐか」


　と、独ひとり言いなおす。


　あまりにスムーズに、なにもかもが進み過ぎる。不安を感じてしまいそうなほどに、なにもかもがうまく回り過ぎる。


　しかしそれには違い和わ感かんがあった。


　相手がこれほどまでになんの抵抗も見せないのは逆に、かすかな引ひっ掛かかりを感じる。


　それはいくらミラーが周しゆう到とうな計画を立てていたとしても。


　いくら相手が権力に溺おぼれた無能な馬ば鹿かばかりだとしても、そろそろその、


「……権力を横で吸すっている優秀な人間が、俺おれの計画に気づくころだろう？」


　そう言ってから、彼はノートを閉じ、机の引き出しに戻もどした。その引き出しには魔法で自動的に錠じようが下り、彼以外の者がその机を無理矢理開こうとすると、中のノートを焼しよう却きやくする仕組みになっている。


　しかしそれでも彼は一度、机の引き出しにきちんと錠が下りたかを確かく認にんする。もう、何千回と繰くり返したその動作を、今日も確認する。


　必要なことを、必要なだけやる。


　合い言葉はやはり、それだけだ。


　そして彼は立ち上がる。時計を見上げると帰るには少し早いのだが、しかし、


「……妻ジエルメのご機き嫌げん取りも、仕事のうちだしな」


　なんてことを言って、彼は少しだけ笑う。その微笑ほほえみさえ苦にが笑わらいに見えるのだから、彼は愛あい想そを浮かべるのが苦手なのだろう。


　そのまま彼は、机から離れようとする。


　するとそこで、部屋の、扉とびらの外に人の気配がした。それに彼は瞳を、扉のほうへと向ける。


　そして、


「誰だ？」


　と、問いかけるが、


「…………」


　返事はなかった。


「ティニィ」


　と、護ご衛えいの兵の名前を呼ぶが、その返事もない。


　それに彼は、


「…………」


　彼は今日初めて、少しだけ嬉うれしげな、笑みを浮かべた。


「……はは。刺し客かくがきたか」


　そろそろ誰かが計画に気づいてくれなければ、もしかしたらこれはすべてが夢なんじゃないかと自分の頰ほおをつねらなければならないところだったのだ。


　だがこれで、あまりにもなにもかもがスムーズに進み過ぎるゆえの不安が、


「解消されるな」


　と、呟く。


　それから彼は、机の上をとんっとたたく。するとその机の一部が開き、中から二本のナイフが出てくる。一本のナイフの刃はには致ち死し性の毒どくが、もう一本には麻ま酔すいの毒が塗ぬられている。


「さて、どちらを使う相手かな」


　と言ってから、彼は全身に力を入れる。


　音もなく護衛のティニィを沈ちん黙もくさせることができるほどの刺客となると、少しは本気で動く必要があるかもしれない。最悪、逃にげる、という選せん択たく肢しも頭にいれなければ。


　そんなことを考えながら、彼は言った。


「……いるのは知っている。入れ」


　するとそれに、扉の取手が回る。


　そして、開く。


　ミラーはそれに、そっとナイフへと手を伸のばしかけて、


「…………」
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　しかし、止めた。


　入ってきたのは、見知っている男だったから。


　というよりも、部下だ。


　まだ二十代前半だというのに、真っ白くなってしまっている髪かみと、へらへらと万年微笑ほほえんでいるような穏おだやかな顔。鍛きたえられているはずなのに、ひょろりと背が高く見える細身の体。


　姿すがたを現したのは、ルークだった。


　ルーク・スタッカート。


　そのルークが、


「許きよ可かなんかなくても、入りますよ～」


　なんて言いながら部屋に入ろうとして、止まり、


「おっと、これじゃ壁かべに当たっちゃうか。じゃあ体を横にして……」


　などと言いながら、一度後ろに下がり、姿を消す。そしてもう一度扉を大きく開いて、中に入ってくる。


　そのときには彼がなにを気にして、なかなか部屋に入ってこれなかったのかが、ミラーにもわかった。


　ルークは、どこで調ちよう達たつしてきたのか肩かたに女を担かついでいたのだ。それも信じられないほどの美少女を。


「…………」


　歳としのころは十五、六歳だろうか。


　艶つややかな金色の髪に、透すけてしまいそうなほどに白い肌はだ。とても人とは思えない美び貌ぼうと、華きや奢しやで、長い手足を持った少女。


　この世に女め神がみというものが存在するのなら、きっと彼女のような姿をしているのだろう、などと、思わずそんなことを考えてしまうほどに、その少女は美しかった。


　そしてルークはその美しい少女を肩に担ぎ、入ってくるなり部屋の中をきょろきょろ見回す。


「…………」


　それから窓のほうへと近付き、その窓にはめられた鉄の格子の強度を、手でゆすって確認する。それから彼は懐ふところから鎖くさりと縄なわを取り出し、なにを考えているのか少女を格子にくくりつけ始めて。


「…………」


　それに、ミラーは言った。


　あまりにも美しい、金きん髪ぱつの少女を見つめて、


「……それがおまえの趣しゆ味みか？」


　するとルークはそれに、少女の腕うでを鎖で巻きながら、


「え？　ああ、たしかにこの子、綺き麗れいですよね～」


　などと答えるが、ミラーはそれに、


「その子の容よう貌ぼうのことを言っているんじゃない。女を鎖で繫つなぐのがおまえの趣味なのか？　と、聞いている」


　と、言う。


　するとその言葉にルークはちょっと驚おどろいたような顔になり、


「へぇ……ミラー先せん輩ぱいって、そんな冗じよう談だんも言う人なんですねぇ」


　なんてことを、言った。


　しかしミラーは少女を見つめたまま、


「これは冗談じゃない。その子の素す性じようを教えろ、と、俺は言っている。鎖で繫ぐ必要があるような女なのか？」


　するとその質問に、ルークは微笑んで、答える。


「さて、どうかな。とりあえず私は美少女が鎖で巻かれるのに興こう奮ふんするということで……」


「……くだらん冗談は嫌きらいだ」


「ええ～、ミラー先輩が先に冗談を言ったんでしょう？」


　と、相変わらずルークは楽しそうに微笑んでいる。そして少女の拘こう束そくを終えると、こちらを向く。


「さて、これでよし」


「ふん。報告の義務は終えてないがな」


「ええ、ですからそれをこれからしましょう」


「いい報告か？」


　と、ミラーが聞くと、ルークはやはり、穏おだやかに微笑み、


「いいえ」


　と、言った。


　それにミラーは顔をしかめ、


「悪い報告なら少しはそれらしい顔をしろ」


「ははは。この顔は生まれつきなもので。ミラー先輩こそ、楽しいときは楽しそうな顔したほうがいいですよ？」


「生まれつきだ」


「もぉ、そんなことじゃまた奥さんと喧けん嘩か……」


　が、そこでミラーは目を細め、ルークをにらみつける。


　それだけでルークは両手を軽く挙あげ、


「おっと、口が過ぎました？」


「いつもだ」


「あはは」


「いいから報告をしろ。その女はなんだ？　なぜ護ご衛えいのティニィを沈ちん黙もくさせた？　いったいなにが起こった？」


　するとそれにルークは肩をすくめ、


「どれから説明して欲ほしいですか？」


　と、聞いてくるから、それにミラーはルークを見つめ、それから再ふたたび椅い子すに座すわり直しながら、言った。


「すべてだ。おまえが正しいと思う順番ですべてを説明しろ。そのほうが……」


　と、言う。言いながら、部屋の時計へともう一度目を向ける。これからもう一仕事あるとなると、今日は帰れないかもしれない。


　そうなればジェルメはまた、機き嫌げんを悪くするかな、なんてことを頭の片かた隅すみで少しだけ思いながら、彼は続ける。


「そのほうが、理解しやすいだろう。おまえは俺より頭がいいからな」


「またまた」


「事実だろう」


「はは」


「さあ、さっさと説明しろ」


　その命令にまた、ルークは薄く笑った。それから背はい後ごを指差し、


「とりあえず護衛のティニィはトイレです」


「それはずいぶんと悪い知らせだ」


「ははは……本当に、今日はどうしたんですか？　ミラー先輩にしては冗談が多い」


「そうか？」


「ええ」


「……そうか」


　と、うなずいてから、ミラーは少しだけ、表情を引き締しめる。本当に少し、計画がうまく進み過ぎて、気が緩ゆるんでいるのかもしれない。


　が、それにルークが、


「私はこっちのミラーさんのほうが好きですけどねぇ。いつもはこーんな顔ばっかりしてるから」


　と、両手で自分の目を吊つり上げ、怒おこったような顔にしてみせる。


　それをうんざりしたような顔でミラーは見つめ、


「そんな顔をしてるか？」


　するとルークは肩をすくめて、


「どうでしょう？　いまの自分の顔を鏡かがみで見てないからわかりませんが」


「ひどいぞ」


「ほんとですか？　じゃあ傷付きました？」


「馬鹿言え」


　と、言ってから、ミラーはルークをにらみつけ、


「……さて、本題へ戻もどろう。だが少し聞くのが怖こわくなってきたな。おまえにしてはずいぶんと前置きが長い。つまり……言いにくいほど悪い話か？」


　が、ルークは首を振る。


「別に、言いにくいということはありませんが、いい話ではありません」


　その言葉に、ミラーは頭の中で、いま起こると自分たちの陣じん営えいにとって都合が悪いであろう出来事についていくつか考えてみる。


　いま、すぐにルークに説明を受ければいいのだからそんなことを考える必要はないのだが、思考というのはどうも自分の思い通りになるものではないらしく、勝手に想像を膨ふくらませてしまう。


　しかしどう思考を展開してもいま、この局面で起きてミラーが顔色を変えるだけのなにか？　というのは、特に思い付けなかった。


　すでに現在、貴族や王族どもが持っている兵たちとぶつかってもなんとかなるだけの力は蓄たくわえている。あとはどのタイミングで争いを始めるか？　どのタイミングで前へ進めば最も効こう率りつがいいか？　それを計っているところだった。


　つまりいま、こちらの計画や情じよう勢せいが敵てきにバレたところで、ミラーは慌あわてたりはしない。それどころか、やっとか、と思うだけだ。


　そしてそれを、


「…………」


　ルークもわかっているはずだった。


　だからその程度の問題について、こいつは悪い話だ、などと言って報告してきたりはしないだろう。起こるべくして起こった出来事を、悪い話とは言わない。


　では、なんだ？


　クラウが、シオン・アスタールのほうへついたか？


　だがそれも、そうなったらそうなったで、そのシオン・アスタールごと抱だきこめと、ルークには命じてあったはずなのだ。


　クラウが味方をしたいと思うほどにあのガキに魅み力りよくがあるのなら、それはそれで、優秀な手て駒ごまが一つ増ふえるだけだ。


　なんの問題もない。


　なら。


「…………」


　と、ミラーの思考は部屋の窓の格子にくくりつけられている金髪の美少女のほうへ向く。この少女が誰なのか、それもわからない。


　彼が想像できないことが、多い。


　それに、


「…………」


　ミラーはまた、笑えみを浮かべそうになった。


　あきらかになにか、イレギュラーな事じ態たいが起きたのだ。自分が想定もしていなかったようななにかが、起きたのだ。自分が思い描えがいていた最悪なシナリオを超こえるなにかが、起きたのだ。


　それに、


「……ずいぶんと、ゲームがおもしろくなってきたようだな」


　そう言うと、ルークは微笑む。


「ゲームと言ってられるレベルを、超えてなければいいですが」


「俺の手には負えなそうか？」


「どうですかねぇ？　少なくとも私の手には負えなそうです」


「はっ。おまえに無理なら、すべては終わりだ」


「え～、ゲームを始めた本人が、簡かん単たんに投げださないでくださいよ」


　なんてことを言うが、それにミラーは、


「別に、俺が始めたゲームじゃない」


　と、言う。


「俺が生まれたときにはもう、始まっていた。この狂くるった国は……」


　もうとっくに、崩ほう壊かいへ向けて走り出していた──


　と、そう言いかけてから、


「……まあ、そんな話はいい。続けろ。いったい、なにが起きた？」


　そう聞いた。


　するとルークは頭の中で話をまとめるような、そんな顔をする。もう、すべての思考はまとまっているくせに、そんな演えん技ぎをしてみせる。それをミラーは鼻で笑い、


「早くしろ」


　と、言う。


　それにルークはうなずいて、言った。


「……クラウが、瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負いました」


「…………」


「敵が誰なのかはわかりません。姿を確認していたらおそらくは私も死んでいたでしょうから、クラウと、クラウの部下のシュスと、そしてその少女を連れて、逃にげてきました」


「…………」


「現在その敵と、シオン・アスタールが交戦中です。常識から考えれば、クラウを圧あつ倒とうできるような化ばけ物ものを相手に、あの皇おう子じ様がどうこうできるとは思えませんから、死んでるでしょう」


「…………」


「ですが彼はどういうわけかやる気満々でした。というよりも、敵が何者なのか、知っている様子でした。で、話しあってくると……まあ、状じよう況きようはそんな感じなのですが、さて、どうしましょうかねぇ？」


　なんてことをルークは一気に説明して、ひと息つく。


　それにミラーは思考を展開する。ルークほどには巡めぐりのよくない脳の神しん経けいを刺し激げきして、今後の対策を頭の中で練り始める。


　そして、言った。


「……クラウは？」


「治ち療りよう室へ」


「死んでないな？」


「ええ」


「瀕死と言ったが、傷の状態は？」


「かなり広こう範はん囲いに火傷やけどを負っています。しかし治せるそうです。まあ、あの人は脳みそまで筋きん肉にくで出来てるような人ですからねぇ。あの程度じゃ死なないでしょう」


　などという軽かる口くちを叩たたくが、しかし、ミラーは相手にしない。


　そのまま格こう子しに繫つながれている女のほうを見て、思考を進める。


　少しだけ、状況が見え始めた。ルークにはシオンとクラウの動向を見張れと、そう言っておいたのだ。で、その見張りであるルークが何者かに襲おそわれ、クラウと、シュスと、そして正体不明の女を連れて帰ってきた。


　その何者か？　というのについてはわからないが、女については、


「……では、こいつはシオン・アスタールの護ご衛えいについていた、エリス家の？」


　そう聞くと、ルークはうなずく。


「フェリスさんだそうです」


「エリス家はシオンを認めたのか？」


「さて、それはどうでしょうか。クラウは大たい層そうシオンさんを気に入っているようでしたが、剣けんの一族は、どうなんですかね」


　という、その言葉に。


　ルークが言ったその言葉に、


「……剣の一族……か」


　と、ミラーは呟つぶやいた。


　剣の一族。


　それは代々、このローランドの王を守護し続ける名家、エリス家の別べつ称しようだった。


　この国の中で最も古い血ち筋すじの一つとして存在し、大きな権力を与えられているはずなのだが、ほとんど公おおやけの場に出てくることがないのでその姿は謎なぞに包まれている。


　貴族向けに剣術の道場などを開いている、という話も聞くが、本当にエリス家の血筋に連なる者から指し導どうを受けた、などという話はあまり聞かない。


　現当主の名前はルシル・エリス。


　といっても誰もその姿を見たことはないのだが、とにかくその名前が当主として登録されている。


　そしてそのエリス家の、あまりに長い間秘密のベールに包まれ続けてきた神しん秘ぴ性から、巷ちまたではこんな噂うわさが流れている。


　エリス家に認められた者だけが、この国の王になることができる、と。


「…………」


　しかしそれらはただの噂だ、と、ミラーは思っていた。貴族たちが好きな、民たみに自分たちを崇あがめさせるためだけに作ったお伽とぎ噺ばなしだと、そう思っていた。


　だから初めのうちはエリス家の存在については、無視していた。


　いくら剣の一族というのが化物揃ぞろいの血筋だったとしても、ルークや、クラウといった本物の化物と比べれば、その神秘性もかすむだろうと、そう思っていた。


　だがいま、ルークはこの、まだ十五、六くらいにしかなっていない少女を、鎖くさりに繫いでいる。つまりこのルークにとってさえ、この少女は脅きよう威いになりうるほどの力を持っている、ということだ。


　いや、それだけじゃない。すでにミラーはエリス家へ向けて、調査の人間を放ってあった。それもこの一年の間に、八人もの間者スパイをエリス家の道場へと入門させていた。


　そのすべてが、ミラーがそれなりに信しん頼らいを寄せていた手て練だれの者たちだった。


　そして三か月前。


　その間者スパイたちの手引きにより、兵たちに賊ぞくを装よそおわせてエリス家へと襲しゆう撃げきをかけた。


　そしてその結果が、どうなったか？


「…………」


　誰一人として、戻もどってこなかった。


　おまけに騒さわぎにも、事件にもならなかった。


　まるでなにごともなかったかのように道場は翌よく日じつも開かれた。


　間者スパイたちは行方ゆくえ不明になり、賊を装わせた兵たちも、消えてしまった。


　もしかしたら部下たちは拷ごう問もんされて、こちらの情報が漏もれたかと、そんな心配もしたが、どうやら報ほう復ふくしてくる様子もない。


　いやそもそも、ミラーたちが作ろうとしている勢力のことなど、興きよう味みがないかのようだった。


　そしてそのあたりから、ミラーもエリス家については少し、見方を変えるようになってきていた。


　ローランドの王族どもを皆みな殺ごろしにする場合、やはりエリス家が一番の障しよう害がいになるのではないか？　と、そう考え始めるようになっていた。


「…………」


　とそこで、彼はその剣の一族の長女を──ルシルの妹いもうと、フェリス・エリスのほうを、見た。


　するとそれにルークが、いま、ミラーが頭の中で考えていることを見み透すかしたかのように、言葉を続けた。


「……少なくともこの子はシオンさんを守るような素そ振ぶりを見せていましたが、それがエリス家に認みとめられたことになるのかどうかはわかりません。ですが……」


　という言葉に、ミラーはうなずく。


「ああ、そうだ。シオン・アスタールがエリス家に繫つながったからこそ、俺はあいつを、生かすことに決めた。エリス家がシオンにつくのなら、シオン・アスタールには十二分に価か値ちがでてくる」


　それにルークが、


「やはりエリス家とは、争いたくない？」


　と、言ってくる。


　そしてその言葉にミラーは、ルークを見る。相変わらずにこにこと微笑ほほえんでいて、なにを考えているかいまいちわからないこの部下の顔を見つめ、


「それはもう、おまえが一番よくわかっているだろう？　この子と実際に手合わせしてみて、どう思った？　シオンを……エリス家を気にする必要が、あると思うか？」


　という問いに、ルークはん～っと、少しだけ考えるように小さく声を出してから、言った。


「……少なくとも彼女は、クラウとは互ご角かくにやりあえてました。実際のところどちらが強いかというと、どうかな。場合によります」


「しかしおまえが、この子を気き絶ぜつさせたんだろう？」


「不意打ちですよ」


「不意打ちでもおまえが殺せるのなら、問題ない。剣の一族がどれほど大きな力を持っていたところで、個人の力では世界は変わらないからな。だが……」


　と、ミラーは思う。


　だが、それでは説明ができないことがあの、エリス家では起こっている。


　ミラーは初めから、それほど剣の一族のことを舐なめてかかっていたわけでは、ないのだ。それこそこのローランド帝国において、剣の一族の実力はその神秘性も含ふくめて、最強とまで呼よばれているのだから。


　そのエリス家を相手に、手を抜ぬこうと思うはずがなかった。


　だからこそミラーは、エリス家襲しゆう撃げきに一年もかけた。一人ずつ、ゆっくりと間者スパイを忍しのびこませ、万ばん全ぜんの態たい勢せいを整えて、襲撃を行った。


　もちろんそれぞれの兵の力は、クラウやルークには及およばないが、しかし、クラウやルークとて、二百人の精せい鋭えいからなる中隊を相手にして、無ぶ事じですむとは思えない。いや、無事とかそういうレベルの話ではすまないだろう。なにせその兵たちの中には、あの『隠いん成せい師し』出身の者たちまで含まれていたのだ。


　クラウだろうがルークだろうが、確実に殺せるだけの兵力を、ミラーはそこに動員していた。


　にもかかわらず、そのすべてが、音も、光も放たず、消えてしまった。


　おそらくは戦せん闘とうにすらなっていない。


　だが、


「…………」


　そんなことができる奴やつが、この世に存在するのか？


　と、ミラーはそのとき、思った。


　彼がいままで進んできた道は、決して明るいものじゃなかった。ローランドの中でも、暗部と呼ばれる場所を好んで彼は進んできた。


　そこには軍の研究部に体を改かい造ぞうされた化ばけ物ものが何人もいたが、しかしそれでも、こんなことをできる奴を彼が見たことはなかった。


　二百人もの精鋭を、音もなく殺してしまう、化物。


　長い間最強という称しよう号ごうをほしいままにしてきた、剣の一族。


　その、一族が住む館やかたにはいったい、何が棲すんでいる？


　ミラーは、言った。


「……つまり、このエリス家の長女は、おまえが殺せるようなただの人間だったというわけだな？」


「だんご好きの、かわいらしい子でしたよ。妙みように表情に愛あい想そがありませんが……でも、それはミラー先せん輩ぱいも一いつ緒しよですしね」


　なんてことを、ルークは言う。


　それにミラーは、


「だが、クラウは殺されかけた」


「ええ」


「誰だれにだ？」


「さて」


「ルシル、エリスか？」


　それに、ルークは笑う。しかし珍めずらしく彼の顔には、少しだけ困こまったような色が浮ういている。


「初めは私もそう思いましたが」


「違うと？」


「ええ……というか、私が見たところ、少なくとも敵てきは二人いた。シオン・アスタールはその片方と話しあう、と、そう言いましたが、クラウを殺そうとした奴は、別の方向から攻こう撃げきを放ってきた。それも私が見たことがない魔法です」


「他国の兵か？」


　が、それにもルークは首を振る。


「いいえ、放たれたのはこの国の魔法です。あれはおそらく、『稲光いづち』でしょう」


「『稲光いづち』？」


　と、ミラーは聞き返す。


『稲光いづち』というのは、小しよう規き模ぼな稲いな妻ずまを生みだし、それを放つという、このローランドで使われている攻撃魔法の中でも最もオーソドックスなものの一つだった。


　だがそれを、ルークは見たことがないとそう、言う。


　よく見知っているはずの魔法を、見たことがないと、そう言う。


　しかしそれにミラーは、


「……なるほど。その『稲光いづち』は、発動までに呪じゆ文もんも、魔ま方ほう陣じんもなく、突然発動したか？」


　と、言った。


　するとそれに、ルークの表情の中に、演技ではない、驚おどろきの色が生まれて、


「あらら、なんでわかるんです？」


　と、言うた。


「もしかしてミラー先輩のお知りあいですか？」


　という言葉に、しかしミラーは顔をしかめて、


「知りあいなんかじゃないが、以前にそういう魔法を使う奴に、会ったことがある。もしあいつなら……確かに、ルシル・エリスではないな」


　そう答える。


　するとそれにルークがこちらを見つめ、


「でも、化物なんでしょう？　魔方陣を作らずに『稲光いづち』を作るなんて、いまの魔ま導どう科学じゃとてもありえない」


「…………」


　というその言葉に。


　ミラーは、目の前でずっとにこにこと微笑ほほえみ続けている化物を見つめる。


　脳の構こう造ぞうがいったいどうなっているのか、まったく理解できないほど頭が切れるルーク・スタッカートと比くらべてさえ、やはりあいつは化物だったと、そう思う。


　あの、魔導科学の天才は……


「いったい、何者なんです？　そいつは」


　と、聞いてくるルークの言葉に、ミラーは思いだす。


　かつてこのローランドに現れた、化物の姿すがたを思いだす。





　それはミラーがまだ、十代の後半だったころのこと。


　十一年も前のことだ。












　第二章　獲え物もの







　当時のローランドもいまと変わらず狂くるっていた。


　あるのは戦争と、欲よく望ぼうと、絶ぜつ望ぼうばかり。


　どこを見回しても死体が転がっている。餓うえと貧ひん困こんが街まちに溢あふれ、人々にはもう、泣き叫さけぶ気力もない。


　通常ならそんな国の状態が長く続けば暴ぼう動どうが起きるだろう。そして何度か大きな暴動が起きたあと、それはさらに大きなうねりへと変わり、革かく命めいへと繫つながっていく。


　一度民たみが立ち始めたら、それはもう、止まらないはずなのだ。


　しかし。


「…………」


　どういうわけかこのローランドには、長い間その兆きざしが見えなかった。


　もちろん暴動は起きた。


　強い指し導どう者も、何人かは現れた。


　だがそのことごとくがすべて、潰つぶされてしまった。


　その、民を率ひきいて革命を起こそうとした指導者たちが見せしめに首を落とされていくのを何度も、何度も、何度も、ミラーは見ていた。


　その指導者たちの中の一人が彼の父親だったのだが、その首が地面に転がるのを彼が見たのは、まだ七歳のときだった。


　父親は首を落とされる瞬しゆん間かん、叫んだ。


「この火ひ種だねは……俺おれたちの掲かかげたこの光は、俺を殺したところで消えたりはしない！」


　と、そう叫んで、死んだ。


　しかし父のその叫びに、意味はなかった。


　父が命をかけて作り上げた組そ織しきはあっさり壊かい滅めつしてしまった。


『隠いん成せい師し』から派は遣けんされてきたたった二人の暗殺者が、組織の者だけではなく、その組織の者と挨あい拶さつしたことがある、という程度の関かかわりしかない者まで、皆みな殺ごろしにしてしまった。


　そしてミラーは七歳から九歳までの三年間、その暗殺者たちから身を隠かくし続けた。


　そうやって彼は、目立たず、陰かげに潜ひそむ方法を身に付けた。そして彼は貴き族ぞくたちが近寄りたがらないような貧ひん民みん街がいへ身を隠し、時を待つ。世に出るための時を待つ。


　そしてある日、その貧民街を貴族の馬車が通った。


　ミラーはその馬車を、仲間たちに襲おそわせ、そしてそれを助けてみせた。


　その功こう績せきにより彼はその貴族の私し兵へいとして取り立てられ、世に出ることになる。


　その後その貴族の下もとで二年働き、その貴族が死んだことを受けて、正式にローランドの軍へと異動が決まる。


　もちろん貧民街出身の彼は、奴ど隷れい以下の扱あつかいから始まった。貴族の下で働いていた、という経けい歴れきから、同じ貧民街や、平民出身の兵たちにまで、嫌きらわれた。


　しかし彼は決して、焦あせらなかった。


　なぜなら何度も、見てきたからだ。


　父や、他の指導者たちが機を焦り、殺されてきたのを何度も、何度も、目にしていたから。


　だから彼は、ゆっくりと、必要なことをやっていく。


　主あるじだった貴族を殺したときも、そうだった。寝ている主の部屋に二年間、ゆっくりと薄い毒どくの煙けむりを焚たき続けて殺し、その財の一部を手に入れた。


「…………」


　そしていま、彼は、貧民街の監かん視しの任にん務むを与えられ、日々巡じゆん回かいしていた。


　貴族に逆さからったかつての仲間を、殺す任務。


　国に逆らったかつての仲間たちを、殺す任務。


　そしてかつての仲間たちはミラーのことを、裏うら切ぎり者と呼よぶようになった。


　いまの仲間たちも、ミラーのことを裏切り者と呼ぶようになった。


　当然だ。彼は必要なら、顔色一つ変えずに、かつての仲間を殺せるのだから。


　だが彼は、躊躇ためらわない。


　裏切り者と呼ばれても、意に介かいさない。


　もう、自分が進む道は見えているから。


　やるべきことは見えているのだから。


　なら日々、それをやり続けるだけでいい。


　たとえ顔に唾つばを吐はきかけられても、彼は気にしない。


「…………」


　そしてその日も、彼は巡回を続けていた。


　彼が進む先々で、民が憎ぞう悪おの瞳ひとみをこちらへ向ける。それほど彼は、この地域を厳きびしく取り締しまっていた。


　それによってこの数か月、ここでは暴動や争あらそいが、一いつ切さい起こっていない。


　そしてそれをいいことだと、彼は思う。


　力のない者たちが、命を懸かける必要はないのだ。そんなのは、力に恵めぐまれた者たちだけでやればいい。


　革命の志こころざしは、周りの者たちも傷つけるのだから。


　家族や、友人や、ただ、隣となりに住んでいた、というだけで、みな同どう罪ざいに扱われ、殺されてしまうのだから。


　だからもし、もう一度革命の火種を灯ともそうと思うのなら。


　父親のように、もう一度明るい光を灯そうと思うのなら、絶対に失敗は許ゆるされない。必ず成功するだけの時間と、準備を整えてから初めて、世界に向けて顔を上げるべきなのだ。


　だからまだ、ミラーは顔を上げようとは思わない。


　もし唾を吐きかけられたとしても、クズだと罵ののしられても、彼は顔を上げようとは思わない。


　いまは潜ひそむ時機だから。


　ローランドの軍の中へ。


　貴族たちの欲望の奥深くへと、融とけこむ時機だから。


　だから彼は、


「……なにを見ている？」


　と、民衆に向かって言った。


「愚ぐ民みんどもが、なにをもの欲ほしそうな顔をしている？」


　と、彼は言った。


　それに民たみの顔が歪ゆがむ。それにミラーは笑えみを浮うかべる。そして、


「消えろ」


　と、言う。


　その、瞬間。


「…………」


　背はい後ごで轟ごう音おんが響ひびいた。


　なにかが爆発したような、そんな音。


　それにミラーは振り返る。するとその爆発が起きた場所は、ここからはだいぶ遠そうだった。しかしここまでその音が聞こえたということは、その爆発の規き模ぼが相当大きかったことを意味する。


　それに、当時同どう僚りようだったエミルーアという男が言った。


「おいおいラッヘル……あそこ、貴族たちが住む区画じゃねぇか？」


「……そのようだな」


「そのようだなっておまえ、これ、とんでもねぇ事件だろ？　貴族の区画に敵てきの侵しん入にゆうを許したとなると……あの区画の護ご衛えい兵、責せき任にん取らされて全員殺されるんじゃないか？」


　が、それにミラーは肩かたをすくめ、


「だが、敵とは限らないだろう」


　するとエミルーアはああそうかという顔になり、


「んじゃ、内部の犯はん行こうってことか？　事故かな？」


　それにミラーはうなずく。


「そう考えるのが妥だ当とうだろう。いま、あの区画に賊ぞくが入れるような余よ地ちはない」


　それほどに、あそこは厳げん重じゆうに守られている。


　それをミラーは知っていた。いや、あそこに侵入しようとして、彼の父親は捕とらえられたのだから。


「……だが、たとえ事故だったとしても、あれほどの爆発を起こしたら責任を問われるだろう。よし、帰るぞエミルーア」


　と言って、彼は歩き始める。


　それにエミルーアは慌あわてて、


「いや、でも今日の巡じゆん回かいが……」


　しかしそれを遮さえぎって、ミラーは言う。


「なにか大きな事件が起きた可能性がある。人手が足りなければ俺たちにも召しよう集しゆうがかかるだろう。そのときに官かん舎しやに帰ってなければ……」


「うおうお、俺たちが処しよ罰ばつされるか？」


「可能性は、ある」


「それ、まずいじゃん」


「そうだな」


「帰るか？」


　それにミラーはため息をつき、


「だからそう言っている」


　そう言ってから二人は本部へと戻もどった。





　　　　◆





　帰ってみると、彼が所しよ属ぞくしている帝都レイルード守しゆ護ご警けい備び隊の官舎の中は、かなり騒さわがしくなっていた。


　理由は当然、貴族が住まう区画で爆発事件が起きたせいだ。その情報は瞬またたく間に軍の末まつ端たんにまで伝達され、官舎に戻ってきたミラーたちにもその命令は降おりてきた。


　配られた命令書に書かれていた内容は、こうだ。





　錯さく乱らんした貴族が、爆発事件を起こし逃とう走そうした。


　この男は非常に危険であり、このローランド帝国に害をなす可能性がある。


　よって身分にかかわらず、抹まつ殺さつすることを許きよ可かする。





　と、いうような内容だった。


　そしてミラーはその命令書に書かれていた、その錯乱した貴族のプロフィールを、見る。


　しかし当然、詳くわしいことなどは書かれていない。書かれていたのはその男の名前と、容よう貌ぼうだけだ。





　名前はリューラ・リュートルー。


　元公こう爵しやくだった男だ。


　もちろんいまはその地位を剝はく奪だつされているが。


　金色の髪に、濃こい青の瞳ひとみ。その瞳は常つねにやる気なく、眠ねむそうに緩ゆるんでる──とのことだが、その程度の手て懸がかりで逃走した人間が見つかるはずはなかった。


　せめて似に顔がお絵えの一つもあればもう少しなんとかなるのだが、よほど軍は慌てているのだろう。たったこれだけの情報を与えて、こんな、ミラーのような末端の兵にまで、この貴族だった男を追わせようとしている。


　それにミラーは、


「……魔ま女じよ狩がりになるな」


　と、小さく呟つぶやいた。


　金髪で青い瞳を持った男は、片かたっ端ぱしから殺されるだろう。唯ゆい一いつの救いは、金色の髪は貴族以外には珍めずらしい、ということだ。


　だがそれも、もしかしたら無視されるかもしれない。以前に逃走した犯罪者を追った際は、三百人の関係のない人間が殺された。そのときは似顔絵もあり、潜せん伏ぷく場所もわかっていたのにもかかわらず、だ。


　そして今回もきっと、馬ば鹿からしい血の雨が降ふるのだろう。


　例によって、例のごとく。


「…………」


　だが、ミラーはその命令書を見つめたまま、しばらく動かない。彼は、リューラ・リュートルーの名前を、知っていたから。確かどこかで、その名前を見たことがあったのだ。


　それがどこだったのかしばらく思いだすのに苦労したが、それはどうやら、彼が子供のころに読んだ、父親が殺したローランドの兵士が持っていた、魔ま導どう書しよに書かれていた名前だった。


　リューラ・リュートルー。


　それはいまから数年前まで、この国の魔導学者たちを束たばねていた男の名前だった。


　彼がこの国の魔導技術に与えた影えい響きようは非常に大きく、彼なくして、この国に現在ある魔導大たい系けいは完成しなかった──なんてことが、書かれていたはずだ。


　現在このローランドにある、個人が使う上で最も強力な殺さつ傷しよう能力を持っている、『光燐くうり』の術じゆつ式しきの基本を作った男。


　大だい規き模ぼ攻こう撃げき魔法、『雷ら落ぐ雷る』の術式の基本を作った男。


　もう、数え切れないほどの数の魔術を作りだし、さらにこの国にあるほとんどの魔法の効こう率りつ化、汎はん用よう化の基き礎そを、作った男。


　こと魔術にかけては、彼は天才的だった。


　周りの研究者たちがついていけないほど大量の知識を蓄たくわえ、それを改良していった。


　だが少し、能力がありすぎた。


　彼はその知識を深めれば深めるほど、周囲にいる者たちに、怖おそれられ始めた。


　この狂くるった国の軍部にすら異常だと言われ、怖れられ始めた。


　そして彼の人生は、急速に凋ちよう落らくしていく。


　魔導研究所の長ちようの座を追われ。


　十七でミラーが軍に入ったときに配られた魔導書にはすでに、彼の名前と功こう績せきは、書かれていなかった。


　リューラの名前は完全に表おもて舞ぶ台たいから姿すがたを消し、徐じよ々じよに人々の記憶からも消えていく。


　だが、その名前がいま、目の前にあった。





　錯乱した貴族が、爆発事件を起こし逃走した。





　とそう、命令書には書かれている。


「……日ひ陰かげに追いやられたかつての天才が、錯乱、ね」


　よくある話だ、と、ミラーは思う。


　そしてこの件を足掛がかりにしようと、そう考える。


　この件は、いま、この官かん舎しやにいる者たちが思っているよりももっとずっと大きな事件だった。おそらくはローランド軍の上層部全体が、リューラ・リュートルーのことを怖れている。


　それほどにリューラは、大きな力を持っているはずだった。


　なら、俺がリュートルーを捕とらえたら、どうなる？


　その答えは、簡かん単たんだった。


　彼の地位は大おお幅はばに上がるだろう。もっと深く、このローランドの中ちゆう枢すうに食い込んでいける。


　絶ぜつ好こうの機会チヤンスが、訪おとずれたのだ。


　これを逃のがす手はない。


「……まあ、同じことを考えている奴やつらはいくらでもいるだろうが」








　そして彼は、命じた。


　彼の部下に。


　まだ軍には所属していないが、彼の父親が死んだときから陰で行動を共にしていた仲間たちに、命じた。


　リューラ・リュートルーの捜そう索さくを。


　だが、まるで見つからない。


　いや、それは当たり前のことだった。


　ローランド軍が全力で捜索しているのにもかかわらず、手て懸がかりすらないのだ。それをまだそれほど規模の大きくないミラーの組そ織しきが見つけようというのは少し、虫がよすぎる話だった。


　そしてあっさり三か月もの時が過ぎる。


　もう、リュートルーはこの国にはいないだろう。


　完全に機会を、彼は逸いつしたのだ。


　だが、問題はない。


　機会を逸したなら、次を待てばいいのだから。


　焦あせったら、負けだ。


　焦ればすぐに、死に繫つながる。


　だから彼はリュートルーの捜索を打ちきり、また、淡たん々たんと日々を積み重ね始めた。


　民たみをいたぶり、貴族にこびへつらい、仲間たちに嫌きらわれる日々を。





　だがさらにその三か月後。


　つまり、リュートルーが逃とう亡ぼうしてから半年もの月日が経過した、ある日。








　獲え物ものが突然、向こうからミラーに接せつ触しよくしてきた。












　第三章　手配者







　そいつはひどく身なりが綺き麗れいな男だった。


　シックな黒いスーツに、書しよ類るい鞄かばん。真しん紅くのタイに、綺麗に整えられた金色の髪かみ。


　そして少し眠ねむそうな、あまりやる気を感じられない青の瞳ひとみ。歳としのころは三十代前半くらいのはずなのだが、もっと若く見える。ぱっと見は二十代半なかばほどにしか見えない。


　というよりも、その姿すがたにはとてもローランド全軍に追われている逃とう亡ぼう者、というような荒すさんだ雰ふん囲い気きはなかった。


　おまけに彼が現れたのは、昼なのだ。


　昼の貧ひん民みん街がい。


　顔を隠かくすでもなく、ただふらっとこの場所を訪おとずれたようなその姿は、ここではひどく目立つ。


　貴き族ぞくのスーツを着た男。


　それも指名手配されている男が、馬車に乗るでもなく、護ご衛えいをつけるでもなく、貧民街をふらふらと歩いているのだ。


　盗とう賊ぞくや暴ぼう漢かんに、襲おそってくれと言わんばかりの緊きん張ちよう感のなさで、その男はへらへらと笑いながらこちらに近付いてくる。


　それに、


「おい、あれ」


　同どう僚りようの、エミルーアが言った。


　ミラーはうなずいて、


「気づいている」


「あれ、あれ、手配されてる……」


　と、言う。そのときにはもう、かなり精せい細さいな似に顔がお絵えが、配られていた。


　それにミラーは、


「ああ」


　と、うなずく。


　するとエミルーアはうろたえた声こわ音ねで、


「こっち、近付いてくんぞ？」


　という言葉に、ミラーは笑えみを浮うかべた。まさか向こうから獲物がやってくるとは思っていなかったから、これは完全に予定外の事じ態たいだ。


　だが、


「……エミルーア」


「うん？」


「俺おれたち、出世するな」


　と、ミラーが言うと、それに同僚も笑顔になって、


「そ、そう……」


　しかし言葉はそこまでだった。


　なにがどうしたのか、エミルーアがなにかの攻こう撃げきを受けて、その場から消し飛んでしまったのだ。


　それにミラーは、


「…………」


　目を、大きく見開く。


　他にも敵てきがいるのか？　と、周囲に目を配るが、彼のまわりには誰だれもいない。


　当然だ。もう、この貧民街には彼に近寄ってくる者など、一人もいないのだから。


　それだけひどいことを、彼は毎日、繰くり返していた。


　なら。


「……いったい、なにが起きた？」


　するとそれに、


「やぁ。君がラッヘル・ミラー君だろう？」


　指名手配中の男が、声をかけてきた。


　リューラ・リュートルー元公こう爵しやく。


　いまのローランドの魔ま導どう大たい系けいを作り上げた、天才。


　その天才の、眠そうな顔を見つめ、


「…………」


　俺にこいつが、倒たおせるか？


　それを、ミラーは計る。


　だがリューラはやはり、緊張感のない様子でこちらに近付いてきて、


「あれ、いま殺しちゃったほうがミラー君だったかな？　それだとちょっとまずいんだけど……」


　それに、ミラーは答える。


「ミラーは私だ」


「ああ、そう？　それはよかった。殺したかったのはエルア・エミルーアだけだからね。しかし、君も同僚を選ばなきゃだめだよ～。彼、この辺の女の子かたっぱしから襲おそってたんだよ？」


　という言葉に、ミラーは答えない。


　というよりも、エミルーアがその手のことをしていたのはもう、とっくに知っていたのだ。だが、いま殺すわけにはいかなかった。そんなことをすれば目立ってしまうから。それにエミルーアを殺したところで、この腐くさった国はなにも変わらないのだ。


　根本から腐っているのだから、表面のクズを取りさったところで、なにも変わらない。


　しかしいまは、そんなことはどうでもいい。


　ミラーはリューラを見つめ、


「で、その暴ぼう行こう魔まを始末しに、一級の指名手配犯が白昼堂どう々どう現れたのか？」


　そう聞く。


　するとリューラは肩かたをすくめ、


「まさか。君に会いにきたんだよ」


「私に？」


「ああ。身の程ほど知らずにも、この国を引っ繰くり返そうと画かく策さくしている馬ば鹿かの顔を見てやろうと思ってね」
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　と言って、笑う。


　眠そうな顔で笑う。


　その眠そうな顔をにらみつけ、ミラーは口を開く。


「……それは」


　と、言うと見せ掛けて、彼は拳こぶしを突つきだす。リューラの顔へ向けて、拳を突きだす。


　するとその拳は、あっさりリューラの顔面をとらえる。


「ぐあ」


　と、リューラは苦く悶もんの声を上げるが、ミラーは止まらない。そのままもう片方の手でリューラの首をつかみ、さらに足を払はらって地面に押し倒す。


　リューラはそれに、


「やめ……」


　と、言いかけるが、やはりミラーはやめない。もし、魔法戦になったら勝ち目がないのはわかっているのだ。だから彼は動きを止めない。


　それはもう、ずいぶん前から決めていたことだった。もしもリューラを捕とらえることができるなら、一いつ瞬しゆんの隙すきも与えずに、殺す。


　リューラはおそらくこのローランド帝国の中で、最も魔ま導どうに長たけている男だ。なら、その魔法を使わせないままに、殺す。


　軍からの命令書には、生死は問わないと書いてあった。つまり、生かしておく必要は、ないということだ。


　だから、


「死ね」


　と言って、ミラーは地面に押し倒したリューラの首を折り、さらに顔面に拳をたたきつける。


　するとリューラの首は折れ、さらに頭を地面にたたきつけられ、頭がい骨が陥かん没ぼつする音が聞こえる。


　それにミラーは、


「…………」


　終わった、と、そう思った。


　しかしその、後ろから。


「そうそう。やっぱり女の子を襲うような奴やつは、始末しないとねぇ」


　なんていう、声がかかる。


　しかもそれは、リューラの声で。


　おまけにいま、自分が殺した男の顔が、変化していく。男の顔の肌はだが溶とけていくようにどろどろと流れ、そしてそこには、エミルーアの顔があって。


「くそっ」


　と、ミラーはその場から飛んで離れる。


　そのまま背はい後ごを振り返り、全身を緊きん張ちようさせる。震ふるえるほど緊張させる。


　そして自分の愚おろかさを、呪のろう。


　ローランド史上、最高の魔術の天才を前にして、勝てるなどと勘かん違ちがいした自分の愚かさを呪う。


　功こうを焦あせったのだ。こちらから攻せめたのではなく、向こうから突然やってきたのに、目の前に出された御ご馳ち走そうに思わず飛び付いてしまった。


　それに、


「……馬鹿か、俺は」


　と、彼はうめくように呟つぶやく。


　そして背後を見る。


　するとそこには、やはり緊張感のない、眠そうな顔をした男がいる。


　こちらは逃にげだしたい衝しよう動どうにかられるほどこの男に恐きよう怖ふしているのに、その男はいまにもその場で昼寝でもしそうな顔をしている。


　その、リューラを見つめ、ミラーは言った。


「……幻げん術じゆつか」


「うん」


「だが、魔法を使ったようには見えなかった」


「そう？　君が鈍どん感かんなだけじゃないの？」


「ははっ、そうかもな……だが、もうおまえを侮あなどったりはしない」


「ふふ、そうだろうね。君は見るからに優ゆう秀しゆうそうな顔をしているし。でも、まだ僕ぼくと戦えるほどじゃないよ」


　というその言葉に、ミラーはあっさり、うなずいた。


「一人じゃ、無理だな」


「うん？　一人じゃないのかい？」


　それに、ミラーは笑う。


　そして、


「おい、『稲光いづち』だ」


　と、命じる。


　すると彼を取り囲かこむように、貧ひん民みん街がいのいたるところから、彼の部下が姿すがたを現す。


　その数は二十人。


　その部下たちが一いつ斉せいに、光の魔ま方ほう陣じんを描えがき始める。


　ミラーもそれに合わせて、手を宙空に躍おどらせる。作るのは、稲いな妻ずまを放つ魔法だ。それもミラーを含ふくめ、二十一筋すじの稲妻が放たれることになる。どんな化ばけ物ものでも、これをよけることはできないだろう。


「……俺の領域テリトリーにきたのが間ま違ちがいだったな。悪いが、死んでもらうぞ」


　と、ミラーは言った。


　そしてすぐに、魔法は完成する。


　魔方陣を描ききり、一斉に呪じゆ文もんを唱となえる。


「求めるは雷らい鳴めい……」


　その間、リューラはまるでなにもしない。あきらめたのか、困こまったような顔で彼を囲むいくつもの魔方陣を見つめ──


　そしてゆっくりと、口を開く。


　リューラ・リュートルーが小さく、呟つぶやく。


　一言。


　たった、一言。





【稲い死づ光ち】





　瞬間。


　リューラの周囲になんの前ぶれもなく魔方陣が現れる。


　ローランドで使われているものによく似にた、魔方陣。だが、その構こう成せいが違う。その展開速度が違う。


　いや、展開速度うんぬんなどというレベルの話ではなかった。


　リューラは魔方陣を、描いてすらいないのだ。


　なのに魔法が発動しようとしている。


　馬鹿な──と、ミラーはそう言おうとした。だがその前に、リューラが生みだした魔方陣の中央に巨大な稲妻の塊かたまりが生まれ、それが一気に周囲に撒まき散らされる。


　その内の一本は、ミラーのほうへと向かってきた。


　彼が描いている、『稲光いづち』の魔方陣を襲おそい、消し飛ばしてしまう。


　他の部下たちの魔方陣も同様だった。


　リューラはあっさり、一言ですべての魔方陣を破は壊かいし、そして言った。


　穏おだやかな、眠そうな顔で、


「もう一度言うけれど……君は一人だろう？　それを確認させてくれ。もし大おお勢ぜいでかかってくるというのならとりあえずみんな殺しちゃうけど、それでいいのかな？」


　というその、言葉に、


「…………」


　ミラーは手を上げ、指を三本立てた。一度退ひいて待機しろ、という合図。それに部下たちの気配が消える。


　するとそれにリューラはうなずき、言った。


「さて、どうする？　もう少し戦ってみるかい？」


　が、ミラーは首を振る。


「……俺の、負けだ」


「君は強いよ」


「はっ……どの口がそれを言う？」


　と言うと、リューラは笑った。そして自分の唇くちびるを指差し、


「この口かな」


　と、言った。


　その、口を見る。すると口が開く。その奥おくの暗くら闇やみから、なにか小さな、黒い虫のようなものがいくつも出てくる。


　しかしよく見るとそれは虫じゃない。


　文字だ。


　どこの国の、なにを顕あらわした文字かはわからないが、その文字が周囲に散らばり、消える。


　それにミラーは、


「……なにをした？」


　と、聞く。


　するとリューラは肩をすくめ、


「君は部下を待機させているだろう？　だから文字に殺しにいかせた」


「なっ……」


「驚おどろくことじゃない。君が下した判断ミスなんだから。僕は君とだけ話したいとそう言っているのに、君はそれを無視した。なら、仕方ないだろう？」


　と、言う。


　それにミラーは、


「やめろ。撤てつ退たいさせ……」


「もう遅おそいよ」


　という言葉に、


「…………」


　ミラーは思わず、走りだしそうになる。


　リューラへ向けて。


　勝ち目のない相手へ向けて、攻撃しそうになる。


　だが、それをこらえる。


　必死にこらえる。


　ここで仲間が死んだとしても、それは必要な犠ぎ牲せいだと、自分に言いきかせる。判断ミスをした自分がすべて悪いのだ。なのにここで、さらにまたミスを上うわ塗ぬりするわけにはいかない。


　自分の感情に流されて、仲間の死を無む駄だにするわけにはいかない。


　だからミラーは、リューラをにらみつけ、


「…………」


　しかし、なにもしない。歯と歯を、血がでそうなほどに強く嚙かみ締しめるが、彼は動かない。


　それにリューラがまた笑った。


「偉えらいね。我が慢まんするんだ」


「…………」


「でも、安心して。君の仲間を殺すというのは、噓うそだ。本当はただ、眠らせるだけ」


　そう言ってから、リューラは指をぱちんっと鳴らす。


　すると、


「…………」


　彼の周りで、信じられないことが起こった。リューラと、ミラーの周りにいた人間が、一いつ斉せいに倒たおれたのだ。


　ミラーの部下だけじゃなく、周囲にいた貧ひん民みん街がいの住民がすべて、倒れたのだ。


　それにリューラは、


「はい眠った～」


　などと簡単に言うが、しかしそれは、そんな簡単なことではなかった。


　魔ま方ほう陣じんも描えがかず、呪じゆ文もんも唱となえず、ただ、指を鳴らしただけでかなり広い範はん囲いの人間を眠らせてしまう──などというその魔法は、それだけで世界を征せい圧あつできてしまうのではないかと思えるほどに、強大過ぎる力だった。


　いや、さっきからこの目の前の男が使う魔法はすべて、常じよう軌きを逸いつしていた。


　ほんの一言、言葉を放はなつだけで、魔法が発動してしまう。


　なんの予よ備び動作もなく。


　なんの呪文もなく。


　それにミラーは、言った。


「……おまえは、人か？」


　するとそれにリューラが答えた。


　やはりこれも、あっさり一言で、


「違うよ」


　と、少しだけ悲しげにそう言った。


「じゃあ何だ？」


「それを説明しにきたわけじゃないんだけどね」


「なら一体……」


　俺になんの用だ？


　と、そう言いかけたミラーの前で、リューラが持っていた書しよ類るい鞄かばんが、バチンっと錠じようが外れる音がして、開いた。


　すると中から、やはりミラーには読めない文字がぎっしりと書かれた紙が、溢あふれるように出てくる。


　そしてその紙が勝手に動き始める。


　まるで踊おどるように。


　まるで詠うたうように。


　数十枚の紙が宙を舞まい、縒より合うようにして丸い、一つの大きな塊かたまりを作る。やがてその塊は人の頭のような形に変へん貌ぼうしていき、そして、地面にごろりと転がった。


　それに、


「…………」


　ミラーはその、地面に転がった人の頭に目を向ける。


　その頭は、まるでいま、首を刎はねたばかりのように血に染そまっていた。恐きよう怖ふに見開かれた瞳ひとみに、悲鳴を上げる、直前のような表情。


　見ているだけで吐はき気けを催もよおしてしまいそうになるほど生々しいその首は、リューラの顔にそっくりだった。


　その生首を見つめ、ミラーは言う。


「……どういうつもりだ？」


　するとそれに、リューラは笑う。


「もう、わかってるだろう？」


「……ふむ。この首を使って、おまえを殺したと軍に報告しろと、そういうことか？」


　ミラーがそう聞くと、リューラはうなずく。


「君もそうしたいと、思ってたろう？　僕の首を持っていけば、君の野望はずいぶんと前に進む」


「俺の野望？」


「ああ」


「いったい、なんの……」


　が、それも遮さえぎって、リューラが言った。


「別に君がこの国に革かく命めいをもたらそうとしているとか、それを隠かくしたいとか、そんなくだらない話に僕は興きよう味みがないんだ。君がこの話に乗らないなら、別の場所へ持っていってもいい。だが、君が有望で、しばらくの間生き残りそうだから、選んだ。話に乗るか、乗らないか、それにだけ答えてくれないかな？」
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　なんてことを、言う。


「…………」


　すべてを知っていて、しかしそれには興味がないという。


　そして自分は。


「…………」


　と、ミラーは思う。


　俺はこの話に、興味がある、と、そう思う。


　リューラの足あし下もとに転がる、首。


　それを彼は見つめる。この首が手に入れば、彼が立てていた計画が、一気に進むことになる。


　この、首さえ手に入れば。


「…………」


　だがしかしそれは、この、とても人とは思えない化ばけ物ものを自分の計画の中に入れるということだ。


　ミラーには計れない、よくわからないものを、彼の計画の中に入れるということだ。


　その場合の、代だい償しようはなんだ？


　と、ミラーはリューラを見つめ、言った。


「……おまえは俺にその首をくれるという。だが、その場合のおまえのメリットは、なんだ？　まさかローランドの追おつ手ての目をごまかしたい、なんて理由じゃないだろう？　それほどの力を持っていて……」


　へたをすれば、たった一人でこの国を壊こわしてしまうことができそうなほどの、常じよう軌きを逸いつした魔力を持っていて。


　するとリューラは鞄かばんを持っている手をぐいっと返す。すると鞄が独ひとりでに閉じ、鍵かぎがかかる。


　それを確かく認にんしてから、


「君は、普通に生きればいいよ。僕はなにも求めない。というよりも、君が進む道の途と中ちゆうに、僕の欲ほしいものがあるんだ」


　そう言って、リューラは踵きびすを返す。


　そしてこの場から去っていこうとする。


「だから君は、僕の首を使ってせいぜい出世するといい」


　という言葉に、ミラーは応こたえた。


「まだ、俺はおまえの申し出を……」


「受けるよ。というか、受けざるをえないだろう？　このまま何年ぐらい、そこで足踏ぶみするつもりだい？」


「…………」


「ま、君の勝手だけどね。君が受けなければ、この話はなしだ。ただ申し訳わけないんだけど、この話を知った君は……」


「生かしておけない？」


「うん」


「勝手な話だな」


　と、ミラーが言うと、リューラはまた笑った。


「ごめんね。でも、君が僕より弱いのが悪い」


「ああ、その通りだ」


「ははは、でも、そのうち強くなるから、あまり気にしないこと」


　という言葉に、ミラーはリューラをにらんだ。


「おまえよりか？」


　するとリューラはこちらを振り返り、


「君に人をやめるつもりがあるならね……でも、おすすめはしないよ。君はそんなくだらないローランドの闇やみに気を取られずに、表の道を歩くといい。そういう役割も必要だ。でも僕らは……」


　そう言って、空を見上げる。


　その日は晴れていて、眩まぶしいほど日が照っていたのだが、しかし、リューラが見上げる空はどこか、暗いように感じられた。


　その空を見つめ、リューラが言う。


「……なぁミラー君。あの向こうになにがあるのかなんて、考えたことがあるかい？」


　それにミラーも空を見上げる。


　思わず目を細めなければならないほど、その空は明るい。とても、空の向こうなど、見ることはできない。


　だから、


「おまえはいったい……」


　と、ミラーは再ふたたびリューラのほうを向くが、


「…………」


　しかしそのときにはもう、そこにリューラの姿は、なかった。


　それにミラーは小さく舌した打うちする。あきらかにいまのは、こけにされたのだ。


　そして彼の前に残されたのは、地面に転がる同どう僚りようの死体と、リューラの生なま首くびだけ。


　それを彼は見つめ、


「……くそ。なんだったんだ、あれは」


　と、うめくように言った。


　まるで白はく昼ちゆう夢むを見ていたような、そんな気分だった。


　だが実際にそれは、幻まぼろしのような光景だったのだから仕方がない。


　すべてが夢の中で展開されていたような、そんな感覚すらある。


　登場人物は、人であることを止やめた魔ま術じゆつ師しと、その魔術師に翻ほん弄ろうされる、無能な男。


「…………」


　ミラーは、照り付ける陽ひ射ざしにいまにも腐くさってしまいそうな生首へと目を向けた。


　しかしその首は、ついさっきまで紙だったのだ。とてもそうは見えないが。


　その首を、彼は拾ひろう。ずっしりと現実の、しかし偽いつわりの重みが彼の手にかかる。


　その、ローランド史上、最高の魔術師の首をミラーはつかみあげ、


「……まったく、手品にしては、出来すぎだろう？」


　そう、呟つぶやいた。


　そしていま起きた出来事について、考えてみる。


　だがやはりそのすべてが幻のようで、彼の持つ常識で計ることはできなかった。


　目の前に現れた化ばけ物もののことも。


　そいつがいったい、なにをしたいのかも、まるでわからない。


　わかったのはこの国をたった一人で引っ繰くり返せるだけの力を持った化物がいて。


　ミラーが必死になってしようとしていることを、あっさり行えそうな化物がいて。


　しかしそいつは、そんなことには興きよう味みがないのだという。


　それではまるで。


　必死にこの国を変えようとしてる俺は、


「……道化ピエロだな」


　そう言って、彼は苦笑した。


　だが、また一つ知識が増ふえた。


　この国にはなにか、おかしなところがある。


　それには薄々、気づいていたのだ。明確になにがどう異お常かしいのか、なんてことはわからなかったが、しかしこの国の有り様は、あきらかにおかしい。


　これほど腐ふ敗はいし、疲ひ弊へいし、狂くるってしまった国家が存そん続ぞくし続けているのは、異常なのだ。


　とっくに他国に滅ほろぼされるなり、革かく命めい者が現れるなりして、この国は引っ繰り返っていなければおかしいのだ。


　いや、その革命者は自分の父親だと、ミラーはそう思っていたのだ。


　それほど彼の父親には、力があった。頭も切れた。仲間にも恵めぐまれたし、運にも恵まれていた。


　にもかかわらず、父はあっさり死んだ。


「…………」


　そして、彼は思うのだ。


　あの父でさえこの国を変えられないのならおそらくは──


　普通とは違う、別の仕組みでこの国は回っているんじゃないか？


　そう、ミラーは思う。


　そしていま、リューラが言った言葉をもう一度思いだす。





　──君はそんなくだらないローランドの闇に気を取られずに、表の道を歩くといい。





　その言葉を、ミラーは頭の中で反はん芻すうする


「……くだらない、ローランドの闇。闇、か……」


　そう呟き、彼はもう一度空を見上げた。


　するとやはり、目を開けていられないほどに今日の陽ひ射ざしは強い。


　しかし少しだけ我が慢まんして、彼は目を見開いてみる。それはローランドに堕おちる闇を見ようとするかのように。


　空の向こうにある、なにかを見ようとするかのように。





　そして。





「…………」












　第四章　人の外







　ミラーは、ルークのほうを見て、


「おまえはリューラ・リュートルー公こう爵しやく──という名前を、知らないか？」


　そう聞いた。


　だがそれに、ルークは首をかしげ、


「聞いたことがありませんが……じゃあ魔ま方ほう陣じんもなしに魔法を発動したのはその……？」


　それに、ミラーはうなずく。


「昔、兵二十人で取り囲み、あっさり返り討うちにあった。そのときにリューラ・リュートルーが使ったのが、魔方陣のない、それどころか呪じゆ文もんもない、『稲光いづち』だ。あいつがただ一言、『稲光いづち』と呟つぶやいただけで、こちらが展開していた魔方陣、すべてが吹ふっ飛ばされた」


　という話に、ルークが目を丸くして、


「ありえない」


　当然の反はん応のうをした。


　それにミラーもうなずく。


「ああ。ありえないな。だが、おまえも見たんだろう？」


「ええ、困こまったことにね……しかしそいつ、人間ですか？」


「本人は違ちがうと言っていた」


「うわ～、人間じゃないんだ。じゃあ、なんなんでしょう？」


　と、聞いてくるが、もちろんそんなことがわかるはずもなかった。


　それほどあの、リューラ・リュートルーという男から感じた雰ふん囲い気きは、異い質しつだった。


　魔ま導どう科学の分ぶん野やの天才としてこの国の歴史に名前を刻きざんでいた男。


　だが魔導を究きわめていくだけで、果はたしてあれほどの大きな力を持つことができるのだろうか？


　それはエリス家に棲すむ者にも、同じものを感じる。二百人の精せい鋭えいを、音もなく、騒さわぎも起こさず消し去ることができる者。


　それは果たして、剣けんだけを究めていくことでたどりつけるような場所なのだろうか？


「…………」


　いや、仮にその高みにたどりつけたとしても、それを人とは呼よばないだろう。


　あきらかに人を超こえた者。


　いま、目の前にいるこのルーク・スタッカートや、クラウ・クロムも常識を超える天才だが、しかし奴やつらはそのレベルが違う。


　それにミラーは、


「……ローランドの、闇やみ」


　と、もう一度リューラが言った言葉を、呟つぶやいてみる。


　するとルークが不思議そうな顔でこちらを見つめ、


「闇、ですか？」


　と、聞く。


　が、彼はその問いに、答えない。


　いや、答えられることなど、なに一つないのだ。


　よくわからない化ばけ物ものが跋ばつ扈こする、この国の闇についてなど、ただの人間でしかない彼にはわかるはずがなかった。


　にもかかわらずそれに、彼は笑えみを浮うかべた。いつもの厳きびしい表情に、薄い笑みを浮かべた。


　そして、言う。


「……ついに俺おれの前に、俺の知らない仕組みが現れたか」


　そう、呟く。


　この十一年間ずっと、このときを待っていたのだ。


　それは父親がたどりつけなかった場所。


　父が触ふれられなかった場所。


　だが、


「俺は違うぞ」


　と、呟く。


　俺はこの、いまいちよくわからない闇を、乗りこなしてやる、とそう、誰だれにも聞こえないほどの小さな声で呟いてから、


「ルーク」


　彼は部下の名前を呼んだ。


　それにルークはこちらを見つめ、


「なんでしょう？」


「この国の改かい革かくに手をつける。それもいま、すぐに……」


「……え？　でもそれは……」


　が、言葉を遮さえぎり、ミラーは続けた。


「俺が立てた計画がスムーズに進むのは、どうやらここまでのようだ。ここから先は、別の筋すじ書がきがあるらしい。なら、それに乗る。物語の歯車がすでに動きだしているのなら……」


　そう言ってから、彼は立ち上がり、


「……その歯車の動きに合わせようじゃないか」


　そう、言った。


　そして彼の部屋の隅すみに拘こう束そくされている、エリス家の長女を見つめ、


「その手はじめに、俺はこの女を拷ごう問もんして、エリス家について調べる。おまえは……」


「シオンさんの手助けですか？」


「そうだ。どうやらあいつはそちらの筋書に乗ってるようだからな。利用しない手はない」


「ですがもう死んでるかも」


「助けろ」


「えええ、無茶、言うなぁ。ミラー先せん輩ぱいはその、リューラ・リュートルーとかいう化物の強さを知っててそれを言うわけですか？」


「ああ」


「あんな化物と戦ったら私、死ぬかもしれませんよ？」


「死なないように、なんとかしろ」


「えええ～、もう、ひどいなぁ」


　なんてことを言いながらも、ルークはあっさり踵きびすを返す。もう一度、あの化物と戦いにいこうというのだ。


　それに。


　緊きん張ちよう感のない、穏おだやかな表情のまま再び戦場へ向かおうとする部下の姿すがたに、


「……おまえも十分化物だから、いけるかもな」


　と、ミラーが言うと、ルークは少しだけ嫌いやそうに顔をしかめてこちらを振り返り、


「他ひ人と事ごとだと思って」


「はは。死ぬなよ」


「どうですかねぇ。まあ、頑がん張ばってみます」


　と、ルークは部屋を出ていく。


　それを確認してから、彼はもう一度、部屋の隅を見る。


　するとそこにいるのは、とても人には見えないほどの美しさを持った、少女だ。


　人じゃない。


　人には見えない。


　人にはありえない。


　そんな言葉ばかりが溢あふれるこの、異常なローランドの中で、


「……その人じゃない、おまえらが創つくるという、筋書を見せてもらおうか」





　とそう、ミラーは呟いた。











　　　　◆











　暗い暗い闇を潜くぐり抜ぬけ。


　いくつかのくだらない夢ゆめを通り抜けて。


「…………」


　ゆっくりと、少しずつ、意識が戻もどり始めた。


　すると遠くで、男の声がする。


「……おまえも十分化物だから……」


　なんて声が、聞こえる。


　他人事だと思って。


　死ぬなよ。


　まあ、頑張ってみます。


　それが、なんの話なのかはいまいちわからない。だが、別に興きよう味みもない。


　彼女が興味があるのは。


「…………」


　と、彼女は薄く、目を開いた。


　艶つややかな金色の長い髪かみに、澄すんだ、しかしまるで感情というものを映うつさない青い瞳ひとみ。


　表情のない、しかし人形のように整った顔。


　フェリス・エリスはその顔を左右に動かし、いま、自分がおかれている状じよう況きようを、確かく認にんする。


　するとそこは、小さな部屋の中だった。


　部屋の中にいる敵てきは、一人。


　初め二人いたようだが、片方は部屋を出ていった。


　他にあるのは、机つくえと書しよ類るい棚だな。


　それに格こう子しの入った窓まど。その窓の格子に、彼女は鎖くさりと縄なわで腕うでをくくりつけられている。


　とりあえずその鎖をなんとかしようと、彼女は手首の関節を外してその拘こう束そくから抜けようと試みるが、


「…………」


　しかしそれはうまくいかない。


　手首の関節を外して腕を抜こうとすると、どういうわけか鎖と一いつ緒しよに彼女の手首に回されている縄が腕に食い込んできてしまい、外れないようになっている。


　それを確認してから、彼女はやり方を変える。右の手を二、三度軽く振ってから、指先の力を抜く。そのまま手刀を作り、


「…………」


　と、そこで突然、


「……その人じゃない、おまえらが創るという筋書を見せてもらおうか」


　と、部屋の中にいた敵がこちらを見て、言った。


　フェリスはその、妙みように機き嫌げんの悪そうな顔付きをしている男を見上げ、


「…………」


　しかしなにも言わない。


　するとそれに、


「……目が、覚めたか。私はラッヘル・ミラー大たい尉いだ。君はフェリス・エリス君だね？」


　などと言ってくるが、彼女はやはり、なにも言わない。


　興味が、ないのだ。


　他人には興味がない。


　だから彼女は再ふたたび脱だつ出しゆつを試みる。


　それに男が、


「それを抜けるのは、無理だよ。関節を外したくらいでは、抜けられない。それより少し、私と話してくれ……」


　が、そこで、フェリスは手首の関節を再び外す。そしてその外れたままの手首を、ぐるんっと回す。すると彼女が作った手刀が一回転して、それが縄に当たる。あっさり縄が切れる。縄が切れてしまえば、もう、彼女を拘束しているものはなかった。関節が外れたままの右手を鎖から抜き、関節を戻もどす。そのまま左腕も抜き、彼女は立ち上がる。


　それに目の前の男が、


「……おっとこれは、間抜けは俺のほうか」


　などと言うが、しかしそれにもフェリスは答えない。


　周囲を見回して、出口を探さがす。剣けん状のなにかがあればこの背はい後ごの格子を斬きり裂さいて出てもいいが、どうやらこの部屋の主あるじは剣士ではないらしい。


　なら、出口から出ていくことになる。


　こいつが何者かは知らないが、自分を拘束していたのだ。おそらくは、敵だろう。


　敵。


「……敵か」


　そこで初めて、フェリスは男のほうへ、


「何者だ？」


　と、聞いた。


「なぜ私を拘束した？　シオンの奴やつは、どうした？」


　と、聞く。


　それからもう一度、自分がおかれているいまの状況について考えてみる。


　確かさっきまで、自分はクラウとかいう名前の兵士と戦せん闘とうしていたはずなのだが、その途中から、記憶がない。


　何者かに意識を断たたれ、そしてここに拘束されてしまったのだろう。


　つまり、


「……私は、負けたのか」


　と、彼女は小さく呟つぶやく。


「これはまた、兄様にどやされるな」


　と、無表情のまま、言う。


　するとそれに、目の前の男が言った。


「ああ、その、お兄さんについて我われ々われは聞きたいのだが……少し、話してくれないかな？」


　それにフェリスは男を見つめ、


「なぜ私がそれをおまえに話す？」


「話してくれなければ、私は君を拷ごう問もんするからさ」


「はは」


「笑えるほど、おもしろいか？」


「ああ。おもしろいな。おまえが私をどうにかできると思っているのか？」


　と、言う。


　すると男は肩をすくめ、


「どうかな。クラウと対等の力を持ってるなら、まあ、私が君をどうにかするのは無理だろうね」


　しかしそれに、フェリスは笑った。


「クラウというのは、あの赤あか髪がみのことだろう？」


「ああ」


「なら私のほうが強い」


「そうなのか？」


「ああ」


「じゃあ……じゃあ私に君をどうにかするのは、とても無理だな」


　という言葉に、彼女はうなずく。


「なら、道をあけろ。私が進む道を塞ふさぐな。目め障ざわりだ」


「目障りか」


「うむ」


「じゃあ、道をあけよう」


　そう言って、男は部屋の、扉とびらへと続く道をあっさりあける。


　それにフェリスはうなずいて、歩きだす。


　だがその、横から、


「なら他の方法で君を尋じん問もんしよう。君が私の問いに答えてくれないのなら、君の大切なお仲間を、殺すよ？」


　なんてことを、男が言ってくる。


　それにフェリスは、


「仲間？」


　と、問い返した。


　そして男のほうを見て、


「誰のことだ？　私に仲間などいない」


　すると男が言う。


「シオンのことだよ。シオン・アスタール。君の、仲間だろう？」


　と、言われ、


「ん？　あいつは私の仲間なのか？」


「違うのか？　わざわざ護まもってたんだから、仲間なんだろう？」


　そんなふうに問われ、それに彼女は少しだけ困こまったような顔になる。だがそれは、目の前の男には伝わらないだろう。彼女は表情を作るのが、あまり得意ではなかった。


　だからやはり、いつもの無表情のまま、


「あいつはただのだんご配達員だ。死んだところで、代わりはいくらでもいる」


　と、言う。


　そして再び、歩きだす。


　それに男が、


「……君はずいぶんと冷たいね。見た目同様、まるで氷のようだ」


　と言ってきて。


「…………」


　しかしフェリスはやはり、それを無視する。


　部屋の扉を開き、廊ろう下かに出る。


　すると男が、


「本当に、シオンを殺すよ？」


「…………」


「私が合図を出せば、すぐに彼の首は落ちるんだ。君は素す直なおに私に従したがったほうがいいと思うがね」


　なんて言ってくるが、それにフェリスは微笑ほほえみ、振り返ると、言った。


「そうしたければ、すればいい。だが、できない。おまえらにシオンは殺せない」


　すると男が笑う。


「できるさ」


「できない。シオンにはもう、兄様が取り憑ついてしまったから。だから……」


　しかしそこで、彼女は言葉を止めた。


　無表情の中に少しだけ悲しげな色を浮うかべて──だから最悪なことにもう誰も、あいつに手はだせない──と、そう言おうとした言葉を止めた。


「…………」


　そして彼女は歩きだす。


　すると男はもう、追ってこなかった。


　建物の中にいる兵たちも、彼女の美しさにみとれはするが、襲おそってきたりはしなかった。


　ただ、背はい後ごで。


　まるで去っていくフェリスの背中を追うような、声だけが聞こえてきた。





「……剣の一族がシオン・アスタールに取り憑いた、ね。十分だ。それが聞きたかったんだ」





　という、声が。
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　第五章　闇やみの浅あさ瀬せ







　時は少し戻もどる。





　その夜はとても暗くて、まるでこのローランド全土に、黒い闇がかかっているように見える。


「…………」


　いや実際に、この国には見るに耐たえない、醜みにくい闇が広がっている。


　彼は。


　シオン・アスタールはそれを感じる。


　高こう貴きさを感じさせる銀色の髪かみに、鋭するどい、金の瞳ひとみ。


　その瞳で暗い闇を見み据すえる。


　その闇の先にはなにも見えないが、しかし彼は、感じる。


　人を超ちよう越えつしてしまっている化ばけ物ものの存在を。


『堕おちて狂くるった勇ゆう者しや』の力に耐えきれずに、異お常かしくなってしまった兄弟の存在を感じる。


　そいつらの名前は、『女め神がみ』というらしい。


　いや、『女め神がみ』というのは理性を捨すてた神々の総そう称しようらしいのだが。


　その、理性のない化物が放つ圧力を感じる。


　殺意を感じる。


　食欲を感じる。


　アスルード・ローランドに選ばれることに成功した、シオンへの嫉しつ妬と心を感じる。


　だから『女め神がみ』はこちらへと、一直線に進んできている。彼を喰くらおうと。彼を殺そうと、こちらへ一直線に進んできている。


　そしてそれと殺し合いをする準備はもう、整っていた。


　ルシルと二人、このローランドの闇の奥おく底そこでのたうち回る心の準備は、もうできていたはずだった。


　だがそこで、ルシルが言う。


「シオン」


　姿すがたは見えないが、ルシルは常つねに、彼の側そばにいる。


　そういう契けい約やくなのだ。


　そういう呪のろいなのだ。


　だからシオンは、ルシルの姿を探さがさない。ただ、『女め神がみ』がいる方向だけをにらみ据えながら、言った。


「なんだ？」


「もうすぐ、目の前にくるぞ、『女め神がみ』が」


「感じてるよ」


　と、シオンはうなずいた。


　しかしルシルはさらに、


「だがそれとは別のがいる」


　なんて、わけのわからないことを、突然言う。


　それにシオンは思わず、声が響ひびいてくる方向へと目を上げ、


「あ？」


　と、言った。


　するとルシルが続ける。


「いま、赤せき髪はつの男を吹ふっ飛ばした魔法、あれ撃うったの、別の奴やつだ」


「はぁ？」


「後ろから別の敵てきが迫せまってる」


「はぁあああああ？　別の敵？」


「ああ」


「誰だれよ？」


「わからない。だが恐おそらくは、人じゃない」


「はぁあああああああ？　で、どうすんの？」


　そうシオンが怒ど鳴なったところで突然、背はい後ごから声が響いた。





『この、馬ば鹿かどもが』





　妙みように甲かん高だかい、男なのか女なのか、わからないような声だった。しかしその声に、シオンは聞き覚えがある。というよりも、ライナたちと一いつ緒しよに学生時代を過ごした、ローランド帝国王立軍事特とく殊しゆ学院の教官がそんな声になるのを、聞いたことがあった。


　あれは確か、魔法だ。それもわりと簡かん単たんな、変声の魔法。


　それは声から自分の正体がバレるのを防ぐために使う魔法だったはずなのだが。


　それにシオンは、


「……なあルシル」


　と、聞く。


「うん？」


「後ろからきてるの、人じゃないんだよな？」


「たぶんね」


「なのに、正体隠かくしてんの？」


「化物にもいろいろ事情があるんだろう」


「はは、おまえにもあるわけ？」


「あるさ」


「たとえば？」


「秘密」


「そーですか」


　と、シオンは笑ってから、声がしたほうと、『女め神がみ』が迫ってくるのを感じるほう、両方を交こう互ごに見る。


　そして、


「で、どっちから相手する？　というかどっちからやれば、なんとかなる？」


　そう聞こうとしたところで、背後の闇やみから突とつ如じよ、手が伸のびてくる。


　それにシオンは目を、大きく見開く。よけようとするが、間に合わない。


　が、その腕うでを、


「……私の主あるじには、触ふれさせないよ」


　そう言って、ルシルが止める。


　いつの間にか目の前に、彼は現れている。


　金色の髪に、人のものとは思えない、美しい容よう姿し。そのひどく美しい男が、襲おそいかかってきた何者かの腕をつかむ。


　それにシオンも一歩後ろへ下がり、その何者かへと目を向ける。


　すると闇の中にいたのは、一人の人間だった。


　ひょろりと背の高い体に、シックな黒いスーツ。体付きからすると、恐らくは男だろう。


　その男の顔には、奇き妙みような仮か面めんが付けられている。


　そしてその仮面にも、シオンは見覚えがあった。


　だがこちらは、普通の生活の中で見たものじゃない。ついこの間、エリス家の奥おくの間で見た、『堕おちて狂った勇者』アスルード・ローランドがつけていた、仮面だった。


　右半分が笑っていて、左半分が泣いている、というような形状をした、奇妙な仮面。


　そしてその仮面を付けた男が、言う。


『お～、意外といい反応するね、ルシル君』


　その言葉に、ルシルが言う。


「……何者だ？」


　しかしその問いに、


『救世主さ』


　なんて答えを、男が返す。


　それにシオンが、


「救世主？」


『ああ』


「っていうのは……」


　が、それを遮さえぎり、ルシルが言った。


「ごたくはいい。どうせ敵だろう？　時間がないから、殺やっ……」


　しかしそれに、


『いまの君じゃ、まだ無理だよ』


　男がそう言う。手を上げる。その手の平が光る。


　ルシルはその光を切り裂さくように手刀を放つが、


『はい、引っ掛かかった』


　男が言う。


　そしてルシルの手刀が光を切り裂いた瞬しゆん間かん、それが爆ばく裂れつする。その火がルシルの上半身を焼く。


　その上さらに、シオンの体を焼こうと、


「くそ……」


　しかしそれに、ルシルがうめいて、そのままシオンの体を抱かかえて後方へと飛びのく。


　ルシルの体は焼け爛ただれ、少しずつ崩くずれ落ちていくが、それと同じ速さで肉体の再生が始まる。


　それを見ながら、


「……大だい丈じよう夫ぶか、ルシル」


　シオンがそう聞くと、彼はうなずく。


「ああ、問題ない。少しだけ……油ゆ断だんした。だが、もう同じ手はくわない」


「……なら、いいけど。あいつ強そう？」


　しかしシオンのその問いに答えたのは、仮面の男だった。


『すごく強いよ～』


　などと、ちょっと気の抜ぬけるような調子で言ってくる。


　そして、


『で、いまの僕ぼくに勝てないレベルじゃ、君らは『女め神がみ』なんかと戦ったら、あっさり殺されるだろう。それを止めにきてあげたんだ。ルシル君はなにを焦あせっているのかわからないけれど……もう少し身の程ほどを知ろうよ。まだ君、こちらの世界に踏ふみこんできたばかりじゃないか……それで僕らとやりあおうだなんて……』


　とそこで突然、


『千年、早いよ』


　シオンのすぐ横で、そんな声がした。


　まだ、目の前に仮面の男の姿があるのに、どういうわけか横でも声がして。


　シオンはそちらを向く。するとすぐ横に、仮面の男が立っている。


「なっ」


　と、声を上げたときにはもう遅おそい。男の手が、ルシルの顔を包んでいる。


　もちろんルシルがやられるままになっているはずもなく、男の体を切り裂こうと腕を振るうが、しかし男の体はまるで、煙けむりかなにかで出来ているかのように、ルシルの攻こう撃げきをすり抜けてしまう。


　そのままルシルは顔をつかまれ、地面に押し倒たおされる。


　それにシオンが拳こぶしを握にぎり、ルシルを助けようと男に殴なぐり掛かるが。


　しかしそれに、男がかつんっと、舌したで音を鳴らす。


　そしてたったそれだけで。


　それだけでシオンの体は、動かなくなってしまった。


　男を殴ろうとした姿し勢せいのまま、ぴくりとも動かなくなってしまった。


「…………」


　声すら、でない。


　体中の、すべての自由を男に奪うばわれてしまった。


　それを男は確認してから、再びルシルのほうへと、目を下ろす。


　そして、


『……さてさて、君らは僕に手も足もでないわけだが……』


　なんてことを、言う。


　それにルシルが、


「……殺してやる」


　と、両手を合わせ、なにやら小さく呪じゆ文もんを唱となえようとするが、男はそれを笑った。


『馬ば鹿かだなぁ。魔法で僕に勝てるはずがないだろう。おまけにそれは、僕が作った魔法──僕が君に教えてあげた魔法だよ』


　そう言って、男もなにか小さく呟つぶやく。


　するとルシルが生みだそうとしていた魔ま術じゆつが、あっさり消えてしまう。


　そして。


『ああ、無む駄だだよ、ルシル君。君のいる場所はまだ、浅いから。いまの状じよう況きようで君がなにをしても、僕には届とどかない……もっと深く、深く、泣き叫さけんでもその声が聞こえないほどに深い闇やみの底までこないと……』


　それにルシルが、言った。


「……貴き様さまいったい、何者だ？」


『それがわからないほど、いまの君は弱い』


「…………」


『だから救いにきてやったんだ。君は、君たちはもしかすると、僕の役に立つかもしれないから……助けにきてやった』


「…………」
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『さあ逃にげるといい。今回現れた『女め神がみ』は、なんとか僕が宥なだめよう。その間に君らは、力をつけるといい。この国の闇を背せ負おうに相応ふさわしいだけの、力をつけるといい。この国の王が君の片割れを……ライナを喰くらうだけの力をつける前に……』


　そう言って、男はルシルを放し、立ち上がる。


　それにルシルが起き上がり、男へともう一度手刀を放つ。


　だがその攻撃はやはり、効果がない。


　手刀が男の体を貫つらぬき、しかしその体は突とつ如じよ、ぺらぺらと数百枚の紙へと変へん貌ぼうしていく。そしてその紙の束たばは風に乗って宙に舞まい、少し離れた場所にいつの間にかおかれていた書しよ類るい鞄かばんへと、納おさまる。


　そのままその書類鞄はぐるぐると回り、遠くへと去っていく。


　それと同時に、


「……うあ」


　シオンを拘こう束そくしていた力が、解とけた。それに彼はルシルのほうを見て、


「……なんだ、あれは」


　と、聞く。


　するとそれに、ルシルは書類鞄が消えたほうへと目を向け、


「……前に、見たことがあるような……」


　それにシオンは、さっき仮面の男が言った言葉を思いだす。





『おまけにそれは、僕が作った魔法──僕が君に教えてあげた魔法だよ』





　さっき男はそう言った。


　それはつまり、


「……知りあいか？」


　と、シオンが聞くと、ルシルはそれに少し、首をかしげる。


「……どうだったかな。いまいち、記憶が判然としない……いや……」


　とそこで、彼は手をあげ、自分の頭に触ふれる。爪つめを立て、こめかみに血がにじむほど強く、指を突つき立てて、


「……どうやら私の記憶は少し、いじられているようだ。私はいまの力を自分で手に入れたと思っていたが……」


　しかしそこで、言葉を止める。


　それからこちらを振り返る。


「……だが、いまはそれはいい。『女め神がみ』がくる。それに対応……」


　が、その言葉も、止まった。


　そして止まった理由が、シオンにもわかる。


　彼はルシルから目をそらし、背はい後ごを見る。


　するとそこには相変わらず、ローランドの闇が広がっている。


　だが、あるのは本当に静かな、普通の夜だ。


　もう、なにかがこちらに襲おそいかかってくるような、圧あつ迫ぱく感や焦しよう燥そう感はない。


　誰だれかが、『女め神がみ』を止めたのだ。


　もちろんそれが誰の仕し業わざかも、わかっている。さっきの仮面の男だ。


　それにシオンは、


「まだ、俺たちじゃ力が足りないってさ。そうなのか？」


　その問いに、ルシルは肩かたをすくめ、


「……足りなくても、この殺し合いの中で生き残らなければならない。が、今回は運がよかったな。今回襲ってこようとしていた『女め神がみ』は、いまの私たちには少し、荷が重かった」


　なんてことを言うのでシオンはルシルのほうを見て、


「おいおい、冗じよう談だんきついぜ？　俺は死ぬためにおまえの力を受け入れたわけじゃないぞ？」


「わかってるよ」


「本当に？」


「ああ……だからさっきの男が言ったように、力を、完成させないと」


「完成？　っていうと、いまのままじゃ不完全なわけ？」


　するとそれに、ルシルは微笑ほほえんだ。


「君の中にあるアスルード・ローランドの力の大きさは、この国に住む呪のろい、『人間αニンゲンアルフア』どもが認みとめるほどに解放され、強大になっていく。だがいまはまだ、この国の民たみは皆みな、王族に心底屈くつ伏ぷくしている。君に忠ちゆう誠せいを誓ちかうものなど、ほとんどいないだろう。つまり……」


　それに、シオンが言った。


「……俺がこの国の王だと民に思われれば、俺の力は強くなる？」


「ああ」


「これは、そういう力なのか？」


　が、それにルシルは首を振る。


「そういう、呪いだ。『勇者』を怖おそれた『女め神がみ』どもがかけた、呪い。その呪いを一つずつ解といていくのが、君の仕事」


　と、言う。


　その、ルシルの言葉のほとんどの意味は、まだシオンには理解できない。


　だが、もう説明を求めようとは思わなかった。どうせこいつとは長い付き合いになるのだ。この、体の中を軋きしませ、少しでも気を抜けば叫び声をあげてしまいそうになるほどの苦痛とも、これからさき、永遠に付き合うことになるのだ。


　なら、焦あせる必要はない。


　さっきの仮面の男が言った通り。


　ゆっくり、少しずつでも前に進んでいけばいい。


　この、取り返しのつかないほど暗い道を。


「…………」


　とそこで、ルシルが言った。


「だが、どうやら今夜の催もよおし物は、ここまでのようだね。なら、私は少し、ここを離れる」


「そうか」


「ああ」


「で、初戦から大敗を喫きつしたルシル君はいったい、どこへいくつもりだい？」


　と、シオンが少しだけ意地悪い顔でそう聞くと、ルシルは言った。


「……奪うばわれた記憶を、取り戻しに」


　瞬間、彼の姿は消えた。


　まるで初めからそこには誰もいなかったかのように、気配も、痕こん跡せきも残さずに消えてしまった。


　そしてそれに、シオンは小さくため息をつく。


　さっきから彼の前に現れる奴やつらは、こんな化ばけ物ものばかりなのだ。


　人でない、化物。


　人でない、化物。


　自分も含ふくめて、すべてが人でない、化物。


「…………」


　いま、彼の中には相変わらず、内ない臓ぞうを吐はきだしてしまいそうなほどの呪いが渦うず巻まいている。気を抜けばその呪いに体の中を喰くい尽つくされて、他の兄弟たちと同じように『女め神がみ』になってしまいそうだった。


　だがそれに、


「…………」


　彼は笑みを浮かべる。


　鋭するどい、笑みを浮かべる。


　もちろんそれは、虚きよ勢せいの笑みだ。


　本当は、逃にげだしたい。


　誰か他の奴がこの痛みを代わってくれるというのなら、そいつにすべてを任まかせて逃げだしたいと、彼の中にある弱い心が叫さけぶ。


　だが。


「…………」





　と、そこで、


「あら、生きてた」


　という、驚おどろいたような声が響ひびいた。


　しかしその声に、シオンは驚かない。その声の主ぬしは、人間だったから。このローランドの闇やみの中に棲すむ者ではなく、普通の人間だったから。


　だから彼は、その声の主のほうへと振り向く。


　するとそこには、ルークとかいう名前の男が、いた。


　まだ若そうなのに、真っ白い髪かみをした、男。クラウ・クロムと並び、恐おそらくは最もラッヘル・ミラーが重用しているであろう、男だ。


　そのルークのほうを見つめ、


「……戻もどってきたのか」


　と、シオンは言う。


　するとルークはうなずく。


「ええ。ミラーさんからあなたを助けるよう、言われまして」


「ミラーから？」


「ええ」


「で、ミラーは俺を、シナリオの中に入れてくれるって？」


　そうシオンが聞くと、ルークは肩をすくめ、


「なんでもミラーさんがあなたが作るシナリオに、入るそうですよ。この国が別の歯車で回っているのなら、その動きに合わせるそうです」


　なんてことを言ってくる。


　それにシオンは、疲つかれたように笑った。


　あれほど完かん璧ぺきなシナリオを作り、他者を介かい在ざいさせないままに前に進もうとしていたミラーが、なにをどう思ったのかあっさりその考えを変えてきたのだ。


　恐らくはいまここで、なにが起きていたのかすら、わかっていないはずなのに。なのにミラーはなにかを感じとって、シオンを仲間に引きいれることにしたらしい。


　それに、


「……やはりミラーは、恐こわい程優ゆう秀しゆうだな」


「そう思います？」


「ああ」


　そううなずくシオンに、


「じゃあ」


　と、ルークが聞いてくる。


「じゃあ……あまり頭のよくない私でも理解できるような、詳しよう細さいな説明をしてくれませんかねぇ。いったいここでなにがあって、あなたの身になにが起きているのか？　いや……」


　とそこで、彼は一度言葉を止める。


　そして真まっ直すぐに、空を見上げる。


　暗い、星も、月も出ていない闇あん夜や。


　その、暗い空を見上げ、ルークは言った。


「……このローランドというおかしな国は、いったいなんのためにあるのか？」


　そしてこちらを見つめる。


　さっきまでの穏おだやかな表情とは違う、鋭い、目付き。まるでこちらを脅おどそうとしているかのような、そんな顔。


　だがそれに、


「…………」


　シオンは答えてやらない。


　いや、少しだけ笑って、


「……そんな怖こわい顔して脅したって、俺は詳くわしいことは知らないぜ？」


　なんて、答える。


　するとそれにルークが、


「信じない、と言ったら？」


「拷ごう問もんしろよ」


「ははは、本当に、知らないんですか？」


　それに、シオンはうなずく。


「ああ。なんかよくわかんない運命に振り回されるばかりでね。まったく、まいるよ。でも、それでも俺は……」


　そう言ってから、しかし彼は言葉を続けるのを、やめる。そのまま小さくため息をつくと、


「なんにしろ、今日は疲れた。帰って寝るから、明日会合を準備してくれるかな？」


　その言葉に、ルークは首を傾かしげ、


「なんの会合ですか？」


　と、聞いてくる。


　それにシオンは笑みを浮かべ、言った。


「おまえらが俺を受け入れるための、会合だよ」


　そう言ってルークに背を向ける。


　そして自分の宿しゆく舎しやへと向けて、歩き始める。


　するとその後ろから、


「な～んか、おもしろくなってきましたねぇ」


「俺はおもしろくないけどね」


「ははは。じゃあ、明日、会うのを楽しみにしてます」


　と、ルークが言う。


　それにシオンは手だけをあげ、


「ああ、よろしく頼たのむ」





　そう、言った。











　　　　◆











　夢。


　現うつつ。


　夢。


　現。


　夢。


　現。


　長く、長く、長く、もう、いつからそうだったのか、想おもいだせないほどに長くその中を漂ただよっていたせいで、いまいちその区別をどこでつけるかの判断の仕方が、わからなくなってしまっていた。


　だから、


「……ずいぶんと」


　と、ルシル・エリスは呟つぶやいた。


「……ずいぶんと、鈍にぶくなっていたようだ」


　そして彼は見上げる。


　彼がいまいるのは、エリス家の門の前だった。他の貴き族ぞくたちが住む建物とはあきらかに雰ふん囲い気きの違う、鉄と、木だけで組みあわされた門。


　それを見上げ、


「…………」


　そして背はい後ごを振り返る。


　すると背後には、妹の姿すがたがある。


　自分によく似にた、しかしまるで似ていない妹。


　その姿を見て、彼は微笑ほほえんだ。


「やあフェリス。帰ったか」


　するとそれに、フェリスはいつもの無ぶ愛あい想そうな表情のまま、綺き麗れいな顔をこちらに向けた。


「ああ。兄様もいま帰りか？」


　それに、ルシルは笑う。


「……大切な妹の帰りが少し遅おそいから、心配でここで待ってたんだ」


「噓うそだな」


「ほんとさ」


「そうなのか？」


　と、彼女が聞いてくるので、ルシルはうなずく。


「ほんとだよ」


「そうか」


「うん」


「なら……」


　と、妹は言う。


「ならいま帰った。心配には及およばない」


「そうか？」


「うむ」


「たいした力もないローランドの兵士に気き絶ぜつさせられ、連れ去られたというのに、心配はいらない？」


　と、ルシルは聞く。


　すると彼女は少しだけ表情を曇くもらせて、こちらを見る。


　だがそれでも。


「…………」


　と、ルシルは思う。


　彼女がいくらその表か情おを暗く曇らせようとも、本当に汚けがれたりはしない、と、そうルシルは思う。


　だからこそルシルは、彼女を守ろうと思ったのだ。


　妹を守ろうと思ったのだ。


　彼女が、あまりに綺麗過ぎたから。


　フェリスが、言う。


「お説教か？」


　が、ルシルは首を振り、


「いいや。フェリスが無ぶ事じならいい。今日は綺麗な夜で、気分がいいからね。お説教はやめにしておく」


　と、言う。


　するとそれに、少しだけ不思議そうな顔になって、フェリスが空を見上げ、


「綺麗な夜？　だが、今日は月も、星も出ていないぞ？」


　と、言う。


　それにルシルも空を見上げる。


　だが彼の目には、星が見える。


　月も見える。


　そしてその他の、気味の悪いものも、すべてが見えてしまう。


　もう、彼女が見ている世界とは、自分は違う場所に存在しているから。吐はき気がするほど汚きたない、地の底に住んでいるから。


　綺麗な彼女とは、同じ景色を見ることができない。


　だがそれに、ルシルは嬉うれしげに微笑む。


　この運命が、妹に降ふり掛かからなくてよかったと、心からそう思う。


　だから彼は、


「……そうだね。今日は月が出ていない。でも、妹と仲良く空を見上げられたら、それはちょっと、楽しいだろう？」


　と、言ってみるが、フェリスはそれに、


「わからない感情だ」


　と、言った。


　その、彼女を見る。


　あまり感情が動くことのない、彼女の姿を見つめる。


　そして子供のころに、やはり同じような顔で彼女が、質問してきたのを思いだす。


　彼女はルシルの部屋に置かれていた書しよ棚だなから、一冊さつの詩し集しゆうを見つけた。


　そしてその中に、こんな詩があった。








　あなたを愛している


　その言葉に、私の体は動かなくなった。


　心からあなたを愛している


　その言葉に、私の体は動かなくなった。


　あなたのすべてを愛している


　その言葉に、私の体は──


　あまりの恐きよう怖ふで動かなくなった。


　だがそれは愛だという。


　それを恐怖と思うのに──


　やはりそれは、愛だという。


　だがそれが愛ならば、やはりすべては絶ぜつ望ぼうでしかないと、彼女は思う。








　その詩を見つけた彼女は、愛？　と、小さく呟つぶやいて、首を傾かしげた。


　その当時からずっと、彼女は眩まぶしいほどに、綺麗だった。


　それは見た目の話じゃない。


　中身の話じゃない。


　ただ、なにもかもが自分とは違うのだ。生まれたときから、なにもかもが自分とは違ったのだ。


　同じ色の髪かみをしているのに。


　同じ色の肌はだをしているのに。


　彼女は生まれた瞬しゆん間かんから、特別だった。


　その美しい彼女が、聞いてくる。


　まだ幼おさない、少女に過ぎないフェリスが、


「ここに書かれている、愛というのは、なんだ？　兄様」


　なんて、かわいらしいことを聞いてくる。


　それにいったい、自分はなんと答えただろう？


　と、ルシルは思った。


　いま考えてみると、それはとても大切な質問だったような、そんな気がする。いまならもっと言葉を選んで、慎しん重ちように答えるのに。


「…………」


　あのころの、まだガキだった自分はなんて答えたろう？


　それが、思いだせない。


　いや、当時のことのほとんどが、いまいち曖あい昧まいに、漠ばく然ぜんと、記憶の上に靄もやがかかってしまっているように、思いだせなかった。


　そしておそらくそれは、


「…………」


　魔法だ。


　なにか特とく殊しゆな魔法が、脳の中にかけられている。


　今日会った、あの仮か面めんを付けた化物に。


　どうやら遠い昔に一度、出会ったことがあるらしいあの不思議な男に、自分は魔法をかけられている。


　それにルシルは、


「……不ふ愉ゆ快かいだな」


　と、小さく呟く。


　するとフェリスが、


「ん？」


　と、反はん応のうしてくるが、彼はそれに微笑ほほえんだ。


「いや、フェリスには関係のない話だよ」


「私には関係ないか？」


「ああ」


「そうか。なら、もう私はいくぞ？」


「うん。もう今日は遅いからね。部屋に戻もどって、眠ねむりなさい」


　と、ルシルが言うと、フェリスはうなずく。


「言われなくても寝る。もう眠い」


　そしてさっさと彼女は歩き始める。エリス家の巨大な門の前に立ち、


「開け」


　と、言っただけで、門は開き始める。


　そのまま彼女はエリス家の敷しき地ちの中へと入っていこうとして、しかしふと足を止め、振り返った。


「……兄様は、入らないのか？」


　それに、ルシルはうなずく。


「ああ。もう少し、夜風にあたっていくよ」


「そうか」


「うん」


「兄様」


「ん？」


「……話したいことがあるのなら、聞くぞ？」


　とそう、フェリスが言ってくる。


　それを言ったときの顔はやはり無表情だが。


　なんの感情も映うつしていないが。


　それにルシルはまた、微笑んだ。


　そして妹の顔を見つめ、


「……ありがと。でも、いまはまだ、フェリスに話すことはなにもないよ。だから安心して、眠りなさい」


「本当か？」


「ああ」


「なら」


　と、フェリスは言った。


「なら、いい」


　と、彼女は、少しだけ悲しげに言った。


　そして再ふたたび、こちらに背を向ける。そのまま、彼女はエリス家の敷地の中へと入っていく。


　それにあわせるように、門が閉まる。


　愛いとおしい、妹の姿が消える。


「…………」


　それをしばらく見つめていてから、ルシルは言った。


「……さて、そろそろ記憶を取り戻そうか」


　しかしそれは、あまり思いだしたくない記憶だった。


　一番辛つらかったころの、記憶。


　まだ幼おさないフェリスが、表情を失い始めたころの記憶。





　それをもう一度手に入れるためならなんでもすると。


　もう一度、彼女の輝かがやくような笑顔が取り戻せるのならなんでもすると。


　彼がそう、叫さけんだときの記憶。


　まだ弱い、力のないただの子供が、泣きながら叫び。


「…………」


　そして人をやめることになったすべての物語の始まりを、彼は思いだそうとする。
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　それはやはり、月のない、暗い夜のことだ。


　それはやはり、救いのない、暗い世界のことだ。





　その暗い記憶を、


「…………」








　ルシル・エリスは、ゆっくりと思いだし始めた。











　ぼいす・おぶ・ごっど










　ことの起こりは、とある夜に見た夢ゆめからだった。愛いとしい、あの人の夢。


『フェリス……フェリス』


　あの人が、そう呼よびかけてくれる。


　それに彼女は顔を上げた。


『フェリス……フェリス』


「……はい」


　と、彼女は答える。すると目の前に、愛しいあの人は、姿すがたを現す。


　天空の雲を突つき破り、太陽のように輝かがやきながら、あのお方は現れる。この世のものとは思えないほど美しく、神こう々ごうしい姿。


　およそ考えられる最高のだんご粉を使って作られた巨大な串くしだんごの、頭の部分に、にこにこマークがついているというその姿を見つめ、彼女は震ふるえた。


　ああ、我わが主あるじ、だんご神様！


　その、だんご神様が、言ってくる。


「今日やってきたのは他でもない。フェリス君、君に伝えなければならないことがあるんだ」


「な、なんでしょうか、だんご神様」


「実はいま、だんご神しん界かいに危き機きが迫せまっているのだよ」


「ええっ!?　だんご神界に!?」


「そうなんだ。そしてだんご神界のピンチを救えるのはフェリス君、君だけなんだ！」


「わ、私だけ!?」


「うむ」


「しかしいったい、私はなにをすればいいのでしょう？　それにだんご神界の危機とは、いったいなにが起きているのでしょうか？」


　するとだんご神様は、つやつやなだんごの皮に、深しん刻こくそうに皺しわを刻きざんで、


「……話せば長くなるのだが……君は、せんべいカーニバルというのが、ペノップ地方で行われているのを知っているかい？」


　彼女は、首を振る。


「存じません」


「知らないか。しかし、そういう祭りが、ペノップ地方では行われているのだ。そしてその祭りは大だい盛せい況きようでな……そのおかげか、ペノップ地方ではせんべいが一番の大人気商品だ。しかし一方だんごは……」


　その言葉に、彼女は震えた。


「ま、まさか……」


「その、まさかなのだ。なんと世界で最もつとも美お味いしいはずのだんごが、せんべいごときの十分の一も売れていないのだあっ！」


「じゅ、十分の一……そんな馬ば鹿かなっ!?」


　彼女は悲鳴を上げる。


　しかしだんご神様は厳おごそかな声こわ音ねで、言った。


「しかしこれは、事実なのだよフェリス君」


　そして真まっ直すぐこちらを見つめてくる。


　それに彼女は、顔を上げられなかった。


「……なんてことだ……ローランド内の失しつ態たいは、私の責せき任にんです……わかりましただんご神様！　私がすぐにでもペノップ地方へいって、極ごく悪あくせんべいカーニバルを打ち消すような、だんごカーニバルを開かい催さいしてきます！」


「おお、いってくれるか、フェリス君！」


「はい！」


「では頼たのんだよ」


「はい。私にどんと……」





　　　　◆





「どんとおまかせを～！」


　と、叫さけびながら、フェリス・エリスは目を覚さました。


「…………」


　輝く金色の長い髪かみ。ありえないほど整った、美しい目め鼻はな立だち。澄すんだ切れ長の青い瞳ひとみ。


　その瞳で周囲をきょろきょろと見回すと、そこにはいつもの執しつ務む室が広がっていて。


　この国の若き王、シオン・アスタールの執務室の、隅すみっこ。そこに彼女は敷しき布ふを敷き、お茶セットを置き、いつでもだんごを堪たん能のうできるようにしているのだが、どうやらそこで、寝てしまっていたらしい。


「……ではさっきのは……夢か」


　フェリスは、小さく呟つぶやいた。


　するとそれに、部屋の主あるじが言ってくる。


「夢？　それはいい夢だったかい？」


　その声に、フェリスはそちらを見上げた。
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　部屋の中央に置かれた机つくえ。


　そこで、こちらを見ないまま書類にペンを走らせている、この国の若き王にして、いじめっ子大たい将しようシオン・アスタールの姿を。


　高こう貴きさを感じさせる銀色の髪に、強い意志が込こめられた金の瞳。


　シオンはやはりこちらを見ないまま、


「ずいぶん気持ちよさそうに眠ねむってたけど」


　その言葉に、フェリスは立ち上がる。伸のびをする。床ゆかで寝ていたので、少し体が痛い。


　それからシオンのほうを向いて、


「そんなに長く、私は寝ていたか？」


「うん。いや、まぁ、三時間くらい？」


「いま何時だ」


「夜中の三時」


　それにフェリスも壁かべにかかった時計を見る。十二時ごろから寝てしまっていたらしい。


「……ふむ。少し、起きるには早いな……」


　言ってから、彼女は部屋の、もう一つの机のほうを見る。するとそこには、書類に埋うもれて机の上に死んだように突つっ伏ぷしているもう一人の男がいた。万年寝ね癖ぐせ放題の黒髪に、いつも死んだようにやる気のない猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀くは、いまは文字通り死んでいる。


　フェリスの相あい棒ぼうの、ライナ・リュートだ。


　その、ライナを見つめ、


「死んだのか？」


　フェリスが聞くと、シオンが笑って、


「五分前にね。ま、あと五分したら起こすけど」


　そう言った、瞬しゆん間かん！


　突然死んでいたはずのライナがガバっと起き上がって、


「てめぇあと五分で起こすって、四日ぶりの初めての仮か眠みんだぞ？　四日寝てねぇんだぞ！　ってか毎度のことだけど四日徹てつ夜やとかありえねぇえええええええ死ぬ！　死ぬって！　帰らして！　五分で起こすとかじゃなくて、お願いだから帰らして!?」


　そんな悲ひ痛つうな声を上げる。


　するとそれに、シオンが初めてペンを止め、ライナのほうを見ると優やさしい声こわ音ねで言った。


「……もぉ仕方ないなぁ。じゃあ、あと七分寝ていいから……」


「鬼おにかてめぇ！」


「じゃあ九分は？」


「全然増ふえてねぇええええええええええええええ……って、あれ、やば、だめだ……本格的に体が……ぐふァらっ!?」


　と、奇き妙みようなうめき声とともに、ライナは再ふたたび力尽つきた。


　それをシオンは見つめ、


「あら、まじ死に？」


「…………」


　ライナの返事はない。


　それにシオンは苦笑して、


「あらら。じゃあ仕方ないか。一時間ぐらい寝かせてやろ。俺も少し仮眠を取るかなぁ」


　言ってから、こちらを見上げてくる。


「で、フェリスはどうする？」


　それにフェリスはもう一度、時計を見る。


　まだ、夜中の三時だ。外はまだ暗いだろう。起きるには、早すぎる。


「……私も、もう少し寝る」


「そっか」


「うむ」


「じゃあおやすみ～」


「うむ」


　言って、フェリスは再びその場に横になった。そして目をつむる。そのまま、もう一度眠りに入ろうとしたが、しかし、眠ることができなかった。なぜか、頭の中をさっき見た夢がぐるぐる回ってしまって。


「…………」


　ペノップ地方ではせんべいが大流行。


　せんべいのせいでだんごの売り上げ激げき減げん。


　なら、だんごカーニバルで対抗だ！


　そんな言葉が頭をぐるぐると巡めぐって。


　彼女はそこで、再び目を開けた。


「……ふむ。だんごカーニバルの開かい催さい、か……もし本当にやるとなったら、相当金がかかるな……」


　そんなことを言ってから上半身を起こし、そして立ち上がる。部屋の中を見回す。


　すると執しつ務む室ではやはり、シオンとライナが机つくえに突つっ伏ぷして死んでいる。


　それを確かく認にんしてから、


「……ん」


　彼女はなぜか、気配を消した。


　そしてシオンのそばへスススーっと近寄り、こっそり机の引き出しを開くと、中に入っていた金きん貨かの入った袋ふくろをそっと取りだす。


　さらに彼女は音もなくライナのほうへとスススーっと近寄る。そして彼の机の引き出しもこっそり開ける。中に数枚の金貨が入っていて、それに手を伸のばそうとした……そのとき！


　ガシっと彼女の手がつかまれる。それからライナが寝ぼけ眼まなこでこちらを見上げてきて、


「……てんめぇフェリス、いったいな……」


　しかし、言葉はそれまで。


「もっと寝てろ！」


　と、フェリスが徹夜で疲つかれたライナの首くび筋すじを優しくゴン！　っとなでてやると、


「ぐぎゃあああああああ!?」


　ライナは悲鳴を上げて、沈ちん黙もくした。


　それを確認してからフェリスは、よし、とうなずき、引き出しの金貨を取り出す。それをシオンの金貨の袋に加える。そしてその袋を、両手で持ち上げてみる。ずっしりと重い。


　それこそこれだけあれば、数か月は食うに困こまらないだろう。だが、今回彼女がやろうとしていることには、


「全然足たりないな……なら、どうする？」


　言ってから彼女はしばらく考えこみ、それから、


「仕方ない。また、あの手で借しやつ金きんをするか」


　そんなことを言って、部屋を出ていった。





　　　　◆





　それから一週間後。





『にこにこ・ローン』


　と書かれた看かん板ばんが掲かかげられているその事務所は、路ろ地じ裏うらの奥おくの奥にある、まるで廃はい墟きよのような怪あやしげな建たて物ものの三階にあった。


　四階建ての建物なのだが、一階、二階、四階の窓まどガラスはすべて割れており、壁かべは真っ黒に汚よごれてしまっている。もう、どこをどう見たら『にこにこ』なのかわからない怪しい建物。その建物に入り、暗く、汚れた階段を上っていくと現れる、木製の扉とびら。そこが『にこにこ・ローン』の入り口だった。


　その扉にはトレードマークのにこにこ君が描えがかれているのだが、描かれてから相当時間が経たっているのか、にこにこな左目が潰つぶれ、口からは血が流れているかのような、見る者を怯おびえさせる不気味な絵になってしまっている。


　はっきり言って、こんなあきらかに不気味で、危あぶなげな金きん融ゆう会社からお金を借かりようとする者など、いるはずない。いるはずがないのだが……


　そんなあきらかに怪しい『にこにこ・ローン』でも、経営が続いているからには、お客は存そん在ざいする。


　あちこちから多額の借金をしてしまい、もう、どこからも金を借りることができなくなった、末期の多た重じゆう債さい務む者だ。


　その、多重債務者しかたたくことのないはずの扉を──


　ドンドンドン！


　フェリスは、たたいていた。


　そう。彼女も多重債務者なのだ。


　一週間前に金かね貸かしから金を借り、それでは足りなくて三日前に違い法ほうな闇やみ金きんから金を借り、さらにその闇金の中でも、最もつとも悪質な業者にすら愛あい想そを尽つかされ、ついに今日、『にこにこ・ローン』を紹しよう介かいされてきたのだった。


「おい。開けろ。金を借りにきた」


　フェリスは扉をたたいて、言う。


　すると扉の中から、返事がある。


「ここは紹介者がなければ入れない、特別な金融会社です。紹介者はいますか？」


　それにフェリスはうなずく。


「『どきワク質しち店てん』からの紹介だ」


「ああ、『どきワク質店』からの……でも、ここがどういう場所か、わかっているのですか？　一度でも返へん済さいできなければ、即そくあなたの内ない臓ぞうは抜ぬかれ、体は剝はく製せいにされて売り飛ばされることになっていますが……」


　しかし、それにもフェリスはうなずく。


「問題ない。どうしても金が必要なのだ」


　そう。どうしてもいま、彼女は金が必要だった。それも一いつ刻こくも早く、多額の金を彼女は必要としていた。だからこそ彼女は、こんな怪しげな金融会社を訪おとずれたのだが。


　とそこで、


「では念のため『どきワク質店』に確認を取りますので、あなたの氏名をお願いします」


　フェリスはそれに大きくうなずいてから、名乗った。


「私……じゃなかった。俺おれの名前は、ライナだ。ライナ・リュート」


「……ライナ？」


「そうだ」


「……ライナ・リュート？」


「そうだ。私は……じゃなくて、俺の名前は、ライナ・リュートだ！」


　と、フェリスはもう一度、力強く偽ぎ名めいを名乗った。すると、


「なるほど。あなたがライナさんですか」


　やっと確認が取れたのか、不気味な絵が描かれた扉が開かれていく。


　その扉の向こう側を見つめ、フェリスは目を、少し細める。中は、表ほどは汚きたなくなかった。そこそこに手入れの行き届とどいたオフィスの中に、机は一つしかないのに、八人もの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな男たち。そのうち七人は、あきらかに用よう心じん棒ぼうかなにかだろう。そして残りの一人。メガネをかけた、三十代半なかばくらいの細身の男だけが、椅い子すに座すわっている。


　そのメガネがこちらを見つめ、言ってきた。


「あなたの噂うわさはよぉ～く聞いていますよ」


　それにフェリスはうなずく。


「そうか。なら、話は早い。金を……」


　が、メガネは首を振る。


「あなたにお金を貸すわけには、いきませんねぇ。というか、あなた、あらゆる金融会社からお金を借りまくって、それを全部踏ふみ倒たおしているそうじゃないですか。そういうの、困こまるんだよなぁ～」


「ふむ。困るなら、どうする？」


「どうするもこうするも、お金を借りて、返さない人の末路は、一つでしょう？　あなた、もう終わりですよ……ま、それだけの美び貌ぼうなら、殺されずにすむ方法も、あるかもしれませんがねぇ。なぁみんな？」


　メガネが言うと、メガネ以外の男たちの筋肉が、ぐぐっと盛もり上がる。いやらしい笑えみを浮うかべる。うへへと笑う。


　それはもう、何度も見たことがある光景だった。前の前の金融会社を訪れたときも同じような展開になったし、その前の金融会社を訪れたときも、こんな感じだった。


　そしてそのとき、フェリスが取る行動は、一つ。


　彼女は両手を高々と上げ、


「俺はライナ・リュートだ！」


　と、叫さけんだ。


　それにメガネたちが怪け訝げんそうな顔になる。


「ああん？　なんのマネだ？　てめぇの名前なんてもうわかってん……」


　が、それを遮さえぎってフェリスは叫ぶ。


「俺はライナ・リュートだ！」


　そのままぴょんぴょんジャンプする。


「だからそんなことは……って、あまりの恐きよう怖ふに、こいつおかしくなっちま……」


　が、やはりそれも遮って、


「俺の名前は、ライナ・リュートだぁあ！」


　叫びながら、彼女の姿すがたが、消えた。


　いや、消えたと見み間ま違ちがえるほどの速さで彼女は部屋の中へと飛び込んでいた。そして一番近くにいた筋肉男の顔がん面めんに、膝ひざ蹴げり！


「ぎゃぁああ!?」


　という悲鳴とともに、筋肉男は吹ふっ飛んで、気き絶ぜつ。すると彼女の周囲にいた他の筋肉男が、


「なっ、貴き様さま!?」


　とこちらにつかみかかってくるのをよけ、


「俺は！」


　フェリスは叫びながら顔面を手しゆ刀とうでたたき潰つぶす。


「ライナ！」


　もう一人の鳩みぞ尾おちを蹴けり飛ばす。


「リュート！」


　さらに二人の首筋に同時に手刀を入れる。


「様だぁああああああああ！」


　さらにさらに、その彼女のあまりの圧あつ倒とう的強さに、残る二人の筋肉男は、


「ば、化ばけ物ものだ!?」


「助けてぇええええ！」


　と、部屋から逃にげ出そうとするのを、


「ライナ～キィック!!」


　背中から両足で蹴り飛ばし、沈ちん黙もくさせる。


　もう、まるで嵐あらしだった。美しい嵐。屈くつ強きような男たちが、ものの数秒もしないうちに全ぜん滅めつしてしまい、そして彼女はそのまま華か麗れいに着地。


　そしてきらめく金色の髪かみをさらっとかきあげると、振り返る。


　すると机にふんぞり返っていたメガネは顔面を蒼そう白はくにし、ガタガタと震ふるえながら、


「こ、こんな馬ば鹿かな……な、な、な、何者なんだ、あんた……」


　その問いかけに、フェリスは胸むねを張り、はっきりと答えた。


「ふむ。私は……あ、違った……俺……いや、むしろオデか。オデ……オデの名前は、ライナ・リュートっす」


「ふ、ふざけるんじゃねぇっ！　こんなことして、貴様、タダですむと思って……」


　しかし、話を最後まで聞かず、フェリスは部屋を見回す。部屋の奥に鉄でできた大きな金庫を見つける。彼女はすたすたとそちらへ向かう。


「って、てめぇ話を聞きやがれ！　お、俺のバックには組そ織しきがついてんだぞ！　てめぇなんかすぐにバラバラにされて海に沈しずめ……」


　が、やはり無視で、フェリスは金庫を持ち上げようとして、


「えいっ！　たぁ！　むむむ～ん！　うう、だめか……重すぎる」


　するとメガネが急に元気になる。


「ふ、ふはは！　馬鹿め、おまえのような華きや奢しやな女にその金庫が持ち上がるか！　おまけにその金庫は特別製の魔導鍵マジツクキーで封ふう印いんされていて、開けることは絶対に……」


　しかし、それも完全に無視で、フェリスは腰こしの剣けんをシュパっと抜き、すぐに戻もどす。


　すると金庫の扉とびらはあっさり斬きり裂さかれ、


「開いた」


「噓うそぉおおおおおおおん!?」


　しかしそんな悲鳴も無視で、あらかじめ用意していた大きな袋ふくろを懐ふところから取り出し、金庫の中にあった金貨やらなにやらを、袋の中に詰つめていく。


　そのときにはもう、メガネは半泣きで、


「ちょ、ちょっと待ってください……そ、それ持っていかれたら俺が親分に……」


　が、やはり無視で彼女は袋いっぱいに金を詰め終わると、部屋の窓まどを蹴け破やぶり、振り返る。


　そして淡たん々たんと一言。


「俺の名はライナ・リュート。オーケー？」


「いやオーケーじゃなくてね……ちょっと待ってくれって！　あの、頼たのむから！　その金持っていかれたら……」


　が、フェリスはそれも遮さえぎる。


「はっ！　そう泣き叫んだ人間を、おまえはいったい何人殺した？　何人陥おとしいれた？　俺はそういうのを許ゆるせない男、ライナ・リュート。文もん句くがあるなら、ここまでこい」


　言って、彼女は一枚のカードを投げる。そこにはフェリスの……相あい棒ぼうであるライナ・リュートがいつも滞たい在ざいしている宿やどの住所が噓うそ偽いつわりなく書かれている。


　メガネはそれを受け取ると、メガネの奥に憎にくしみの炎ほのおを燃やして、


「……て、てめぇ、どこまでもコケにしやがって……ぜってぇぶっ殺してやるからな」


「ふふ。できるものならやってみろ。さて」


　と言ってから、彼女は破った窓のほうへと向き直る。すると背はい後ごから、


「噓じゃねぇ！　ぜってぇ殺してやるからな！」


「はっはっは」


「笑ってられるのも、いまだけだぞ、ライナ・リュート！」


「ふぁっはっはっ～」


　ひとしきり相手を挑ちよう発はつするように笑ってから、フェリスは窓から飛んだ。


「ライナ・リュートじゃぁんぷ！」


　と、叫んで。


　そして彼女は、闇やみの中に消えたのだった。





　　　　◆





　しかし、事件はまだ終わらない。


　それからさらに二日の間に、四件。


　この一週間と二日の間に、計二十四件の金融会社があの凶きよう悪あく犯はん罪ざい者、ライナ・リュートによって襲おそわれ、ちょっとした社会問題になったという。


「まったく、ライナ・リュートというのは、他ひ人と様の迷めい惑わくを考えない、ひどい奴やつだとは思わないか？」


　と、フェリスは他人ごとのように言って、振り返った。するとそこには荷車があり、その荷台には大量に金貨の詰まった袋がいくつも並んでいた。


　さらにその金貨の入った袋の上に、まだ十歳くらいの美少女が座すわっていて。


「悪い子は許しませ～ん!!」


　と、イリス・エリスは嬉うれしそうに叫んだ。


　綺き麗れいな金きん髪ぱつに、フリルのたくさんついたドレス。背中にはリュックといういつもの服装。


　陶とう器きのように白い肌はだに、信じられないほど整ったその美び貌ぼうは、まるでフェリスのミニチュアのようだ。それもそのはず、彼女はフェリスの妹なのだが。


　そのイリスが、いつも愛あい想そのないフェリスとは対たい照しよう的に、笑顔満開で言う。


「もぉ！　野や獣じゆうくんはいっつも人に迷惑をかける、悪い子なんだよね！」


「うむ。そのとおりだ」


「悪い子は、めっ！」


「そう！」


「じゃあ、めっ！　しにいくの？」


　という質問に、しかし、フェリスは首を振った。それから荷台の金貨を見つめ、


「いや……私がめ！　しなくても、この金貨を持ち去ってしまえば、私の超ちよう能のう力りよくによって、手を触ふれずしてライナの奴はめっ！　されることになる」


「噓ぉ!?　姉ねえ様さまってば超能力使えるの!?」


　驚おどろきの声を上げるイリスに、フェリスはぐいっと胸むねを張ってみせる。


「当然だ。姉様はなんでもできるのだ」


「すごぉおおおおおおおおおおい！」


　とイリスは目を輝かがやかせる。


　それにフェリスは大きくうなずいてから、


「さて、ではそろそろいこうか」


　と、再び荷車をひき始めた。


「どこにいくの～？」


「うむ。行き先はペノップという、凶悪なせんべいどもが暗あん躍やくしている、極ごく悪あく地方だ」


　するとまた、


「ごくあくちほ～う！」


　わかっているのかいないのか、イリスが嬉しそうな声で言う。


「さて、そろそろいくぞ」


「はぁい。おのれせんべいども、許さないぞ～[image: ]」


　なんて言いながら進む。


　するとその、二人の向こう側。


　通りの向こう側から、偶ぐう然ぜん例の男が、眠ねむそうにふらふらと歩いてくるのが見えた。


　いま、このローランド中の消しよう費ひ者しや金きん融ゆうと、そのバックの組そ織しきたちから注ちゆう目もく度どナンバー１の多た重じゆう債さい務む者しや、ライナ・リュート君の姿すがた。


　それを見てイリスが、


「あ！　野獣くんだ！」


　声を上げ、飛び出していく。それにライナも気付いたのか眠そうな顔を上げ、


「ん？　なんだ？　うあ、イリスかよ。嫌いやなところで嫌な奴に会っ……」


　が、そんな言葉は無視で、イリスはジャンプする。そして、


「悪い子には、め！　しちゃうぞ──!!　イリスちゃんパァアアアアアンチ！」


「ってこりゃキックだろうが！」


「きゃー[image: ]」


　と、ライナはあっさりイリスをはたき落としてしまう。


　それから疲つかれきった声こわ音ねで、


「ってかあのな、イリス。俺ってばもう、えーと、あーと、まあ、とにかく、ありえないくらい何日もシオンの馬ば鹿かに寝かしてもらってないから、おまえの相手だけは勘かん弁べん……」


　と、そこで、フェリスも近づいていき、


「おいライナ。いま帰りか？」


　声をかけた。


　するとライナはこちらを向き、フェリスの姿を確認すると、もう、あからさまに衝しよう撃げきを受けたような顔になる。


「ふぇ、フェリスもいんのかよ……」


「うむ。会えて嬉うれしいか？」


「全然」


「では死ね」


「剣けんを抜くなぁああ!?　とかさ……もう、そういう派は手でな反はん応のうするのもしんどいくらい疲れてるので、勘弁してくれませんか？」


　などと、あまりの疲ひ労ろうに目を半閉じにしながら言ってくるライナを見つめ、フェリスは抜きかけた剣を収おさめる。


「ふむ。今回は何日家に帰っていない？」


　するとライナはやはり、死んだような顔のまま、言った。


「九日だよ……九日間、毎日たった五分の仮か眠みんだけで、ぶっ続けで仕事させられちゃいました……んもう、あの殺人仕事マシーン、なんとかならないかね？」


　なんて問いかけに、しかし、フェリスは、


「ふむ。ではおまえは、九日間、宿やどに帰ってないのか？」


「そう」


「ではあの社会問題のことも知らないと？」


「あん？　社会問題？　急になんの話だ？」


「知らないのか？　九日前から、金融会社が立て続けに凶悪犯に襲撃されているのだ」


「金融会社が？　そうなの？」


「うむ。有名な話だぞ？　本当に知らないのか？」


　その問いにライナは首をかしげて、


「いや、そんなこと言われても、金融会社がどうなろうと俺、興きよう味みねぇしなぁ」


　その、言葉に、


「きょ、興味がない!?　貴き様さまあれだけのことをやっておいて興味がないとは何事かぁ!?」


　と、ちょっと演えん技ぎっぽくフェリスは叫さけんでみる。


　するとライナはまるでわけがわからないという顔でこちらを見つめ、


「……はぁ？　おまえ、いったいなんの話してんの？」


　なんて言葉に、フェリスは笑う。


「ふふふ」


「おいおい、なんだよその怪あやしい笑いは？」


「まあまあ、宿に帰ればわかることだ」


「宿に？　って、ちょ、おまえいったいなんの話を……まさかまぁた妙みような嫌いやがらせを」


　が、フェリスはそれに、首を振る。


「してないしてない。だからもう気にするな。疲れているところにつまらない話をしてしまったな。さあもうおまえは宿に帰って寝ろ」


「いや、でも……」


「もう眠いんだろう？」


「……そりゃ、眠いけどさぁ……」


「じゃあ早く宿に帰れ。さぁさぁ帰れ。一いつ刻こくも早く宿に帰ってみんなを満足させてやれ」


　というフェリスの言葉に、ライナは半はん眼がんでこちらを見つめて、


「……な～んか、すっごく言い方が引っかかるんだよなぁ……まあ、いいけどさぁ……」


　言ってから、彼は視線を彼女がひいている荷車のほうへ落とす。


「……ところで、その荷車にはなにが載のってんの？」


　聞くと、それにイリスが再ふたたび荷車の上に飛び乗って、


「イリスちゃんでしたー[image: ]」


　というのは無視して、フェリスが答える。


「旅の用意と、だんごの素もとだ」


「旅の用意？　おまえ、どっかいくのか？」


　するとイリスが、


「んとね、んとね、ごくあくちほ～でね、せんべいをね、めっ！　しにいくんだよ！」


　という言葉に、フェリスはうなずいた。


「うむ。だんごカーニバルでな」


「そうそう！　だんごカーニババで！」


　その説明で理解してくれたのか、ライナはうつろな瞳ひとみでこちらを見つめ、


「……う～ん？　ゴクアク地方でせんべいを飯めしにいくとだんごカーニバル？……んーと、なんかその、まったくもってなにがなんだかわからないが、とにかくだんごにせんべいに飯ってのは、美う味まそうだな」


「馬鹿め。せんべいは極ごく悪あくなのだぞ！」


「そうだよ！　べいべいはワルモンなんだよ！」


「……………………へぇ、そうなんだ。まあ、なんかまったく意味がわからんけど、眠いからいいや。んじゃ、気をつけていけよ。お土産みやげよろしくな？」


　なんて言って、ライナは手を振る。


　それにフェリスもうなずき、


「うむ。おまえもせいぜい、宿で死なないように気をつけろ」


「だぁからそういうのが引っかかんだって」


「ふふふ」


　と、フェリスは笑ってから、


「では、イリスいくぞ」


「はぁい[image: ]」


　荷車をひき始める。そうして二人は、ペノップ地方へと向かったのだった。





　　　　◆





　ペノップ地方。


　そこはやはり、せんべいの人気が物もの凄すごく、だんごの人気は惨さん憺たんたるものだった。


　しかしフェリスたちは負けずに金をばらまき始めた。


　せんべい人気に追いやられ、縮しゆく小しようしてしまっただんご協会ペノップ支部に資金を提供！


　腕うでのいい職人たちを他の地方から金に物を言わせてスカウト！


　連日豪ごう華か絢けん爛らんなだんごカーニバル開かい催さい！


　と、もう、金をばらまいて、ばらまいて、ばらまき続けた。そうこうしているうちにあっと言う間に資金は底をついてしまい……





　フェリスは、金のなくなってしまった荷車を見つめて、言った。


「……金が、足たりない」


　イリスも言った。


「足りな～い足りな～い[image: ]」


「だがいまだ、この地方はせんべいどもの天下だ」


「おのれべいべいめ～!!」


「さて、どうする？」


「どうするする？」


　こちらを楽しそうに見上げてくるイリスの頭をぽんっとたたき、フェリスは目を細めた。


　そして。


「また、あの方法でいくか」


「あの方法ぉ？」


　イリスが不思議そうな顔で首をかしげる。それにフェリスはうなずいて、


「うむ。あの無限に金を生み出す超ちよう能のう力りよくだ」


「超能力っ？　超能力やるのっ!?」


「うむ。イリスも手伝うか？」


「イリスもやるー!!」


　そして二人は……





　　　　◆





『なかよし金きん融ゆう』


　と書かれた看かん板ばんが掲かかげられているその闇やみ金きんは、ペノップ地方でも治安が特に悪いといわれている区画の、路ろ地じ裏うらの、奥おくの奥のそのまた奥にあった。


　フェリスとイリスはその闇金の扉とびらをノック──


「おい。開けろ。金を借りにきた。俺はライナ・リュートだぁあああああ！」


　いや、ノックしないで蹴け破やぶって、飛び込んだ。


　さらにその後ろからイリスが、


「あたしはシオン・アんポンタールだぞおおおおおおおおお[image: ]」


　そんなことを言いながら事務所に飛び込む。


　そしてフェリスは中に入るなり、状じよう況きようを確認する。事務所は、前に訪おとずれた『にこにこ・ローン』にそっくりだった。そこそこの広さのオフィスに、机つくえは一つしかない。なのに十人もの人間が、その部屋にいる。用よう心じん棒ぼうと思おぼしき九人の、黒くろ装しよう束ぞくに黒マスクの男たち。


　そして残り一人は、机に座すわった、メガネをかけた三十代半なかばくらいの、なぜか、どこかで見たことあるような男で……


　とそこで、メガネがこちらを見て、大きく目を見開き、


「て、てめぇまたきやがったのかぁ!?」


　叫さけんだ。


　それにフェリスはメガネのほうを見て、


「ん？　ではやはりおまえは、『にこにこ・ローン』の……なぜこんなところにいる？」


　するとメガネは顔を歪ゆがめて、


「てめぇのせえだろうが！　てめぇが俺の店の金盗ぬすみやがったから、こんな田舎いなかに左さ遷せんされちまったんだよ！　もうちょっとで、もうちょっとで幹かん部ぶになれるはずだったのに!!」


　と、なにやらそういうことらしい。


　フェリスはうなずいた。


「なるほど。ではまたこのライナ・リュート様に金を奪うばわれて、さらに地方へ左遷だな」


　が、それにメガネは笑う。


「馬ば鹿かめ。今度はそううまくいくと思うなよ！　てめぇがペノップでも闇金を襲おそうって情報は、もう入ってたんだ。だから今回は強力な用心棒たちを雇やと……」


　しかしその言葉が終わる前に、


「イリスちゃん……じゃなくて、シオンちゃんキィック！」


　という言葉とともにイリスがチョップを放はなっていて、黒マスクの一人が吹ふっ飛ぶ。


　さらに、


「シオンちゃんぱ～んち！　きぃっく！　それからそれからえーと、い、いっぱい！」


　もう、次々吹っ飛んでいく。


　それにフェリスは再ふたたびメガネを見て、


「……強力な用心棒？」


「あうう」


「ふふ。どうやら今回も、ライナ・リュート様の前に闇金どもは平ひれ伏ふ……」


　が、そこで。


「シオンちゃん回転ぱぁ～ん……きゃああああああああ!?」


　という、イリスの悲鳴が上がって。


「なに!?」


　フェリスは、そちらを向く。


　するとキックを放っていたイリスの足が黒マスクの一人につかまれていて。


　イリスはなおも、


「放せぇ！」


　とパンチを放つが、それもあっさり受け止められ、関節を極きめられてしまう。


　その間に黒マスクが使ったのは、右腕だけ。イリスとの力の差は、圧あつ倒とう的だった。あきらかに他の黒マスクたちとは違う、かなり訓くん練れんされた動き。


　フェリスはイリスのほうを向いて、


「関節を外せ」


「うん！」


　言って、イリスは自分から腕の関節を外し、黒マスクの拘こう束そくから離れると、こちらへ逃にげてくる。


「あ、あいつ、強いよ、姉様……」


　それにフェリスはうなずいて、そいつをにらみつける。


「ふむ。おまえはなかなかやるようだな」


　すると黒マスクはなにか答えようとするが、それを遮さえぎってメガネが、


「ふはははは、見たかライナ・リュートめ！　こっちには最強最高の用心棒が味方してくれているのだ！　これでおまえも年ねん貢ぐの納おさめどきだな！」


　なんてことを言ってくるが、フェリスにとってはどうでもよかった。確かにいま目の前にいる黒マスクはかなり強い。強いが、だからといって、動きだけならフェリスの敵てきではなかった。まあ、他に特とく殊しゆ能力があるのなら話は別だが……


　イリスが言ってくる。


「どうしよ姉様」


　が、フェリスはイリスを安心させるように微び笑しようを浮うかべてから、


「問題ない。すぐに終わらせる」


　そう言った。そして腰こしの剣を抜く。闇やみ金きん程度を襲おそうのに、剣を抜くことになるとは思わなかったが……


「このライナ・リュート様が、一秒で終わらせてやる」


　フェリスが黒マスクを見つめて言うと、メガネがまた笑って、


「馬鹿め！　一秒で終わるのは、おまえだライナ・リュート！　さあ！　いまこそ剣の一族、フェリス・エリスさんのお力を、あいつに見せつけてやってください！」


　なんてことを言いだして。


「なっ!?」


　フェリスは、驚おどろく。


　だがさらに、目の前の黒マスクが大きくうなずき、こちらに向かって、


「な～にを驚いてるのかな、ライナ・リュート君。僕だよ。フェリスだよ」


　なんて言いながら、黒マスクがマスクを取る。すると中から出てきたのはあの、万年やる気なしなし男で。


　イリスが叫ぶ。


「野や獣じゆうくんだー!!」


　フェリスがうめく。


「ら、ライナ、おまえなぜここに……」


　が、ライナはどういうわけか笑顔のままこちらを見つめて、


「な～に言ってるんだよ君は。僕はフェリスだろう？　僕がライナなわけないじゃないか～。僕がもしライナだったら、なにも知らないで宿やどに帰って、人にん相そうの悪い奴やつに囲かこまれてボコボコにされてるはずじゃーん？」


　なんてことを、もう、本当にぴくりとも動かない笑顔でライナは言ってくる。


　それが妙みように怖こわくて、


「……あう」


　フェリスはうめく。


　しかしやはりライナは笑顔のまま、


「まあでも、それもこれで終わりだねぇ。ライナはフェリスに殴なぐられたらもう動けなくなっちゃう生き物だからねぇ。さぁて、他ひ人と様さまに迷めい惑わくをかけまくりまくり！　まくり!!　まくり!?　まっっっくりの悪い子ちゃんには、フェリス様がきつ～～いお仕し置おきをしちゃうぞ～☆」


　言って、右腕を掲かかげる。


　すると突然、部屋中が光り始める。


「ま、魔導罠マジツクトラツプ!?」


　叫んで、フェリスは目を大きく見開く。


　そこで彼女は、初めて気付いた。もう、部屋のあらゆる場所に小さな魔ま方ほう陣じんが描えがかれていることに。


　完全に、待ち伏ぶせされていたのだ。


　フェリスはライナの笑顔をにらみつけ、


「ら、ライナおまえ……」


「だぁから僕はフェリスだってぇ。さぁて、じゃあ、フェリスちゃん開発の新魔法『二十時間くすぐり地じ獄ごく』、いっちゃおうかな～」


「に、二十時間!?　に、逃げるぞイリ……」


　が、その言葉は、今度はメガネの左隣どなりにいた黒マスクに遮さえぎられる。


「はい、逃げるの禁止～。逃げたらイリスちゃんな僕も、『ウィニットだんご店営業停止』の魔法を出しちゃうぞ～」


　なんてことを、あきらかにシオン・アスタールの声が言ってきて。


　それにフェリスは、震ふるえる。絶ぜつ望ぼうの顔で、黒マスクを見つめる。そして、


「な、な、ななな、なんでシオンまで!?」


　すると黒マスクは、マスクを取らないまま、


「いやいや僕はシオンじゃないよ？　イリスちゃんだよ？　そうだよね、フェリス[image: ]」


　と、シオンはライナのほうを向く。


　それにライナも大きくうなずいて、


「そうだよねーイリス[image: ]　んでは、魔法も完成したことだし、発はつ射しやしまーす」


「や、やめ……わ、悪かっ……」


「発動！」


　瞬しゆん間かん、部屋中の魔方陣が光った。そしてその光はフェリスを包つつみこんで、


「ぎゃぁああああああああああははははひゃひゃうひゃひゃ、ちょ、やめ、やめ、お願いやぁあああははははひアハハハハハハハはは止やめ、止めて、止めめめめめはぅぅうん」


　フェリスは全身を見えないなにかにくすぐられまくって、死にそうになる。


　それにライナが、


「ん～？　なに？　止めてほしい？」


「あふあふぁはははあう、うん！　うん！　止め……お願……ぎゃははははあ死ぬ、死んじゃにゃあああああああああ！」


「反省してる？」


「して、してる！　してててるるるうぅ!?」


　するとライナは楽しげに腕組みして、


「な～んか、笑ってばっかで本気さを感じないんだよなぁ」


「き、きさま、あとで殺ひたふぁははいやぁあああああああああ!?」


　もう、なにがなんだかわからなくなってきた。


　そこでイリスがわくわくした顔で、


「姉様いっぱい笑ってる！　楽しいの？　楽しいの!?」


「楽しくなぁああああああははははははもう許ゆるしふぇええええええああああああ!?」


　という悲鳴に、今度はメガネが笑う。


「ふはは！　思い知ったかライナ・リュート！　ったく手間かけさせやがって！　魔法でぼろぼろになったあとは俺様の奴ど隷れいにしてやるから、楽しみにして……」


　が、そこまでで、


「おまえは黙だまってろって」


　ライナが、後ろからメガネを殴なぐる。それでメガネはあっさり気き絶ぜつ。


　さらに他の黒マスクたちも、いつの間にやらシオンが殴り倒たおしていて、


「はい、闇やみ金きん検けん挙きよ～。いやぁ、今回はフェリスが頑がん張ばってくれたおかげで、ずいぶん質たちの悪い業者が減へったな～」


　なんてことを言いながら、マスクを外す。


　だが、そんなことはもう、フェリスにはどうでもよかった。いや、なにもかもがどうでもよかった。全身をくすぐられまくって、だんだん意識が……意識が……


「っておいライナ！　フェリスが気絶しそうだぞ！」


「え？　噓うそ？　うわ、やりすぎた！　ちょ、待って！　いま魔法を解と……」


　とそこで突然、意識が飛んだ。


　なにもわからなくなった。


　そしてまた、遠くからあの声が聞こえる。


　愛いとしい、あの人の声。


『フェリス……フェリス』


「あ、はい、なんでしょうかだんご神様」


『実は今日きたのは他でもない。だんご神しん界かいを危き機きに陥おとしいれている真しん犯はん人にんが誰だれか、わかったんだ』


「真犯人!?　それはせんべいではなく？」


『うむ。別の犯人がいた』


「誰ですか？」


『ライナと、シオンだ』


「あ、あの二人が……」


『殺していいよ』


「え!?」


『二人を殺していいよ』


「………………はい☆」


　そして彼女は目を覚さます。


　すると例の真犯人たちが心配そうにフェリスの顔をのぞきこんできて。


「だ、大だい丈じよう夫ぶか、フェリス」


「ご、ごめんフェリス……ちょっとやりすぎた……」


　そんな言葉。


　しかしそれに、フェリスは微笑ほほえんだ。


　ただ、優やさしく微笑んで……


「…………」


　そして腰こしの剣に、そっと手を伸のばした。




（ぼいす・おぶ・ごっど：おわり）












　ざ・でい・おぶ・らぶ










『魔ま界かい』……もしくは『地じ獄ごく』と呼よばれている場所が、この世のどこかにあるらしい。


　そしてその『地獄』では、こんな会話が交かわされているという。


「……なぁシオン」


「うん～？」


「あのさ、俺おれ、こないだ暗あん殺さつ者しやに襲おそわれたじゃない？」


「うん」


「俺ってばあのとき、左腕うでに杭くいが三本も刺ささって、重じゆう傷しようを負おったよね？」


「負ったね」


「それで相談なんだけど、ちょっとまだ傷が完全に癒いえてないからさ、その、なんていうか、今日の仕事は休ませてもら……」


「でもライナ右利ききじゃん」


「……いやその」


「でもライナ右利きじゃん」


「うわ……二回言われた……」


「あれ、右利きじゃなかったっけ？」


「いやそうだけどさぁ……」


「じゃ、仕事できるよね？」


「…………そ、そりゃできるけど……で、でもほら、病やみ上がりに三日徹てつ夜やで仕事ってのは、さすがに限界っていうか……そろそろ休ませて欲ほし……」


「でもライナ右利きじゃん」


「そこに右利き関係ねぇえええええええええええええええってああもうなんなの？　ここは地獄か？　地獄なのか!?」


　と、ライナ・リュートは叫さけんだ。寝ね癖ぐせ放ほう題だいの黒くろ髪かみに、眠ねむ気けに緩ゆるみまくった黒い瞳ひとみ。そしていつものごとくやる気が欠けつ如じよしまくっている猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀くには、しかしいま、なぜか三日間の徹夜によってちょっとだけやる気が戻もどってきている。目の前の、この地獄のいじめっ子大王をぶっ殺すだけのやる気がな！


「死ね馬ば鹿かシオン！」


　と、ライナは殺意を込こめて、さっきまで仕事の書類で折っていた紙飛行機を投げつけた。


　もう、思いっきり投げつけた。


　するとシュバ！　という音を立てて、いつもの執しつ務む室の中をライナの力作が飛んでいく。


　それに目の前のいじめっ子大王が顔を上げた。高こう貴きさを感じさせる銀色の髪に、強い意志が込められた金の瞳。ここローランド帝国の若き王、シオン・アスタールだ。


　そのシオンがこちらを見て、それから飛んでくる紙飛行機に気付くと、


「お？」


　受け止めようとするが……しかし！　紙飛行機はシオンの目の前で突然、右に曲がる！


　そしてそのままぐるーっと執務室を回って、シオンの後頭部にこつん。


「あ痛っ」


　と、間ま抜ぬけな声を上げて後頭部を押さえるシオンに、ライナは言った。


「どうだ！　さっき二十分もかけて製作された、俺の力作の威い力りよくを見たかぁ！」


　なんて馬鹿な言葉にシオンはあきれ顔で、


「……二十分って……仕事してよ～」


「眠くて無理！」


「眠いのに、紙飛行機は作れるわけ？」


　言いながら、シオンは床ゆかに落ちた紙飛行機を拾ひろう。それを広げる。そして小さくため息をついた。


「おまけにこれ……重要書類だし……」


　するとライナはぱっと表情を輝かがやかせる。


「あ、気付いてくれましたか陛へい下か！　今回は陛下のために、最も重要な書類を選ばせていただきました！」


　それにシオンは苦笑して、


「う～ん。そんなに疲つかれた？」


「もう、そろそろマジで限界なんですお願いします」


「でもこの前一週間ぐらい一いつ緒しよに徹夜で仕事し……」


「そう何度も一週間ぶっ続けで徹夜なんかできるかあぁああああああああ！」


　というライナの悲鳴に、シオンはこちらをなだめるように、言った。


「ああ、ああ、わかった、わかったよ。俺も少し疲れてきたしな」


「え!?　じゃあ休みに……？」


「うん。いいよ。いまやってる書類が終わったら休きゆう憩けいしよう」


「マジで!?」


「まじで」


「で、そのいまやってる書類はどれくらいで終わんの？」


「あと十日」


「死ねぇええええええええええええええ！」


「あはは」


　なんて二人が徹夜のし過ぎで、ちょっと妙みようなテンションで盛もり上がっていたところに、それは突とつ如じよ、訪おとずれたのだった。


　死ねぇええと叫んでいたライナが、


「………………」


　声を止める。さっきまで脱だつ力りよくしきっていた目を鋭するどく細め、全身を緊きん張ちようさせる。そして執務室の入り口の扉とびらのほうへと視線を向ける。


　その向こう側に突然、とんでもないほど強大な殺さつ気きが生まれたから。それに、


「……おい、シオン」


　ライナが言う。しかし、シオンも気付いているのか扉のほうをにらみつけたまま、


「……わかってる」


　緊張した面おも持もちで言う。ライナはそれに、


「おいおい、ま～た暗殺者か？」


「どうかな。でも……」


「ああ。前きた奴やつとは、レベルが違ちがう」


　そう。いま、扉の外にいる何者かが放はなっている殺気は、異常だった。前にライナを襲おそった暗殺者、フェニルニ兄きよう弟だいなんかとは、比くらべものにならない。


　シオンが、引きつったような笑えみを浮うかべ、言ってくる。


「……最近は暗殺がブームなのかな？」


「ちょっと王様ぁ～、ちゃんと城の警けい備びしてくれないと困こまりますよ～」


　ライナが言うと、しかしシオンは笑って、


「まあ、でも安心しろ。こんなこともあろうかと、凄すご腕うで警備兵を雇やとっておいたんだ」


　なんて言葉に、しかし、ライナは半はん眼がんで、


「んで、オチはその凄腕警備兵はライナおまえだ～とか言い出したら、おまえぶっ殺すかんな」


　するとシオンはこちらを向き、なぜか嬉うれしそうに言った。


「きゃ～殺されちゃう～[image: ]」


「こいつまじ殺したぁ～い[image: ]」


　と不気味な女口調で言い合ってから、シオンが続ける。


「……なんて馬鹿な発言はさておき」


「ほんとにそうしてくれると助かるよ」


「で、どう？　なんとかなりそう？」


　聞かれてライナは自分の負ふ傷しようしている左腕に右手で触ふれる。はっきり言って、状じよう況きようは厳きびしかった。殺気の大きさからいって、いま、扉の向こうにいる何者かの強さは、かなりヤバイ。一方ライナは左腕を負傷している上に、シオンを守る必要もある。分ぶはかなり悪い。


　悪いが……


「なんとかするしか、ねぇだろ？」


「さすが凄腕警備兵」


「って誰だれが凄腕警備兵……」


　だっ！　という怒ど鳴なり声とともに、ライナは目の前の机つくえを蹴けり上げた。すると机は、部屋の入り口を塞ふさぐ。


「と、時間稼かせぎをしてる間に……」


　言いながら、ライナは手を中空で躍おどらせる。すると光の魔ま方ほう陣じんが瞬またたく間に完成……


「……んなっ!?」


　しかし完成する前に、部屋の扉と机が破は壊かいされた。そして部屋の中に、黒くろ覆ふく面めんに黒くろ装しよう束ぞくという、暗殺者らしい格かつ好こうをした何者かが入ってくる。その動きは、とてつもなく速い。ライナの目でも、残ざん像ぞうを追うのがやっとなほど。その黒装束が、部屋に入るなり一直線にシオンのほうへと向かっていって、


「やば……」


　ライナはうめいて、床ゆかに落ちていたペーパーナイフを拾い、思いっきり投げる。


　しかし、黒装束は背はい後ごから飛んでくるナイフをあっさり右手で受け止めて、すぐさまそれを投げ返してくる！


　それもありえないほどの速さで。


「うおっ!?」


　とっさによけようとするが、しかし、よけられない。


　じゃ、どうする？


　右手が動く。ナイフをつかむ。そして、


「こりゃまずい」


　ライナは、顔をしかめた。


　ナイフを右手で受け止めるのは、まずいのだ。右手が塞がれば、黒装束の対応を負傷している左腕ですることに……


　と、思ったときにはもう、黒装束がライナの左側に移動してくる。


　いまの一瞬の攻こう防ぼうだけでこいつは、ライナが左腕をかばっていることに気付いたのだ。


「くそが……」


　ライナはそのまま倒たおれこみ、ナイフを放して右腕を床についてから、逆さか立だちするようにして蹴りを跳はね上げた。が、それもあっさり避よけられてしまい、左腕を取られる。まだ包ほう帯たいが取れてない傷口をぎゅっと握にぎられ、小さく悲鳴を上げそうになるが、我が慢まんする。そして右手のナイフを黒装束に向かって投げようと……


　が、その前に顔がん面めんを踏ふみつけられる。


「ぐあ」


　うめき声とともに床に潰つぶれる。左腕の関かん節せつを極きめられる。右腕の関節も極められる。そして背中にのしかかられ、動けなくなる。


「…………」


　だめだ、殺される──そう思った。あまりに強すぎる。いくら負傷しているとはいえ、こいつはあまりに強すぎる。仮にまともに勝負したとしても、勝てるかどうか……


　とそこで、黒装束の手が、ライナの首くび筋すじにそえられる。首を、折おるつもりだ。だが、そんなことはどうでもいい。それよりも、


「……逃にげろシオン！」


　ライナは叫さけんだ。だが、シオンは動かない。


「……早く逃げろって！　こいつはやばいんだよ！」


　だが、シオンは動いてくれない。


「頼たのむから！」


　そう叫ぶのに、シオンは動かず、ただ、こちらを鋭するどい瞳ひとみでにらみ据すえ、低い声こわ音ねで言う。


「……要求を言えよ、侵しん入にゆう者。最初に俺を殺さず、さらにすぐにライナに止とどめを刺ささないところを見ると、殺すのが目的じゃないんだろう？」


　が、その言葉にしかし、黒装束の手はライナの首をつかんで……


「なっ!?　ま、待てっ！」


　シオンが叫んだ。だが、黒装束は止まらない。ライナの首筋を手で思いっきり、


「って……え？　へ？　あの、あはははははあは、ちょっ、え？　なんで？　ちょっと待っ……あははははふぁふぁあはひあはなになになになに!?」


　思いっきり、くすぐり始めた！


「っておまえなに？　おまえな……あははひひひあふぁあははあははは……」


　というところで、黒装束が、覆ふく面めんを取る。


　するとそこには、このローランド帝国で、もっとも危険な悪あく魔まの姿すがたが現れて。


「ふぇ、フェリスかおま……ぎゃははは!?」


　艶つややかな金色の長い髪かみに、切れ長の澄すんだ青い瞳。そして異常なまでに整ったその容よう姿しは女め神がみを思わせるが……しかし中身は超ちよう絶ぜつ迷めい惑わく暴ぼう走そう悪魔なのだ。そう。黒装束の正体は、ライナの相あい棒ぼうのフェリス・エリスだった。


　彼女は思いっきりライナの首を、脇わきを、腹を後ろからくすぐりまくりながら、


「ふ、ふふ、ふふふ、この間はよくも私をくすぐりまくってくれたな。あんなことをして、ただですむと思うなよ。こうしてやる！」


「ぎゃぁあああああ」


「こうしてやる!!」


「うひゃひゃひゃ死、死んじゃう！　死んじゃう」


「こうしてやる!?」


「ちょ、お願い、ふぇり、俺、まじ死……ゲホ！　ゲホ！　い、息が、息ぎゃはははははははあ!?　た、助け、助けてシオン！」


　と、ライナが親友に助けを求めると、シオンは優やさしい笑顔でこちらを見下ろし、そのまま近づいてきて、なぜかライナの靴くつを脱ぬがすと、


「おいおいおいおいおまえまさか……」


　しかしその、まさかだった。


　足の裏うらが！　足の裏がぁああああああ!?


「やややややややめてやめてやめめめめあははひあちょこれちょっとシャレになんないシャレなんなぐぎゃぁああぁぁぁぁ……ぁぁぁ……ぁぁ……ぁ………………ぁう……!?」


　そしてライナは、死んだ。仲間だと思っていた奴やつらに裏切られまくって死んだ。


　しかしそんな仲間の死などおかまいなしに、話は進む。


　ひとしきりライナをいじめまくって満足したのか、シオンは机つくえに戻もどり、死体の上に座すわったままのフェリスのほうを向いて、聞く。


「で、フェリス。今日はまたなんでこんな登とう場じようの仕方なの？　こないだライナがフェリスをくすぐり地じ獄ごくの刑けいにした仕返し？」


　するとフェリスは首を振って、


「いや、私がライナに嫌いやがらせをすることに、別に理由はない」


「ってなんでだよ！」


　と、ライナは思わず突つっ込こんだ。


　だがそれも完全に無視で、シオンが続ける。


「それにしても今日のはちょっとすごすぎでしょ……嫌がらせするなら、もっと嫌～な感じの方法もあるし」


「はぁ!?　これ以上もっと嫌な方法ってなんですか!?」
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　恐きよう怖ふに震ふるえながら言うライナの言葉は無視で、シオンが言う。


「今回のこれには、なにか理由があるのかな？」


　するとフェリスが、うなずく。


「うむ。実は少し、気になることがあってな。それで今回は、わざわざ黒くろ装しよう束ぞくを用意してまで、こういう登場の仕方をしてみたのだが」


　それにシオンが首をかしげる。


「気になること？」


「うむ」


「なんだろ？」


　するとフェリスは立ち上がり、いじめられすぎて全身脱力しきっているライナの左腕うでをつかみあげる。


　瞬しゆん間かん、腕の傷が少し引き攣つれて、


「あ痛っ」


　ライナは、小さくうめく。


　それにフェリスは、なぜか少し、悲しげな顔になって、言った。


「私が気になったことというのは、これだ」


　それにシオンが言う。


「ライナの、腕の傷？」


「うむ。なんでもこいつは、私がだんご神様のために外出している間に、暗殺者に襲おそわれて不覚をとったらしいではないか」


　という言葉だけで、シオンはすべてを理解したようだった。


「あ～なるほど。恋人のライナが自分の知らない間に怪け我がをしたから、フェリスちゃんは怒おこっ……」


　が、それを遮さえぎって、


『誰だれが恋人だって!?』


　ライナとフェリスは、同時に怒ど鳴なっていた。


　だがシオンはいつもの楽しげな表情で、


「もう～照てれるなって。二人が仲良しこよしなのはみんながわかっ……」


　しかしそこで、シオンの言葉は止まる。見えないほどの速さで、さっきまで戦せん闘とうに使われていたはずのペーパーナイフがシオンの机に突き刺ささったから。


　そしてフェリスが、一言。


「……戯たわ言ごとは終わったか？」


「……………………あの、はい。僕ぼくがふざけすぎました……」


「わかったなら、よし。話を続けるぞ？」


「……どうぞ」


　そして、恐怖政治の下もと、話は進む。フェリスは震える男たち二人を見つめながら、


「気になったことというのは、他でもない。実は私は、とあることに気付いたのだ」


　そう言った。


　それにライナは床ゆかに倒たおれたまま、言う。


「だからその気付いたことってのはなんなんだよ？」


　すると彼女はこちらを向く。


　そしてじーっとこちらを見つめてくる。


　それからなぜか突然、超絶至し近きん距きよ離りから信じられない勢いきおいで蹴けりを顔面に！


「ぐぎゃぁああああああああ!?」


　ライナは、吹ふっ飛んだ。壁かべにあたる。床に落ちる。死ぬ……といういつもの展開。


　それを見て、フェリスは悲しげな顔で言った。


「前のライナなら、この程度の蹴りはあっさりよけていた」


「よけれるかこんなもん！」


　という声に、しかしフェリスは首を振って、


「いいや、この程度の蹴りはあっさりよけていた。さっきの戦せん闘とうでも、昔のおまえなら私など小指で弾はじいただけで消し去ることができたはずだ……」


「……いったい俺は何者だったんだよ……」


　その突っ込みもやはり無視で、フェリスは続ける。


「しかしいまのおまえはどうだ。鈍なまりきったアホ面づらではないか。毎日毎日シオンと部屋の中で遊び惚ほうけてたせいで、体が鈍り、心まで腐くさり始めているのだ！」


　という言葉に、今度はシオンが手をぽんっと打って、


「あ、あ、俺もそれは思ってた！　なんか最近のライナってば、いっつもやる気なくふらふらするし、どこでもすぐに昼寝しようとするんだよねぇ」


「それはてめぇが徹てつ夜やで仕事させるからだろうが！」


　というライナの声も、やはり無視でフェリスがうなずく。


「そうだろうそうだろう。やはりここは一つ、おまえを鍛きたえ直す必要があるようだな」


「ちょ、ちょっと待ってちょっと待って。なんか話が嫌いやな方向に……」


　が、それを遮って、シオンが言う。もう、本当に意地悪な顔で、


「ええ!?　あの伝説の剣けんの一族、フェリス・エリスさんが、ライナを鍛え直してくれるのですか？」


「はぁ!?　おまえいったいなに言って……」


　しかしそのライナの声も、遮られる。


　フェリスがうなずき、


「うむ。それもエリス家専用の修しゆう練れん所じよを使って、本格的に鍛え直してやる！　さあ、いくぞライナ！」


　と、ライナの襟えりをつかんで引きずり始めて、


「ちょ、い、嫌だって！　ってか、はぁ？　なんで!?　なんで急にそんなめんどくさいことする気になったの!?　こんなんおまえらしくないだろ？　ちょ、ちゃんと説明しろよ」


　ライナは聞いた。すると彼女はこちらを振り向き、見下ろすと、


「………………それは……」


　しかしそこで、彼女の言葉は止まる。


　それにライナは彼女を見上げ、言った。


「ほら、説明できない。ま～たなんか妙みような遊びを思いついたんだろうけど、あれだぞ？　俺まじでここんとこ体調悪いから、おまえの遊びには付き合え……」


　が、その言葉も、遮られる。


　フェリスが、どういうわけかまた悲しげな顔になって、小さい声こわ音ねで言ったから。


「……………………そ、それはおまえが……おまえが……私の知らないところで怪け我がをするからいけないんだ……」


　その、言葉に、


「……って……は？　え……？」


　ライナは、うろたえてなにも言えなくなる。


　シオンもそれに、


「…………」


　嬉うれしそうに微笑ほほえむだけで、なにも言わない。


　とそこでフェリスは顔をそむけると、


「さあいくぞ」


　再ふたたびライナを引きずり始めた。


　それにライナは、


「ちょ、ちょ、ちょ……なにこれ？　なんなのこの展開？」


　するとシオンが一言。


「愛だなぁ……」


「はぁああ？　あの、ちょっと待っ……」


　というライナの声はしかし、フェリスに連つれ去られて、執しつ務む室から遠ざかっていった。





　　　　◆





　そして場所は変わって。


「ついたぞライナ！　ここが修練所だぁ！」


　と、フェリスが勢いきおいよく言った。


　それにふらふらついてきただけのライナは、顔を上げる。すると目の前には、名家であるエリス家らしい、巨大な道場がどどーんと建たっていた…………りはしなくて、なにやらこぢんまりとした木造の店があるだけだった。


　その木造の店の入り口には看かん板ばんがかかっており、看板には、


『昔ながらの手作りの味　レプスだんご店』


　なんてことが書かれている。ライナはそれを見て、それからなにやらわくわくした顔のフェリスを見て、再び看板を見る。


　そして言った。


「……ってあの、フェリス。ちょっと質問があるんだけど」


　するとフェリスはこちらを見て、


「なんだ？」


「あのさ」


「うむ」


「ここ……俺の勘かん違ちがいじゃなければ、どっからどう見ても、だんご屋だよね？」


「そうだ」


「あの、それで質問なんだけど、いまから俺らがいく場所って、俺を鍛きたえ直すための修練所じゃなかったっけ？」


「うむ」


　フェリスはうなずく。


　それにライナもうなずいて、


「だよね？　そうだよね？　じゃ、俺らはここで、なにすんの？」


　するとフェリスはそんなこともわからないのかと言わんばかりの顔でこちらを見て、


「もちろん、ここでおまえの鈍なまり切ったふぬけ面づらを、鍛え直すのだ！」


「…………だんご屋で？」


「うむ」


「…………俺のなにを鍛え直すの？」


「馬ば鹿かめ、そんなこともわからないのか！　だんご職人とは一日だんご作りから離れれば三日、三日離れれば一週間、元の腕うで前まえに戻もどるのに時間がかかるというのは、おまえもだんご職人の端はしくれなら、わかっているだろう！　それをおまえはいったい、何日だんご作りから離れ……」


「ってちょっと待ったちょっと待った！　はぁ？　おまえいったいなに急にニューストーリー始めちゃってんの？　全然話が見えな……」


　が、そこで突然、


「言い訳わけするなぁああああああああ！」


「ぎゃぁあああああ!?」


　な、殴なぐられた!?


「な、なんなんだよいったい!?　おまえいったい、なにがやりたいの？」


　ライナは地面にくずおれながら、もう半泣きで言った。しかしそんなのはまったく無視で、わくわく顔のフェリスは続ける。彼女はこちらをなぜか優やさしげな表情で見つめると、


「大だい丈じよう夫ぶだライナ。おまえの気持ちはわかってるから。本当はだんごが好きなんだろう？　だんごが作りたくて作りたくて仕方がないんだろう？　だから一度は逃にげ出しただんご職人の道にまたこうして戻ってきた……おまえのその気持ち、わかっているよ」


「……あら、そんなに俺のことわかってくれてんの？　俺はいまなにが起きてるのかすらまるでわかんないのに？」


　するとフェリスはうなずいて、


「おまえはわからなくても、私にはわかっている。一度逃げ出した手前、店の親おや方かたに顔見せできないんだろう？　でも、謝あやまれば許ゆるしてくれるさ……私も一いつ緒しよに謝ってやるから……」


　なんて意味不明なことを言い続けて、彼女はいつになく優しげな顔のままこちらに手を差し伸のべてくる。


　もちろんその手をライナは取らないが……


「ってかもう、いったいおまえはどこのパラレルワールドの話をしてんの？」


　が、フェリスは首を振って、


「パラレルワールドじゃない。現実を見るんだ、ライナ」


「いや、現実を見たいって気持ちはもうこれ以上ないほどあるんだけどさぁ……」


　言ってから、彼はフェリスを半はん眼がんで見上げ、


「……じゃあ、あの、寝不足な上に急に殴られてびっくりしちゃっていまいち状じよう況きよう見えてこないから、ちょっと整理していい？」


　すると彼女はうなずき、


「うむ。早く現実に戻ってこい」


「……あ～うん……そうだね……早く俺も現実に戻りたいよ……っていうか、え～、なんだ。つまりあれか。俺がここに連れてこられたのは、おまえのこのわけわかんないパラレルだんごワールド遊びのためで、エリス家の修しゆう練れん所じよとかは全然関係ないと？」


　するとフェリスはあっさり、


「エリス家の修練所？　いったいなんの話だ？」


「はい、そーですか……あ～、それじゃあれか……なんだっけ。さっき執しつ務む室でおまえが『……そ、それはおまえが……おまえが……私の知らないところで怪け我がをするからいけないんだ……』なんて言って、俺を鍛きたえ直すっていう話も……」


　それにもフェリスは、


「おまえがどこで野の垂たれ死のうと私の知ったことか！」


　と、気持ちよく言い切ってくれて、ライナは思わず、


「……愛だなぁ……」


　しみじみと言った。それから彼は立ち上がる。腰こしについた土をぱんぱんと払はらってから、


「ほいで今日はなんの遊びで俺をいじめる気なわけ？　俺ってばいつものごとく疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、なるべくソフトな感じでお願いしたいんだけど……だんご屋ごっこでもやんのか？」


　聞くと、彼女はこちらを見る。するとやっといつもの無表情に戻っていて、


「とまあ、そんな冗じよう談だんはさておき……」


「お、意外と早く現実に戻れた」


　が、その言葉は無視してフェリスは続ける。


「わざわざ黒くろ装しよう束ぞくを着て、おまえを鍛え直すなどという噓うそをついてまで、仕事中のおまえをシオンのところから連れ出したのは外ほかでもない。ちょっと折り入って相談があるのだ」


「相談？」


「うむ」


「めんどいから相談されたくないって言ったら？」


　瞬間、鉄てつ拳けんが顔面に飛んできて！


「言い訳わけするなぁああああああああ！」


「ぎゃぁあああああああああって、そこに戻るのね……」


「大丈夫だライナ。おまえがだんご職人に戻りたいという気持ちは……」


「ああはいはい！　そこまで戻らなくていいから、話続けて。相談して」


　するとフェリスは感動したような顔で、


「そ、そんなに私の相談を親身になって聞いてくれるのか!?」


「こいつぶっ殺してぇ」


「相談というのは外でもない……」


「おまけに俺の話無視だしさぁ……いや、いつものことだけどさぁ……」


　ライナが疲つかれ切った声こわ音ねで言うが、やはり完全に無視で話は続く。


「実はいま、だんご業界の危き機きなのだ」


「ってそんな話、こないだもしてなかったか？　なんかせんべいが売れまくっててだんご業界のピンチだとか……」


　するとフェリスは深しん刻こくな表情でうなずいて、


「うむ。せんべい事件のことか……あれも、長く苦しい戦いだった……しかし、今回の敵てきはより強大だ」


「敵？　敵がいんの？　敵って誰だれ？」


　ライナが聞くと、彼女は顔をしかめて、


「北の隣りん国ごく、ルーナ帝国からやってきた、クッキーという名の悪あく魔まだ」


　なんて言葉に、ライナは聞き返す。


「クッキー？」


「うむ。クッキーだ」


「クッキーって、その、そこら中の店で売ってる、あのクッキー？」


　フェリスはうなずく。


「うむ。そのクッキーだ」


「ふむ……んで、そのただのクッキーが、いまさら急になにが問題になったんだ？　ルーナから美う味まいクッキーの店でも上陸して、だんご売れなくなったとか？」


　しかしそれにフェリスは、首を振る。深刻な表情でこちらを見つめ、


「そんな簡単なことなら、前のせんべい事件のときのように金をばらまけばどうとでもできるのだが……」


「いやその前に、俺の名めい義ぎで借金しまくった金をばらまくのはやめて欲ほしいんだけど」


　が、やはり無視で、話は続く。


「だが、今回の敵はせんべいどもよりも遥はるかに凶きよう悪あくなのだ。ライナ、おまえは『愛のクッキーデイ』というイベントを知ってるか？」


　なんて言葉に、ライナは首をかしげる。


「愛の、なんだって？」


「クッキーデイだ」


「……聞いたことないなぁ。なにそれ？」


　それにフェリスもうなずいて、


「私も、ついこの間までは知らなかったのだが、話によると、毎年いまごろの季節になると、ルーナでは女が好意を寄せている男に手作りクッキーをプレゼントすることによって、その恋が叶かなうという伝説があるらしい」


「へぇ～、手作りクッキープレゼントしたら、それだけで恋が叶う？」


「うむ」


「噓うそくせ～」


「当然だ。バーネル社というクッキー会社がクッキー宣せん伝でん用に作った捏ねつ造ぞう伝説だからな」


「あ、もうそこまで調べてあんだ」


「馬ば鹿かめ、忘れたのか？　各地の勇者伝説やお伽とぎ噺ばなしを調べるのは、私たちの重要な任務の一つだろう！」


　なんてフェリスの言葉に、


「あ、なんか、そんな任務も、あったねぇ」


　と、ライナはちょっと遠い目になる。最近はめっきりローランドの内政問題の仕事ばっかり押しつけられて忘れていたが、そもそもフェリスと組まされたのも、各地の勇者の遺い物ぶつを探さがしにいく旅に出たからなのだ。


　まあ、それはさておき、フェリスが続ける。


「しかし問題は、いくら捏造された偽にせ物ものの伝説とはいえ、手作りクッキーをプレゼントすると恋が叶うというイベントが、若者たちに宣伝効こう果か抜ばつ群ぐんということだ」


　その言葉に、ライナはいま、この国で起きてる問題が見えてきた。


「あ、それでその『愛のクッキーデイ』とかいうのが、ルーナだけじゃなく、このローランドでも広まり始めた？」


「そうだ。それも、信じられないスピードでな。だが、勇者の遺物を探し、それを管理する任務を与えられた私たちが、そんな噓の伝説をこのローランドで流は行やらすわけにはいかない！」


「お、なんかいつになくちょっとまともなこと言ってる……」


　するとフェリスは大きくうなずいてから、力説する。


「だから噓の伝説が広まる前に、『愛のだんごデイ』という真実の伝説を広めることに私たちは決めたのだ！」


「あ、なんかすげぇフェリスらしい意見に戻もどった……」


　するとまたうなずいて、こちらを見つめ、


「手伝ってくれるな、ライナ？」


「やだって言っ……」


「言い訳わけす……」


「ああああわかった！　わかったから！」


　ライナは慌あわてて振り上げられた拳こぶしをよけてから、はぁっと小さくため息をつく。


「んで……具体的に、どうすんのよ。『愛のだんごデイ』っていうのはどういうイベントなの？」


「なっ!?　おまえあの有名なイベントを知らないのか!?」


「…………」


「知らないのなら、教えてやろう。毎年いまごろの季節に、女が好意を寄せている男に手作りだんごをプレゼントすると、なんと！　その恋が叶ってしまうのだ！」


「……それ、百パーぱくりじゃん」


　するとフェリスは怒いかりの表情で拳をにぎりしめ、


「そうなのだ。その、だんご神様から与えられた神しん聖せいなイベントを、あのクッキーどもはぱくりおったのだ」


「…………………………え～と、いや、まあね。世間を騙だますには、本人も真しん剣けんに思いこんでないと厳きびしいしね……そういう感じでいくのもその、いいかもね……」


「うむ！　私の怒りがわかってくれたか！」


「……いや、全然わかんないけど……でも話進めていいよ。んで、だからその『愛のだんごデイ』ってのを世間に浸しん透とうさせるために具体的にどうすんのよ。なんか計画あんの？」


　するとフェリスはまた、自信満々でうなずいて言った。


「もちろん、計画もすでに完かん璧ぺきなものを用意している。だからこそおまえを連れ出したのだ。さあ、ぐずぐずしてる時間はないぞ。こうしてる間にも、あの偽伝説が街まちに広まっているかもしれない。さあさ、いけライナ！」


　なんてことを言う。


　それにライナは首をかしげ、


「んぁ？　いけって……どこによ？」


「どこって、決まってるだろう」


「だからどこよ」


　ライナが聞くと、彼女はまっすぐ、目の前のレプスだんご店を指さして、


「だんご店で、手作りだんごを作るのだ！」


　なんて言われるが、それにライナは、ますますわからないという顔になる。


「はぁ？　なんで俺？　俺が作っても意味ねぇだろ。『愛のだんごデイ』は、女の子が手作りだんごをプレゼントする日なんだし……っていうか、そもそも計画って、どんな感じなんだよ？」


　その問いに、フェリスが答える。


「簡単だ。繁はん華か街がいの真ん中で、二流女が美男子にだんごをプレゼント。すると美男子にはたちまち魔法がかかり、二流女の虜とりこになってしまう！　というような光景を、周囲の人間に見せてやればいい」


「ああ、やっぱそういう計画か……んじゃ、やっぱり俺がだんご作るのはおかし……」


　しかし、そこでライナの言葉が、止まった。


　だんご屋からフェリスのほうに振り返った瞬しゆん間かん、彼女が、さっきまで持っていなかったはずの、妙みようなものを持っていたから。


　それも、両手に。


　右手に持っているのは、スーツだった。黒い、形のいいスーツ。しかしサイズが少し小さくて、ライナの身長ではたぶん、着ることはできないだろう。だからおそらくあれは、ライナ用じゃない。


　だが問題は、彼女が左手に持っている、女ものの赤いワンピースだった。胸むな元もとにバラのアクセサリーがついた、フリル付きのワンピース。しかしそのワンピースのサイズは、普通の女の子が着たら、ぶかぶかどころの騒さわぎじゃない大きさで。というか、ライナぐらいの長身の男が着たら、ちょうどいいような、そんな嫌いや～～～な大きさで。


「……………………」


　っていうかあの、前もこの、異常なサイズのワンピースを、見たことあるんだけど……い、いやいや、でも、そ、そんなはずないよね？　だって前に俺、今度これ無理矢理着させたら自殺するぞってちゃんと言ったし、フェリスも今回はちょっとやりすぎたって最後には反はん省せいしてくれたし……だからまさか、


「ま……まさかおまえ……」


　が、震ふるえる声こわ音ねで言うライナの言葉を、フェリスは慌あわてて遮さえぎった。


「ああ、ああ、勘かん違ちがいするなライナ。おまえが考えてるようなことはしない」


「ほ、ほんとに？」


「もちろんだ。前みたいに、おまえにトイレに閉じこもられて、一日中自殺してやるとか言われるのは面めん倒どうだしな」


「だ、だよね？　そうだよね？　じゃあ、そのでかいワンピースは、なんに使うんだ？」


　するとフェリスは手に持ったワンピースを見てから、


「ん？　これか？　これはあれだよ。明らかに猫ねこ背ぜで、女とは思えないほどごつい肩かた幅はばで、異い様ように背が高くて、やる気のやの字もないダメ女が、超ちよう絶ぜつ★美形☆海まっぷたぁああああつなスーパー美男子フェリス君の愛を、手作りだんごによって独ひとり占じめしてしま……」


　が、言葉が終わる前に、


「やっぱそういうことじゃねぇええかあああああああああああああ！」


　ライナはその場を、全力で逃にげ出していた。


　しかしそれにもフェリスが慌てて、


「か、勘違いするなライナ！　もう前のときのように、私はおまえを傷つけたりはしない！　あれだろ？　赤い口くち紅べにが嫌だったのだろう？　でも安心しろ。だって、だって今度はピンクの口紅だからぁ～ん[image: ]」


　なんて声が背はい後ごから上がって。


「か、神さま助けてえぇえええええ!?」


　ライナは悲鳴を上げた。全力で走った。


　しかし悪あく魔まは追いかけてくる。それもすごい勢いきおいで。さっきよりもすぐ近くで声が響ひびく。


「んもぉ～[image: ]　ほんとはキレイキレイするの好きなくせに、逃げないの～[image: ]」


「い、嫌ぁあああああああああああああ!?」


　ライナは、震えた。がくがく震えた。こ、ここはまるで、地じ獄ごくだった。いつの間にやら、本当に地獄に迷まよい込こんでいたのだ。あの、仕事狂がいる徹てつ夜や地獄の執しつ務む室が天国に思えるような魔ま界かいが、ここには広がっていた。


　そしてその魔界の住人の恐おそろしい声が、再ふたたび響く。


「ふ、ふふ、うふふふふ。ライナちゃんは馬ば鹿かねぇ～。三日徹夜で左手負ふ傷しようのライナちゃんが、今日、この日のために昼寝までしてきた私から逃げられるわけないじゃな～い[image: ]」


　なんて声とともに、必死に逃げようとするライナの前に、スルリと悪魔が現れる。それも、右手にピンクの口紅を持っていて!?


「さあ、まずはお化け粧しようをしましょうか～？」


「た、助け……」


　が、すべてはそれで終わりだった。


　弱り切ったライナでは、悪魔の攻こう撃げきを防げない。顔がん面めんを殴なぐられ首くび筋すじに手しゆ刀とうを入れられ意識を飛ばされ服を脱ぬがされ口紅を……


「きゃあああああああああああ!?」


　地獄の空に、悲鳴が轟とどろいた。





　　　　◆





　それから数時間後のこと。


　繁はん華か街がいでは、事件が起きていた。


　なにやら死にたい死にたい死にたい死にたいとぶつぶつ呟つぶやき続ける、赤いワンピースを着込んだ根暗なゴツイ女が、繁華街中の女たちの視線を釘くぎ付づけにしている、黒いスーツを着込んだ金きん髪ぱつの超ちよう絶ぜつ美形な男の前で、プルプル震えているという事件……


　周囲の者たちが、言う。


「な、なんだあの女。変質者か？」


「や、やばいんじゃねぇか？　あの華きや奢しやなハンサムにいちゃん、襲おそわれて殺されちゃうんじゃ……」


「おい、誰だれか保ほ安あん官かんを呼よんだほうが……」


「ちょっとデカ女！　彼から離れなさいよ！」


「そーよそーよ！」


　などなど。


　だがそれに、金髪男が言う。周囲の女たちがとろけてしまいそうな、さわやかな笑顔で、


「あれぇ、君は幼おさななじみのライナちゃんじゃないか～。久しぶりだねぇ～。こんなところで、いったいどうしたんだ～い？」


　するとゴツイ女が震えながら言う。


「……ううう……もう死にたい、もう死にたい、もう死にたい、もう死に……」


　それに金髪男は小声で、


「おい、ライナ。ちゃんとセリフを言え」


「もう死にたいもう死にたいもう死にたい」


「ライナ！」


「ううううううううもうだめだ、もう死にたい、もうお嫁よめにいけない」


　とか、錯さく乱らんしてわけのわからないことを言いだすゴツイ女に、金髪男がこそっと囁ささやく。


「ふむ。ちゃんとセリフを言わないつもりなら、お望みどおり、いますぐ殺し……」


「だあああああああわかった、わかったよ！　言やいいんだろ言やぁああああ！　あああああああ幼なじみのフェリス様ぁ！　こ、こんなところで会えるなんて、奇き遇ぐうですね☆」


「奇遇だねぇ」


「ところでフェリス様、実は今日はあなたに、プレゼントがあるんですが☆」


「僕にプレゼント？　いったいなんだい？」


「だんごです☆　手作りだんご☆」


「え、手作りだんごって、あの、女の子が男の子にプレゼントすると恋が叶かなうという？」


「い…………い…………いやんフェリス様[image: ]…………そ、それ以上言わないで………[image: ]」


　と、[image: ]がついてるわりに、いまにも血でも吐はきそうな声こわ音ねでゴツイ女は言う。


　すると金髪男は微笑ほほえんで、


「嬉うれしいな！　僕はだんごが大好きなんだ！　美形な男は、みんなだんごが大好きなもんなんだ！」


「………………受け取って、くれますか？」


「もちろんさぁ」


「じゃ、これ」


「ありがとぉう！」


　金髪男は紙包みを受け取り、それを開く。入っていたのは、いまいち不ぶ格かつ好こうな串くしだんご。それを手に取り、彼はぱくりと一口。


「美う味まい！」


「……ほんとに？……嬉しい……私嬉しすぎて泣きそう……」


　とはいうものの、彼女は絶ぜつ望ぼうでいまにも泣きそうに見えた。だが、そんな陰いん気きなゴツイ女に対して、金髪男は愛いとしげな顔になり、


「こんなに美味いだんごを作れる子を、僕は探さがしていたんだよ！　ああライナちゃん、僕と結婚してくれ！」


　言って、震ふるえるゴツイ女を抱だきしめる。


「あ[image: ]　だめ[image: ]　みんなが見てる[image: ]　でも、あの『愛のだんごデイ』の魔ま力りよくは、本当だったんだ[image: ]　ありがとうだんご様[image: ]　ありがとうだんご神様[image: ]　私は…………私は幸せになります[image: ]　ぐはっ[image: ]」


　そう言って、まるで死体のような土気色の顔色で幸せになったゴツイ女。


　周囲からは嫉しつ妬とに狂くるう女たちの声。





　そうして『愛のだんごデイ』の習しゆう慣かんは、噂うわさが噂を呼んで、瞬またたく間にローランド中に広まったのだった。





　　　　◆





　場所は再ふたたび戻もどって……執しつ務む室。


　シオンが一人で書類と格かく闘とうしていると、部屋の扉とびらがバタンと開いてライナが帰ってくる。


「あれ、もう帰ってきたの？」


　シオンは顔を上げて、言った。


「…………」


　しかし、ライナは答えない。妙みように生気のない顔色に、ただでさえやる気がないのに、いまはもう、死んでるんじゃないかと思えるほどふらふらな体。


　それにシオンは心配げに、


「おいライナ、大だい丈じよう夫ぶか？」


　聞いた。すると彼はぼんやりとした表情のまま首を振って、


「……もうだめなの……」


「そ、そんなに、エリス家の修しゆう練れん所じよは厳きびしいのか？」


「…………厳しいどころの騒さわぎじゃないわ……あれは、地じ獄ごくよ……」


「なぜ女言葉？　いや、まあそれはともかく、それほどすごかったなら、鈍なまった体が少しはほぐれたんじゃないか？　少しは強くなったか？」


　その言葉に、しかしライナはやはり虚うつろな顔のまま、


「もおほっといてよ！」


「え？　いまなんて……」











[image: ]








「あたしのことはもお、ほっといてよ！」


　なんてことを言って、ライナは執務室の隣となりの、簡かん易い寝室へ駆かけ去っていってしまう。


　シオンはそれを呆ぼう然ぜんと見送ってから、


「あ、あたし？　いま、あたしって言ったかあいつ……」


　いったい、なにがあったんだ？　と、聞きにいこうと思ったが、首を振った。なんとなく、いまはそっとしておいたほうがいいような気がしたから。


「……だが、あのライナがあんなになるなんて……いったいエリス家の修練所っていうのは、どれほどの地獄なんだ……？」


　なんてことにシオンはしばらく思いをめぐらせてみたが、途と中ちゆうでどうでもよくなって、再び書類仕事に戻った。


　隣の部屋からはなぜか、しくしくと女が泣いているような声が響ひびいてきた。




（ざ・でい・おぶ・らぶ：おわり）












　むーんらいと・せれなーで










　緊きん急きゆう事じ態たいが起きた。


　突然、夜中の商店街に、


「死んでやる！」


　という声が響ひびいたのだ。


「お、俺おれはもう、死んでやるからな！」


　それを、


「……は、早まるなっ！」


　フェリス・エリスは、いつもの無表情とは違ちがう、切せつ迫ぱくした顔で見上げる。


　月明かりに照らされた、艶つややかな金色の長い髪かみに、きめ細やかな白い肌はだ。


　神懸がかり的に整った容よう姿しに、腰こしには長ちよう剣けん、手には串くしだんごといういつもの姿すがた。


　そんな絶ぜつ世せいの美女が、やはりいつになく緊きん張ちようした面おも持もちで、


「死ぬなんて言うな！」


　なんてことを言う。


　いま、彼女がおかれている状じよう況きようはこうだった。夜中にふと目を覚まし、再ふたたび寝つくことができなくなってしまって、では、月見だんごとでも洒落しやれ込こもうかと夜の散歩に出たところ、この男に出会ってしまったのだ。


　三階建だての建物の屋根から身を乗り出し、叫さけぶ男。


「し、死ぬ！　死んでやる！」


　それにフェリスは、


「待てと言っている！　馬ば鹿かな真ま似ねはやめろ！」


　必死に叫んだ。


　だが男は聞かない。


　さらに一歩、身を乗り出して、


「へ、へへ、へへへ……止めても無む駄だだぜ……俺は死ぬ、死ぬんだ！」


　完全に思い詰つめた表情。年の頃ころはフェリスと同じぐらい。十七、八くらいだろうか？


　その男が、また一歩、踏ふみ出す。


「死んでやる……死んで……」


「動くんじゃない！　いま、いまそっちへいくから、早まるな！」


「きたら死ぬぞぉおおお！」


　言って、また一歩。


　それにフェリスは動きを止めて、


「わ、わかった！　そちらへはいかない。いかないから、私に相談してみろ。なぜ死にたくなった？　死ぬ前に、私に相談してみろ」


　すると男はこちらをにらみつけ、


「お、おまえに相談して、なにが変わるっていうんだよ！」


　叫ぶ。あと少しで落ちそうな場所で、わめく。それにフェリスはうろたえながらも、それを表情に出さないよう、我が慢まんする。そして、彼女なりの、なるべく優やさしい声こわ音ねで、


「な、悩なやみを人に話せば、心が軽くなることもあるだろう？　なぜだ？　なぜ、そのような若い身空で、命を捨すてようとする？　まだまだ人生には楽しいことがあるぞ？」


　すると男は泣きそうな顔になって、


「楽しいことなんてあるもんか！」


「ある！」


「ないね！　じゃあなんだよ？　言ってみろよ!?　クソみたいな俺の人生に、いったいなにがあるっていうんだよ！」


　それにフェリスは手に持った、食べかけのだんごを掲かかげてみせると、


「たとえばだんごを食べることとか、だんごを眺ながめることとか、楽しいことはいろいろあるだろう！」


　と、自信満々に言った。


　だが男はそのだんごを一いつ瞬しゆん見つめ、それからすぐに、


「とにかく俺は死ぬんだ！」


「なぜだんごの話を無視する！」


「うるさいうるさいうるさいうるさああああい！　とにかく死ぬ、死んでやるんだぁ！」


　そしてさらに一歩前へ。死へと飛びだそうとして。


「ま、待てぇえええええ！　わかった！　おまえの決意の固さはわかった！　わかったから、少し待て！　少しだけ私の話を聞け！」


「もう止めても無駄だぁ！」


　と、飛びだそうとする男に、


「止めない！　止めないから、最後に私の言うことを聞いてくれぇ!!　頼たのむ!!」


　もう、フェリスは半泣きの顔で、訴うつたえた。


　必死だった。本気だった。


　死なないでくれと、本気で思った。


　そのあまりの彼女の必死さに男はうろたえて、こちらを見下ろす。そしてなぜか、男のほうも泣きそうな顔になる。


「……な、なんなんだよ、おまえ……なんで、なんでそんなに必死に止めるんだよ……俺とおまえは、他人だろうが!?　他人が死んだところで、おまえにゃ関係ないだろうが！　なのに…………なのになんで、そんなに必死に止めてくれるんだよぉ！」


　そう叫んで、最後には泣き出してしまう。その場にへなへなとしゃがみこんでしまう。


　それにフェリスも、泣きそうな顔でうなずく。


「……私の気持ちが、やっと届とどいたか？」


「……お、俺……」


　嗚お咽えつを漏もらしながらそう言う男に、フェリスは優しく首を振って、


「いい。みなまでいわなくてもいい。辛つらかったのだろう？　悲しかったのだろう？　でも、もう大だい丈じよう夫ぶだ。さあ立ち上がって、その場から離れるんだ」


　男は、こくりとうなずいて、立ち上がる。


　それにフェリスも優しくうなずいて、


「そして飛び降おりるなら、隣となりの建物からにするんだ」


　なんて言葉にまた、男はこくりとうなずきかけて、しかし、なにかいま、おかしいこと言われなかったか？　と気付くと、


「……へ？」


　と、目を丸くする。


　しかしフェリスはあくまで優しく微笑ほほえんで、


「さあ、もうこれからは、だんご屋の屋根から飛び降りようなどと、思ってはいけないぞ？」


「え？　いやだから……」


「まったく。他のどこでおまえが野の垂たれ死のうと興きよう味みはないが、だんご屋だけはだめだ。だんご様に迷めい惑わくをかけてはいけない。さあ、さっさと立ち上がり、隣のせんべい屋の屋根から飛び降りて死ね。せんべいの売り上げを落としてやれ」


「………………」


「ん？　どうした？　早くやれ」


「……………………」


「ほら、隣の屋根へ飛び移れ」


「………………………………こ、ここから死んでやるううううううううううう!?」


「んなっ!?」


　と、フェリスが悲鳴を上げたときはもう、遅おそかった。


　男はだんご屋の屋根から思いっきり飛び出し、頭から真っ逆さかさまに地面に落ちようと……


「くっ……させるか!?」


　フェリスは、手に持っていただんごを空中に放ほうり投げてから、走る。


　落下していく男に向かって、凄すさまじい勢いきおいで駆かけていく。


　そして男の頭が地面に着地する、寸すん前ぜん！


「ぬっ」


　フェリスの腕うでが、すくいあげるように男の襟えり首くびをつかんだ。そのまま持ち上げようとする。しかし三階分の高さから落ちてきた男の体重は、信じられないほど重い。


「ぐぅ」


　男の襟首をつかんだ細い指が、折れそうになる。腕がしびれ、肩かたが抜ぬけそうになる。それをもう片方の腕で押さえ込みながら、男をぐるんっと持ち上げる。


　救助、成功。


　だが、問題はまだ終わっていない。もう一人、救助する必要がある者がいるのだ。


　それは……


「ん」


　と、フェリスは空を見上げる。


　するとその日は雲一つない綺き麗れいな月夜で。その月明かりに照てらされて、フェリスの救出を待っているもう一人が、輝かがやいていた。


　さっき彼女が投げた、串くしだんごが。


　それをフェリスはひょいっと受け止めると、初めて安あん堵どの息をつき、


「よ、よし。救助成功……」


　そう言った。


　そこでやっと、自殺男は自分のおかれている状じよう況きようを理解したのか、彼女をにらみつけ、


「な、なんで助けるんだよ！　俺は死ななきゃいけないのに！　死のうと思っ……」


　が、そこで。


「やかましい！」


　フェリスが男を容よう赦しやなく蹴けり飛ばす。


「ぎゃっ!?」


　という声とともに、男は吹ふっ飛ぶ。


　だんご屋の前から、せんべい屋の前へと。


　それを確認してから、フェリスは男へ向けてピュっと真まっ直すぐ串だんごを向けると、


「だんごの平和を乱す者、何なん人ぴとたりとも許ゆるさない！　それがだんご戦士──


　ふぇりぃいす・えりすっっ!!　見・参!!」


　決まった……


　そう思った。


　これ以上ないほど、決まった。


「うむ」


　と、大満足な顔で、フェリスはうなずく。ぱくりとだんごをかじる。


　それに男は泣きそうな顔のまま起きあがり、


「な、なんなんだよ……なんなんだよおまえは……」


　というので教えてやった。


「だんごの平和を乱す者、何人たりとも許さない！　それがだんご戦士──


　ふぇりぃいい……」


「それはもういいんだよっ!!」


　決まらなかった……


　それにフェリスは、これ以上ないほど不満な顔になる。


　だが、そんなご立りつ腹ぷくな彼女の気持ちに気付かないのか、男は続けてくる。


「なんだよおまえ……さっきから邪じや魔まばっかりしやがって……俺は、俺は死にたいんだよ!!　死ななきゃいけないんだよ！　もう邪魔しないでくれよおおお！」


　しかしフェリスはそれにあっさり、


「そんなに死にたければ、死ぬがいい。せんべいに血をぶちまけて死ぬ分には、だんご戦士が出動することはない」


「だからなにわけわかんねぇこと言って……ああもういい！　じゃあ死ぬからな！　死んでいいんだな？」


「無論だ」


「ううううやっぱり俺、誰だれからも心配されてないんだ」


「うむ」


「あううううううう死んでやる！　絶対死んでやる！」


　言って、男は懐ふところからナイフを取り出す。


　フェリスはそれを見て、ナイフを持ってるのなら、わざわざだんご屋に迷めい惑わくをかけにこないで、最初からそれで死ねばいいのにと、少し思う。


「死ぬぞ？　死ぬぞ？」


　そう聞いてくる男に、フェリスはうんざりしたような声で、


「さっさと死ね」


「死んでやる！」


　そして男は、ナイフを自分の首へ……


「…………」


　しかし、そのナイフが首に突つき刺ささることは、なかった。


　フェリスが止めたから。見えないほどの速さで男へ接近した彼女は、ナイフを持った男の手を止めていて。


　男はまた、彼女をにらみつける。


「やっぱり邪魔するんじゃ……」


　しかしそれを遮さえぎって、


「やかましい」


　フェリスは男の首くび筋すじに、手刀をたたきこむ。それで男はあっさり気き絶ぜつ。地面にくずおれる。


　それを確認してから、


「……ふむぅ」


　少し困こまったように彼女はうなった。それからだんごをまた、一口ぱくつく。もぐもぐとしばらく嚙かんでから、ごくんと呑のみ込む。


「さて。どうしたものか」


　小さく呟つぶやく。


　空を見上げる。月はまだ、空で皓こう々こうと輝かがやいていて、夜が明ける気配はなかった。


　このまま男をここに放ほう置ちしていたら、誰かが男を見つける前に目を覚まして、再ふたたび自殺してしまうかもしれない。


　そして男はその死に場所に、迷惑なことにまたもだんご屋を選ぶかもしれない。


「……さて、どうしたものか……」


　また、彼女はそう言ってから、ため息をついた。


　それから彼女は男の髪かみをつかむと、ズル、ズルルと、引きずり始めたのだった。





　　　　◆





　場所は移って、フェリスがいたところから少し北。


　やはり商店街の真ん中で、


『死んでやるぅ！』


　という声が、響ひびいた。


　それにライナ・リュートは、


「んぁ～？」


　眠ねむ気けで半分死にかけの顔を少し上げた。


　真夜中だというのに寝ね癖ぐせのついている黒髪に、閉じかけの緩ゆるみきった黒い瞳ひとみ。そして怠たい惰だを撒まき散らす猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀くは、いまはいつも以上に猫背だった。


　そのまま彼は、死人のように覇は気きのない声こわ音ねで、


「死んでやるだぁ……？　そりゃこっちのセリフだっての。俺が何日徹てつ夜やしてると思ってるんだっての。あれだぞ？　こちとら常じよう人じんなら八回は死んでるような状じよう況きようを、悪あく魔まシオン・クソタ～レのクソ魔ま術じゆつでクソ無理矢理生かされてんだぞ？　もうクソする力も残ってねぇっての。そこんとこわかったらもう耳みみ障ざわりに俺のそばで叫さけんだりするんじゃねぇぞおいぶっ殺すぞ？　ま、でもぶっ殺す力も残ってないけどね～ん。あは、はは、はぁ～……」


　と、自じ虐ぎやく的に独ひとり笑ってから、彼は声のほうを見上げる。そして、


「まあそんなわけなんで、死んでやるとかそういうめんどくさいことは、俺がいないときにやってくれると嬉うれし……」


　が、そこでライナの言葉は止まってしまった。


　彼が見上げた四階建だての八や百お屋やの屋おく上じよう。


　そこから、こんな声が上がったから。


『もう生きてる意味なんてないんだよ！　死んでやる！　死んでやる！　死んでやるぅううううううううううううう!!』


　と、叫んだ、八人の男女。


　そんな異常な光景に、


「八人は多くねぇ？」


　というライナが驚おどろきの声を上げる間もなく、


「死んじゃえ☆」


　と、一人の女が頭から飛び降おりてきて。


「うわ、あの女マジで飛び降りやがっ……ってやべぇええええええええええ」


　ライナは走った。


　絶ぜつ賛さん五日連続徹夜中で壊こわれかけの体の奥おく、なんか内ない臓ぞうっぽいところがグキュっと痛んだような気がするのに頑がん張ばって走った。


　そして落下してくる女を、お姫ひめ様さまだっこでキャッチ。瞬しゆん間かん、女の全体重が体にかかってきて、


「こ、腰こしが!?」


　ライナは悲鳴を上げた。


　しかしさらに屋上からは、


「クソったれ俺の人生!!」


　ライナの体重の三倍はありそうなデブがダイブ！


　ライナはそれに泣きそうな顔になりながらも、


「なぁにがクソったれ俺の人生だよ！　俺はもうクソする力も残ってねぇって言ってんだろうがぁあああああああ！」


　また走る。女をお姫様だっこのまま走る。


　女は女で懐ふところから取りだしたナイフで、


「サヨナラ☆」


　とか言って自殺しようとするから殴なぐって気き絶ぜつさせて地面に捨すてる。


　そして落ちてくるデブに備そなえる。ものすごく重そうなデブに備える。四階からの落下で加速度的に破壊はかい力を増ましていくデブに備える。


　ってか、あれ支ささえたら俺死ぬんじゃん？　絶対死ぬんじゃん？　でも支えるのか？　俺そんなやる気ある男だっけ？　違ちがうじゃん？　違うのに……違うのに……この状況じゃやらなきゃいけないよね、やっぱ。


　ああああああもう、仕方ねぇなあもうう！


「んじゃ、こいやオラ。きてみろこんにゃろぉおおおおお！」


　と、投げやり気味の決意の表情でライナが怒ど鳴なったと同時！


　デブのお尻しりがライナに直ちよく撃げき！


　それをなんとか受け止めて、


「ふんがぁ！」


　かけ声とともに、ライナは全身に力を込こめる。体の筋きん肉にくが収しゆう縮しゆくし、強大なパワーを生み出したって無理なもんは無理でした……


　だって腰が！


「腰がぁああああああああァ!!」


　と叫びながら、押し潰つぶされる。


「ぐばぁあああああああ!!」


　しかし悲鳴を上げながら倒たおれていくライナを無視して、身投げは続いていく。


　目を閉じて、一人、二人、三人、四人、五人、六人。


　ってか、なんで八人も同時に身投げするわけ？　流行？　流行ですか？　集団自殺とかそういうやつ？


　ならいいや。もういいや。だってデブの下した敷じきになってて動けないから助けるの無理だし。そんなに死にたいなら、勝手に死ねばいいや。んね。仕方ないことだってあるもんね。


　でもね。


　でもなんでこいつら、目を閉じて飛んでるのに、狙ねらったように俺の上に目がけて落ちてく……


「ぎゃぁあああああああ！」


　一人、デブの腹の上に落ちた。


　おかげでそいつは腹にバウンドして助かったっぽいけど、下敷きになってるライナの命の灯ともし火びは……


　灯火は、消え……


「ぐふぁあああああああああ!?」


　灯火が消えたって言ってるのに二人目が落ちてきた。


　さらにさらに、


「ぐは!?　ぶは!?　ぬにゃ!?　もみゃ!?」


　次々に落ちてくる迷めい惑わくな身投げクラブの面々のせいで、ライナはもう、瀕ひん死しだった。最後には内臓が口から飛び出してしまったような声を出していた。


　そのまま彼はぐったりと横たわり、


「……も、もぉやめてぇ……」


　泣きそうな声で言う。


　しかしやめてくれない。自殺に失敗した奴やつらは、次々ナイフを懐ふところから取りだし、それで自分の首を突つこうと……


　ライナはそれを見て、


「ええええええええ、全員ナイフ持ってんなら、俺に迷惑かけないでもっと別の場所でこっそり自殺してくれよおおおお」


　叫さけびながらも、なんとかそいつらを止めようともがく。


　のしかかってきているデブをなんとか横にどけてから、近場にいた女のナイフを蹴けり飛ばし、鳩みぞ尾おちに拳けん打だを入れる。それで女は気絶。


　さらにもう首くび筋すじにナイフが当たってしまっている男二人の手をつかみ、関節を極きめて地面に引きずり倒し、次々に足で腹を踏ふんでまた気絶。


　さらにもう二人の顔面も殴なぐりつけ、地面にたたきつけて気絶。


　あと女一人。残りあと女一人なのだが、その女がしかし、問題だった。


　次々と自殺志し望ぼう者たちを気絶させていくライナを見て、女は逃にげたのだ。


　その反はん応のうは、かなり鋭するどい。あきらかにどこかで訓くん練れんを受けたことのある動き。その、訓練を受けた鋭い動作で、彼女はナイフを自分の腹に突き刺さそうと、


「だからなんでだよっ!?」


　ライナは全力で走った。なんとかナイフを持った女の腕うでをつかむ。


　しかし女はそれを振りほどこうとしながら、


「邪じや魔ましないでよ!!」


「したくねぇよ！」


「じゃあしないで！」


「そういうわけにいかないでしょ！」


「あなたがそういうつもりなら、こっちにだって考えがありますからね！」


「って俺、どういうつもりなの？　どういうつもりなの？」


　なんてもうあまりの疲つかれに馬ば鹿かな発言をするライナをにらみつけ、


「私、舌した嚙かんで死んでやるからぁ！」


　女は舌を出す。そして思いっきり嚙み切ろうとする。


　ライナはそれを見て……一瞬。一瞬だけ、これ、無視しちゃおうかな、とか思った。


　なぜなら舌を嚙み切ったところで、実は死んだりはしないのだ。ものすごく痛いだけで、死にはしない。出血の量もそんなに多くないから、なかなか死ぬことができない。


　ほんとものすごく痛いけどね。


　それに喋しやべれなくなるかもしれないけどね。


　でも、死なないから、いいよね？


　いいよね？


　とか、一瞬思ったが、


「いいわけないよねぇええええええ！」


　半泣きで叫びながら、ライナは女の口に、無理矢理手を突っ込んだ。


　瞬間。


　ゴリっ、という、手が嚙まれる音がして、


「痛っっっっっっっっ…………だぁああもう、こうなるのが嫌いやだったんだよ～!!」


　泣き言を言いながら、女をそのまま地面に押し倒す。


「ふぁなして！　ふぁなしてほ！」


　と、口に手を突っ込まれながら暴あばれる女の上にのしかかる。


「あ～なに言ってるかわかんない上に、喋るたび手が痛いから黙だまって」


　それからナイフを奪うばい、捨すてる。そして女の首に手を添そえると、


「んじゃ、ちょっと気き絶ぜつさせるけど、なるべく苦しくしないから許ゆるしてね～」


　言いながら、女の首を絞しめていく。


「ふごご！　ふごごご！」


　となにか言いたそうだが、無視。早く気絶させないと、こっちの手が千ち切ぎれかねないのだ。


「あ～もう、早く気絶しろって～」


　言いながら、さらに力を強めていくと、やっと女は意識を失うしなってくれた。


　ライナはそれを確認すると、はふっと小さくため息をつく。なんとか誰も死なせずにすんだようだった。そのまま彼は、自分の下と、周囲に倒れる八人もの迷めい惑わくな自殺サークルのみなさんを見回す。


　そしてそこでやっと、


「……ってか、なんなのこいつら？」


　そんな、当然の疑問を口にすることができた。


　謎なぞはいくらでもあった。いったい、どうしてこいつらは八人もそろって自殺しようとしてたのかとか、なんで全員ナイフ持ってんのに屋根から飛び降おりするのよとか、自殺サークルなのか自殺クラブなのかどっちよってそれはどうでもいいか……あ～、まあ、とにかくなんだ。なんかいろいろ他にもあるんだろうが、でも、すげぇ眠ねむいのでもう頭を使いたくなかった。


「ったく、もうほんとめんどいから、このまま放置で帰っていいっすか？」


　と、誰だれともなしに聞いてみる。もちろん答えなんて返ってくるわけないが。そして顔を上げる。周囲に誰かいれば、保ほ安あん官かんかなんかを呼よんでもらって、押しつけて帰ることもできるのだが。


「こんな夜中じゃ誰も……」


　と、そこまで言いかけて、しかしライナは、見つけてしまった。


　人気のない、夜の商店街。


　路地を曲がった角にある果くだ物もの屋の壁かべ際ぎわから、一人の女が、こちらをこっそりのぞいてきているのを。


　それにライナは、顔をしかめる。


　だって、女の姿すがたは金きん髪ぱつで、絶ぜつ世せいの美女で、あからさまに驚おどろいたような顔で。


　そしてライナを見つめてきている。


　女の上にのしかかっている、ライナの姿を。


　それにライナは疲つかれた声こわ音ねで、


「うえ～、この状じよう況きようから、フェリスに会っちゃうわけ？　今日の俺って、運うん勢せいやばいんじゃないの？」


　というライナの言葉を無視して、フェリスは言ってくる。ライナが予想どおりの言葉を。


　彼女は驚きよう愕がくの表情のまま、


「つ、ついに本ほん性しようを現したなライナ！　女の上にのしかかって、いったいなにをしようとしていたぁっ！」


「ほらね、そういう展開……」


　が、彼の言葉を遮さえぎって、フェリスはやはり驚愕の表情のまま、しかしどこか嬉うれしそうに、


「『ち、違うんだフェリス！　誤ご解かいしないでくれ！　俺はこの女にはなにもするつもりはなかったんだ！』


『噓うそよ！　この裏うら切ぎり者。私というものがありながら、私というものがありながらぁ!!』


『ご、誤解だって！　浮うわ気きなんかしてない！　信じてくれよフェリス。本当なんだ。神に誓ちかって、こんな女にいかがわしいことをしようなんて気持ちはなかった！』


『そんなの、信じられるわけないでしょ！』


『本当なんだよ！　信じてくれフェリス！　世界すべてを敵てきに回したっていい。おまえにだけは……おまえにだけは、信じてほしいんだ……』


『え[image: ]』


『信じて、くれるのか？』


『ら、ライナがそんなに言うなら……でも、じゃあこれはいったい、何事なの？』


『うん。それが……俺がそこに倒たおれているデブの服を剝はぎ取ってうひひひ～と楽しんでいたら、そのデブの嫁よめが怒いかり狂くるって乱入してきてな、このありさまってわけさ。だから俺はこんな女に興きよう味みはない。俺が興味があるのは、デブの男にだけさ。信じてくれるかい？』」


　それにフェリスは真しん剣けんな表情で勝手にうなずき、こちらを見つめると、


「わかった。ライナ。私はおまえの言うことを、信じてみようと思う」


　なんて言葉に、ライナはうんざり顔で、


「長なげぇよ」


「ふふふ」


「いやふふふじゃなくてさぁ……えーと、おまえ、どっから見てたの？」


　ライナが聞くとフェリスはうなずいて、


「おまえがデブの服を必死に脱ぬがそうと」


「はい、それはもういいから」


「聞いてよ～」


「誰だよおまえは」


　すると彼女は肩かたをすくめてから、果物屋の陰かげから出てくる。後ろに、ズルズルと一人の男を引きずって。


　それにライナは首をかしげ、


「そいつは？」


「うむ。そいつらと同じ、自殺志し願がん者だ」


「へ？」


「迷めい惑わくにもだんご屋の前で死のうとしていたのを止めてきた」


　それにライナは、フェリスが引きずっている男を見る。


　これで、自殺クラブ九人目。


「いったい、なにが起きてんだこりゃ？」


　この辺一帯だけで、それもこの夜だけで九人もの自殺者。これは、あきらかにおかしかった。ライナはフェリスのほうを見る。


「おまえそれで、その自殺者をどうしようと思ってたの？」


　するとフェリスはうなずいて、


「うむ。おまえの宿に連れていこうと……」


「なんで俺の宿に連れてくんだよ！」


　という怒ど鳴なり声に、フェリスはあっさり、


「めんどうをおまえに押しつけるのが、私は大好きなのだ」


「………………いや、あの、そんな簡単に嫌いや～な趣しゆ味みを暴ばく露ろされても、俺泣きそうになるだけよ？」


「じゃあ泣け」


「……おまえそういうの、ほんと嬉しそうに言うよねぇ～」


　ライナはげんなり言うと、立ち上がる。それからもう一度周囲を見回す。


　たった一晩で現れた、九人の自殺志願者たち。いやこの調子だと、この九人以外にもこの街まちのどこかで自殺しようとしてる者がいるかもしれない。あきらかにそれは、自殺が流は行やってる──なんて言葉で解決できるようなものじゃなかった。


　じゃ、誰かに魔法かなにかで操あやつられてるとかか？


　とそこで、ライナは一度目を閉じ、再ふたたび開く。すると突然彼の瞳ひとみの中央に、朱しゆの五ご方ぼう星せいが輝かがやき始める。すべての魔法を見み透とおすことができる、『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼よばれる特とく殊しゆな瞳だ。


　その目で、自殺者たちを見つめてみるが、


「……魔法が、かかってる様子はないな。んじゃ、なんだ」


　薬か？　質たちの悪いドラッグかなんかの副ふく作さ用ようかなんかとか？　そういうのは、あるかもしれない。自殺しようとしてた奴やつらの言動もどこかおかしかったし。うん。そういうのは、あるかもしれない。あるかもしれないが、


「でも、まあ、こりゃ俺たちでどうこうできる問題じゃねぇな……」


　するとフェリスがそれに、


「そ、そこをなんとかお願いします先生！」


「だからおまえは誰役をやりたいんだよ……なんて馬ば鹿かな話はおいといてさぁ……ま、こういうめんどいのは、あいつに任まかせるのが一番だろ」


　それにフェリスも、うなずく。


「バカターレか？」


「そうそう。クソターレ」


　この国、ローランド帝国の王、仕事大好きシオン・アスタールのことだ。


　ライナは地面で気き絶ぜつしている女を一人抱かかえると、


「ほいじゃ、調べるためにシオンとこに何人か連れてくことにして、他のは縄なわかなんかで縛しばろうかね」


　それにフェリスが、


「お、女を縄で!?　ついに本ほん性しようを……」


「はいはい」


「だから聞いてって～」


「う～ん」


　そんなことを言いあいながら、ライナたちは自殺志願者たちを引きずり始めた。





　　　　◆





　場所は移って、王おう城じよう。


　その中の、シオンがいつも使っている執しつ務む室の扉とびらを、


「お～いシオン。おまえの大好きなやっかいごとを持ってきてやったぞ～」


　ライナは蹴けり開けた。


　しかし執務室の中の明かりは消えている。


「あら、シオンいない？」


　ライナが言うと、暗い部屋の中から、


「……いるよ」


　声が上がる。


　その声のほうを見ると、確かに部屋の机つくえの前に、シオンが座すわっていた。


　気け高だかさを感じさせる銀色の髪かみに、意志が強そうな金の瞳。だがいまはその瞳も、少し眠ねむそうに細められている。


「おっと、珍めずらしく寝てたのか？　起こしちゃった？」


　ライナが聞くと、シオンは首を振った。


「いや、寝てなかったが……さっきおまえ、帰ったばかりなのに、いったいどうした」


　と、いつもより少し低い、疲つかれたような声こわ音ねで言ってくる。やはり居い眠ねむりでもしてたのだろう。それにライナはしまったなと、思う。シオンは普ふ段だんから、寝ろと言っても寝ないのだ。だからたまに仕事を休んで寝ていたのなら、寝かしといてやりたかったのだが……


　まあ、起こしちゃったのなら仕方ない。


　ライナは背中に担かついでいた女を床ゆかに降おろすと、続けた。


「いやさぁ、ちょっと問題が起きちゃって」


「問題？」


「うん。なんか、商店街で九人も自殺者が……」


　が、そこまで言ったところでシオンが、


「ああ、それか。その問題はもう解決した」


「へ？」


「もう、解決したんだ。だから気にしなくていい」


「え、いや、解決ってどういう……」


　しかしそれを無視して、シオンは立ち上がる。それから大きく伸のびをする。


「う～ん、ふぅ。少し、仕事し過ぎたな。部屋の空気の入れ換かえでもするか」


　なんて言ってこちらに背を向け、窓まどのほうへといってしまう。


　ライナはそれに、


「無視すんなって。えーと、解決って、どういうこと？」


　するとシオンは窓を開けてから、こちらを振り返る。外から入ってきた月明かりに照らされた彼の顔は、ひどく疲れている。やはり全然睡すい眠みんが足りてないのだろう。その疲れた顔のまま、彼は床で倒たおれている女を指さして、言った。


「その子、ナイフ持ってなかった？」


　その問いに、ライナは女を見る。


「ああ、持ってた。っていうか自殺者全員持ってたよ。あ、じゃあそのナイフが今回の」


　シオンはうなずく。


「そ。とある刀とう剣けん職人がナイフを三十本作ったんだが、柄つかの部分の塗と料りように、間ま違ちがえて幻げん覚かくを見る薬品を混まぜちゃったらしくてね……それで今回の問題が起きた」


「やっぱ薬か」


「ああ。ナイフをつかんだ人の肌はだから薬品が体内に染しみこみ、幻覚を見せる。バッドトリップって奴やつだな。幻覚を見て気持ちよくなったあと、その反動で急に嫌いやなことばかりを思い出して、死にたくなるらしい」


「へぇ～、んで、解決したってのは？」


　するとシオンは自分の机を指さして、


「ナイフ二十一本は、もう回収したんだ」


　それにライナは、シオンの机を見る。確かに机の上には、何本ものナイフがおかれている。それに彼は納なつ得とくした。


「ああ、で、俺とフェリスが九人助けたから、合計三十本か。でも、俺、ナイフが原因だって知らなかったから、回収してないぞ」


　が、シオンはそれに、


「別にいいさ」


　そう言った。


「え、別にいいって……おまえが回収しにいってくれるってこと？」


　ライナは聞くが、シオンはそれにも首を振る。


「いや、別にいいんだよ」


「だからどういうことだよ？　ナイフは一度誰だれかに幻覚を見せたら、もう薬やく品ひんに効こう果かがなくなるとか、そういうことか？」


　が、シオンはそれにも首を振って、


「いや、ナイフは何度でも幻覚を見せるよ」


「じゃあやばいじゃねぇか」


「でもいいんだ。もうどうでも……」


　そんなことを言って、どういうわけかシオンは部屋の窓に、足をかける。そして、


「だって俺ももう死ぬし」


「って!?　はぁ!?」


　そこでやっと、ライナは異常に気付いた。


　暗い部屋。いつもより覇は気きのない声音。そして目の前の、窓に足をかけたシオンの姿すがた。


「お、おまえまさかナイフを触さわっ……」


　しかしシオンはそれを無視して、疲れきった暗い表情のまま、


「いっくら働いても国はよくならないしさ～、世界もよくならないしさ～、ライナはすぐ仕事さぼるしさ～、仕事しなきゃいけないのに眠くなるしさ～、クソターレとか呼よばれちゃうようなクソったれ人生だしさ～、だからもういいんだ。もう疲れたんだ。だから死ぬね。バイバイみんな。そんなこんなで、サヨウナラ～ん☆」


　言って、シオンは窓からダイブを……


「ちょっと待てぇええええええええええ！」


　ライナは叫さけんだ。そして走る。途と中ちゆうで机に腿ももをぶつけて激げき痛つうが走ったのも無視して走る。そして窓から落ちかけのシオンの背中をつかんで、


「ちょっと待てって！」


　しかしそれにシオンが、


「止めても無む駄だだぁ！　俺は飛ぶ、飛んで鳥になるんだ！」


「いやいやいやいや、ちょっと落ち着け！　まじいま腿痛いから暴あばれるなって！」


　と言ってるのに、シオンは暴れる。ものすごい力で窓の外へと飛び出そうとする。


「って、フェリス！　フェリスも見てないで手ぇ貸かして！」


　言って、ライナは振り返る。


　しかしフェリスはいない。いつの間にか姿がない。そういや、さっきから全然会話にも参加してなかったし、気け配はいも感じなかったような気がする。でもいつから？　ってそんなこと考えてる余よ裕ゆうないか……


「ちょ、フェリス──!!　近くにいないのか──!?　助けて！　マジやばいんだけ……」


　が、そこで、ライナの言葉は止まった。


　急に目の前に、妙みようなものが現れたから。


　金色の髪かみに青あお瞳めの絶ぜつ世せいの美女という、フェリスの顔に、しかし、体はだんごという妙な生き物。その、フェリスだんごが空中をふわふわ飛ぶ。


「だーんご、だんご。だんごの世界～」


　妙な歌をうたいながら、ふわふわふわふわ飛んでいく。


「だーんご、だんご。だんごが偉えらい」


　とそこで、ぽんっと音が鳴って、フェリスだんごが五つに増ぞう殖しよく。その五つが、


「ライナっちは、だんご食べたい～？」


　なんて聞いてきて、


「や、やべぇ……」


　ライナは、震ふるえた。


　幻げん覚かくだ。幻覚を見始めた。っていうか、なんでいままで気付かなかった。俺ってば、あのナイフ触ったじゃん。すげぇ触ったじゃん。いまごろきた。いまごろ幻覚が……
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　え、じゃ、俺も……


「ふぇりぃいいす！　いや、フェリスじゃなくてもいいや！　誰か、やばい！　これマジやばい！　誰か俺気き絶ぜつさせてー！　このままだと俺も……俺も自殺を…………………………っていうか、あれぇ。なに俺頑がん張ばっちゃってんの？　頑張ったって意味ないのにさぁ。なにしてんだろ俺。ああもう無駄無駄。生きるだけ無駄。だって生きてたっていいことないしさ～疲れるだけだしさ～。ねぇ？　ああもう、終わろ～っと。全部終わりにしよーっと。鳥になって自由になろう。さあ羽はばたくんだ！　クソったれ俺の人生!!」


　なんて言って、ライナがシオンと一いつ緒しよに窓から飛ぼうとした。


　そのとき！
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「ちょっと待てぇえええええええええ！」


　フェリスは走った。全力で走った。執務室へいく前にちょっと化け粧しよう室へ寄ってからきたのだが、部屋に戻もどってみるとライナとシオンが狭せまい窓から我われ先さきに飛び降おりようとして、窓まど枠わくにひっかかっていて。


「お、おまえらなにをしている!?」


　二人の馬ば鹿かの背中をつかむ。すると二人は、


『止めても無駄だぁ！』


「やかましい！」


　手刀を入れようとするが、ライナはかわす。


　シオンは頭に手刀をくらい、気絶してぐったり窓の外へ落ちていこうと、


「うわわ」


　フェリスは慌あわてて、シオンを支ささえる。


　その間にライナは窓から部屋に戻ってしまい、シオンの机つくえの上にあったナイフをつかむと、


「と、止めても無駄だぞ、フェリス。俺は死ぬ。死んでやるんだ！」


「は、早まるな！」


　フェリスは、叫さけんだ。


「いったいなにが起きたのかは知らないが、馬鹿な真ま似ねはやめろ！」


　なんかさっきも言ったような気がする言葉を、必死に叫んだ。だが、さっきとは違う。さっきよりも遥はるかに真しん剣けんに、彼女は叫んだ。


　だが、ライナは聞いてくれない。ナイフを自分の首に押しつけて、


「うるさい！　もうおまえの言うことはきかないんだ！　俺は死ぬ。死ぬんだ！」


「やめろ！　いま、そっちへいくから、早まるな！」


「き、きたら死ぬぞぉおおお！」


　叫んで、ライナはナイフをさらに自分の首に押しつける。それにフェリスは、


「わ、わ、わかった！　そちらへはいかない。いかないから、私に相談してみろ。なぜ死にたくなった？　死ぬ前に、私に相談してみろ」


　これも……さっき言ったような気がする。


　するとライナはこちらをにらみつけ、


「お、おまえに相談して、なにが変わるっていうんだよ！」


「馬鹿め、おまえ、わ、私はあれだぞ。悩なやみ相談されマスターだぞ？　私に相談すれば、たちどころに悩みが消えて、楽しい毎日が待ってるぞ！」


　するとライナは、泣きそうな顔になって、


「た、楽しいことなんてあるもんか！　こんな瞳ひとみで、忌いみ嫌きらわれる瞳に生まれて、楽しいことなんか……」


　が、その言葉を遮さえぎって、


「ある！」


　フェリスは言い切った。しかしライナは泣きそうな顔のまま、


「ないね！　じゃあなんだよ？　言ってみろよ!?　クソみたいな俺の人生に、いったいなにがあるっていうんだよ！」


　それにフェリスは、さっきと同じことを言おうとして、やめる。だんごを食べたり、だんごを眺ながめたり、それは確かに楽しくて、幸せだ。しかし、それよりもっと、楽しいことがあるだろう。それよりもっと、幸せなことがあるだろう。


　そうだ。他にもっと、楽しいことがある。


　たとえば……


　とそこで、彼女はライナをにらみつける。右腕うでにぎゅっと力を込こめる。シオンを支えている右腕に。そしてその右腕を思いっきり振り上げながら、


「毎日を私の奴ど隷れいとして生きる幸せが、おまえにはあるだろうがぁああああああああ！」


　そしてシオンを投げた。彼の体はものすごい勢いきおいでライナのほうへ飛んでいき、


「うわ!?」


　ライナはとっさによける。


　が、それも予よ測そく済ずみ。そのときにはもう、フェリスは全力でライナのほうへと跳とんでいき、そして顔面に膝ひざを、


「う、噓うそで……ぐぎゃぁあああああああ!?」


　それで、すべては終わりだった。


　着地と同時、フェリスは言う。


「奴隷ども、勝手な自殺は許ゆるさない！


　それが世界を守るハイパーヒロイン！


　ふぇりぃいす・えりすっっ!!　見・参!!」


　決まった。これ以上ないほど決まった。


　そう思った。


　それで本当に、今回の話は終わりだった。


　世界の平和はまたしてもこの、だんごヒロインフェリスちゃんの力によって、守られたのであった！


　　　　完





　　　　◆





　と、うまくいけばいいのだが……


　しかし平和は長くは続かない。


　なぜなら一度気絶して、正気を取り戻もどしたライナは、見てしまったから。


　フェリスが、あのナイフを拾ひろうのを。そしてナイフをにぎりしめ、なぜか、泣きそうな顔になってから、








「もうだめ。だめよ。私もう、隠かくしておけない……この罪ざい悪あく感かんに、耐たえられないの……だんごを、だんごを一個、カビさせてしまったなんて……だってポケットに入ってるなんて、私わからなかったんだものっ!?　でももういいの。いまいくわ。すぐいくわ。非ひ業ごうの死を遂とげた貴方あなたの下もとへ、私もまいりますわぁん[image: ]」


　と窓のほうへと駆かけ出していき、ライナは慌あわてて起き上がる。


「わわわ、ちょ、ちょっと待ったちょっと待った、フェリ、死んじゃだめ！　死んじゃだめだぁああああああああああって、あれ？　なんでこっち向くの？　なんで俺蹴けるの？　なんで俺を殺そうと……自殺は？　自殺はぁ？　それじゃ話が違ちが……死んじゃう、俺が死んじゃう、そんなに蹴られ……うわナイフ刺ささってるし!?　うきゃああああああああああああああああああああああああああ!?」


　どうやら平和な日々は、まだ遠いようだった。




（むーんらいと・せれなーで：おわり）















　あとがき







　担たん当とうさんから電話がありました。


「鏡かがみさん、この本で六か月連続刊行終了です！　すごい！　おめでとうございます！」


「いやーありがとうございますありがとうございます。一いち時じはどうなることかと心配しましたが、やった！　僕は頑がん張ばった！」


「ほんと頑張りましたよー。一時どころか最初の月からどうなることかとぶるぶるしてましたけど、がんばりましたねー」


「ですねー」


「で、その連続刊行を締しめくくる堕おち伝４のあとがきなんですが」


「あ～まだあとがき残ってましたね～」


「残ってました～」


「でも先月、いつ天３のあとがきを十四ページもアホみたいに書いたので、普ふ通つうのあとがきなんかちょちょいのちょいです」


「ですね！」


「ですよ！　んで、今回のあとがきのページは何ページですか？」


「十四ページです」


「へ？」


「十四ページです」


「へー」





　と、いうわけで。途と中ちゆうからオチが読めまくりの担当さんとの残ざん酷こく日につ記きを書いたところで、あとがき十四ページって殺す気かもう！　を始めまーす。


　ちなみに先月発売した『いつか天魔の黒ウサギ３』を読んでくれたみなさんはもう知ってると思いますが、前回に続いて今回もあとがきスペースが十四ページもあるそうです。前回のあとがきは死にもの狂ぐるいで書きました。結果、あんなことになってしまったのですが、きっと今回もそんなことになってしまうと思います。


　うう。


　あとがき書くには、十四枚まいは長いです。


　まじで。


　でも、頑張ります！





　ではまず作品についてー。


　もう、前巻あたりからそうだけれど、長編読むのに必要な設せつ定ていがこれでもかとてんこ盛もりで出まくり始めていますね！


　実は僕が最初に作ったプロットでは、堕おち伝は７巻で終了する予定なのですが、そこへ向けてぐいぐい物語が展てん開かいしています。


　伝勇伝にとっては過か去この、革かく命めい時代の話なのに、なぜか最も新しい真実の部分がたくさんでてくるので、書いててドキドキしてしまいます。


　あと、表紙。


　表紙が誰だれなのかは本編読んでくれたみんなはもうわかってると思うけど、金きん髪ぱつライナかっこいいなぁ！（え？　違ちがう？）


　担当さんと、とよたさんと、金髪ライナいくぞおりゃー！　という熱い話しあいのもとこの表紙になりました。


　しかしライナライナと言ってますが、当然……あ～……読んでない人のためにやっぱり秘ひ密みつ。





　と、そんなこんなでー。


　ページ数もあるので短編のほうの解かい説せつ。





　ぼいす・おぶ・ごっど、について。


　いやでも、これのなにを説明すればいいのだろう。





　ざ・でい・おぶ・らぶ、について。


　この本は四月発売なのですが、もう二か月まえに発売するとちょうどいい話でしたね！　作中でライナが言った、「百パーぱくりじゃねぇか」、が好きです。





　むーんらいと・せれなーで、について。


　あ、これはすごく評ひよう判ばんがよかった話だった気がする。違ったっけ？　でも僕は好きです。


　しかし堕ち伝のゲラをチェックする度たびに思うのだけれど、長編が本当に大変なことになっていってしまっているので、コメディで押おす短編が、いまや本当に貴き重ちようですね。


　短編のストックはたぶん、あと、９～10話ぶんくらいしか残っていなくて、そのうち何話がコメディかはわからないけれど、もう、あと数話しかないんですよね。それってちょっと、寂さびしいなぁ。


　ライナとフェリスとシオンが、再ふたたび仲良くできる時がくるのか？


　みなさん応おう援えんしてあげてください！





　と、いうわけで～、解説も終わってしまった！


　そして残りのページ数はって数えるまでもなく大変な量残っております。


　だからとりあえず叫さけぼう。


　六か月連続刊行、乗りきったぁああああああああああみんな褒ほめてええええええええと、『あ』の字と『え』の字で十数ページ埋うめたらあまりにも前ぜん代だい未み聞もんな上に環かん境きように優やさしくないということでどこか新聞の一面を飾かざってしまい、ニュースになって１０００万部突とつ破ぱとか……


　担当「いやだから！」


「あ、前回『いつ天３』のあとがきに続いてお叱しかりに登場ですか担当さん」


「鏡さんが真ま面じ目めにやらないからでしょう」


「１０００パーセント真面目なのですが、もうネタがないんです。ここから先は担当さんが書くというのはどうでしょうか？」


「だめです」


「だよね。でも」


「だめです」


「でも」


「だめですって！」


「と、いうようなやりとりをいっぱい続けてページを埋うめたいけどそんなわけにもいかない！」


「あたりまえです！」


「んじゃ、なにかネタくださいネタ。なに書いたらいいでしょうか？」


「私のほうにはまるでありません☆」


「帰れ！」


　というわけで、ここからは独ひとり孤こ独どくな戦いを続けます。


　ちなみに右の、独り孤独という『独り』と『孤独』は同じ意味だから間違いじゃありませんか？　と校正さんから指し摘てきが入るような文章なのですが、ネタがないのでわざと書きました。


　これで数行埋めた！


　いやーでも、そんな冗じよう談だんはともかく、六か月連続刊行、本当に終わりました。


　伝勇伝だけついてきてくれた方。


　いつ天だけ読んでくれた方。


　両方いっちゃってくれた方。


　それぞれいるだろうけど、みんなのおかげで本当に大好こう評ひようのうちにここまでこれました。


　実は富ふ士じ見み書しよ房ぼうではすべてに書き下ろしがある本での六か月連続刊行は、この二十数年の歴史で初めてだったそうです。


　今後こんなことを他にやる人がいるかどうかはわかりませんが、とりあえず、記き録ろくみたいなのを僕らみんなで作れたーというのは、なんだか嬉うれしいです。


　いつものことながら、作家というのは読者のみなさんに支ささえられなければ本がだせないので、この記録は僕の力ではなく、みなさんの支し持じによって作ることができました。


　みんな、ほんとうにありがとう！


　感かん謝しやしております。


　そして僕らで作った富士見でのこの記録を、破やぶる人が今後出るのかでないのか！





　担当「じゃあ次は鏡さんが十二か月連続で記録更こう新しんを……」


「そこ黙だまるように！」





　なんてことを言ってみましたが、富士見書房の編集さんや制せい作さくのみなさん、その他あまりにもたくさんの方々に心配されたり励はげまされたりしながらここまでこれましたー。


　この間書いた原稿の枚数は軽く２０００枚を超こえます。たぶん２２００枚くらいかな。


　六か月で２２００枚。


　毎月３６６枚くらい。


　なんか。


　ええと。


　死ななくて、よかった～（笑）


　そういやこの本の、最後の部分を書いてる途と中ちゆうで盛せい大だいに転んで右みぎ肩かたを骨こつ折せつなんていうハプニングもありました。


　僕が担当さんに骨折の状じよう況きようを電話したところ、担当さんは、


「大丈夫ですか！　ここは無む理りしないでゆっくり休んでくださいね！」


　と、優やさしい言葉をかけてくれまして。


　で、僕が作さつ家か魂だましいを見せて原げん稿こうを渡わたすと、


「いやー、鏡さんこんなタイミングで骨折なんてするから、一時はくびり殺してやろうかと思いましたよーあははー」


　と、編集魂爆ばく発はつな優しい言葉をかけてもらいました。


　怖こわいよ！（笑）


　ってな感じで前回に続いて編集さんとのかけあいでページを埋めていってたら、わりと埋まってきたので、そろそろ次回への宣せん伝でんをして、さよならしまーす。


　といっても六か月も連続で本を出したので、半年くらい休む予定なんですが。


　だから次の本の発売日は、ええと、いつでしたっけ担当さん。


「スケジュールでは、鏡さんにはここでゆーっくりと休きゆう暇かを取ってもらってから、六月か七月に『いつか天魔の黒ウサギ４』ですね」


「ほうほう、六月か七月ですか。ちなみにこの本でるのはいつでしたっけ？」


「四月です」


「で、次の本がでるのは？」


「六月か七月です」


「一年後の？」


「いえ、今年のです」


「へー。それはずいぶんと長く休め……休……二か月後じゃねぇかっ!!」





　と、いうわけで（涙）





　六月か七月に、『いつか天魔の黒ウサギ４』がでまーす。


　五月のドラマガには『いつ天』が載のります。


　んでそのあと、大伝、いつ天、堕ち伝と続いていくはずです。


　今年も頑張りますので、よろしくお願いします！





　鏡貴也公式ＨＰ：http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也










　そして結局十四ページは埋まらなかった！
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